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　　　　　　　　　　＿主一磁　・
　一一一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せよ、これら大量の同構図の作品の多くはブリューゲル（子）の工房
ピーテル・ブリューゲル（子）［1564－1638］　　　　　　　　　　　から生み出されたものであり・質的に最も高い作品であったとしても・
《鳥罠のある冬景色》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その細部においては弟子の手が入っていたものと考えられよう。
油彩、板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この彪大な数のヴァージョンを生み出した原作として、長いあい
4α6x56’8　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ、署名と1565年の年記をもつベルギー王立美術館に所蔵される作
Pieter　Brueghel　the　Younger［1564－1638］　　　　　　　　　　　　品が想定されてきた。すなわち・これがブリューゲル（父）の手にな
lxVinter　Londscoρe　tvith』Bird　Traρ　　　　　　　　　　　　　　　　るオリジナル作品で、手本となったと考えられてきたのである。しか
Oil。n　pane1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、グロスマンやグリュックはブリュッセル作品の帰属に関して疑i義
㍑蒜筆8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を呈しており、また、近年、エルッはブリューゲル（父）の手になる《雪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の狩人》の中景の描写に影響を受けたヤン・ブリューゲルの失われ
蕊，1㌫驚ぽ轍陽㌃袈㍑漂。肥品ご：宅富ぽ　た作品こそが手本であったと・・う魅力的な噛を提案した・しかし・
Pa「iS〆Bruxelles’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エルツの仮説も、1565年の年記をもつ王立美術館の作品をどのよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に解釈するかという点について充分に説得性のある議論を展開して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるとは言い難く、現時点ではいまだ少数意見にとどまっている。
ピーテル・ブリューゲル（子）の手になる本作品はフランドル風景画　　　　場面は雪景色のフランドルの農村で、凍った河でそり滑りやスケ
の最もよく知られた構図のひとつで、当館のオランダ・フランドル絵画　　　一トに興ずる人々が画面左半分に描かれている。河の両岸に広が
のコレクションの一層の充実に大きく貢献するであろう。そのうえ、本　　　　る農村は厚い雪に覆われているが、右側の小高い岸辺の大きな木
作品は旧松方コレクションに由来するという特筆すべき来歴を有し、　　　の根本に鳥罠が仕掛けられている。主題については、ブリューゲル
当館の購入作品としてまことに相応しいものである。細　　　　　　　　　（父）の下絵素描に基づいて制作されたフランス・ハイスの手になる
　この構図はきわめて人気が高く、ブリューゲル（子）のカタログ作　　　　版画と関連することが多くの研究者によって指摘されてきた。問題と
成者であるクラウス・エルツによれば、現在、127点ものヴァージョン　　　なる版画は《アントウェルペンのシント・ヨーリス門の前でスケートを
が確認されているパ2）エルツは、127点のうち45点がブリューゲル　　　する人々》である。その版画には「人間の生命のあてにならないこと」
（子）の作品であり、51点はブリューゲル（子）へ帰属させるには疑問　　　　という銘文が書かれており、楽しそうに見える氷上のスケート遊びが
があるもの、31点は異なる画家の手になるものとしている。いずれに　　　　日常生活の単なる描写ではないことが示唆されている。本作品にお
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いても、氷Lでスケートに興する人々と罠の餌食となる鳥たちとは同　　　　イ1品にはかつて署名年記があったとの。己録があり、また、・」’法かほ
し運命にあることが意図されているのかもしれない　なお、マルリエ　　　　ほ　致することから、あるいは、5番の作品が当該f／品であるli∫能性
はここに描かれる農村かフラハント州のシント・アンナ・ペーテという　　　　もあるのてはないかと考えている5番の作品は1925fLにベルリンで
村であることを指摘している1　　　　　　　　　　　　　　　　　　売」、llされたとされており、松ノ∫が購入した時期に合致してもいる　こ
　多くのウァーションにおいてほほ1・」一の楢図か踏襲されており、　　　の点は今後のII周査をまちたい　｝l　lrllには、1957年の自本屋ての松
相違は細部に限られている　ほとんどのものは板絵てあるか、中に　　　　方展に出品されたことを小すラヘルが貼られている　その後の来歴
はカンウァスや銅枚のものもある　2八q八は1固人蔵、他はマイヤ　　　　は不明であるが、2004イ1にニューヨークのオークション（サザヒース）
一・ フアン・テン・ヘルフ）こ術館1陶には、「エシブト逃避」のモティーフ　　　　で売却された　作品の状態は良好て、ニューヨークのオークション
か小さく添えられている　また、署名や年記のあるものとないものと　　　　川には！brk’とその傍の大きな本の根元を結ぶ箇所に水’liノ」向のひ
かあるが、署名ぞい，己の有無か1’1品の質の優劣にllll按閃係するわけ　　　　び割れかあったが、これは落札後に修復された　　　　　川’都輝）
てはないようた　たとえは、前述した「エシフト逃避」のモティーフを
もつマイヤー・フrン・テン・ヘルフX術filt｛のf’1品は無署名てあるか、　　　n［
エルソはこのf’1品をこの構図の最1のf／例のひとつに数えている　　　　1い｝細茄ll散1璽ブリューケル帰lll」読売不ll聞・2006／18月2川参［ltt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21Kldus　Ett7　Piet〔・’Btueg」he／d（・t／Ul14J（）le　D’e　Gem〔〃de　（’ologr】e　1979，
本1］lllflには署名fい1己ともにないか、かつてはそれらかともにあったこ　　　　　pp　575－587また、次も参ll（｛せよB〃ueg／］et　Entexp〃．se～，　Mddsm（ht／Btugsels、
とを記す銘板が額にWいて・・るとの？ll　II，があり・これ（ま／椥課題　，、：llll，㍑，1謬1，。，“，。，，1（）“e、eune　Btuxe］1。，19、，，、P213
として・齢したい1本侃1・はエルッのカタ゜クには「aまれていな　1い、己したササ。一。のオークシ。ンカタ。クによれは、かつ当名　。己かあ
いか、エルツが分知した15八、すなわち、ブリューケル｛　J’　）のf’1品の　　　　　ったことを沁す銘板かこのt’1品の額縁にWいていた現イ1の1由汕1に署名
中に含まれることは問違いない　それはかりか、その中でもかなり質　　　　　Il　，，Liのlk跡はひく㌧己られない
の高いものと考えることかてきる　　　　　　ス㌃《に戊濡緒㌘㍑1；lll識㌻慧《1蕊，蕊
　なお、ピーテル・ブリューケル（」’・）の丁になる∫膓罠のある冬景　　　　　イ1橋財川ブリチストン）こ術館、198gfい1）pl3－15
色には署名イい1己のある6点の基ll‘イ’1が知られている　それらは、
　　ll601年のウィーン美術史工術fi．’i所蔵作品．Eitz－（at682－
　　21604年のスイス1固人所蔵fl　lll↓I　IEits－cat　683　　　　　　　　　　　－
　　31616巨1年のルーマニア国、‘〆）、術館所1蔵11品一Ertz－cat　68　ll　　　Thl、　Pdlntlllg　l））Pleter　Brueghel　the　Youngei　bodst～olle　of　the　best
　　ll622年のロントン・オークション11111il一Ertz，cat（）85　　　　　　　　　knoNs　n⊂onlposltlons　ln　Fleml．sh　landscape　pamtlng　dnd　contril〕utes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　giedtlx　to　the　breadth　aIld　depth　of　the　NMWA“olledlon　ol　Dutしh　and
　　51625frのヘルリン’オークシ・ン仙11－Eltz－・・t　68（・－　　　Fl。ml・h　p。inti。9、・f・f。，th。，．．、pecla］　n。・e　ls・h，　f、d，h、t　thl、　pam，mg
　　（）162bflのヘルキー個人所蔵イ／1｝lll：Eltz－cat（）87．　　　　　　　　ha～ex－Mdt～ukdta　Co］lection　plovendnしe、　and　thu～1～dpd川cularly
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dpPIOI川dte　dcqしILsltlOn　fOl　the　NMWA　l‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　comPOSItl（）n　pro、ed　Partl〔uldrly　poPular　at　the　tlme　dnd　Klaus
　てある　また・“G（））VAN　HC）ET　F　l604　BRVGEL　INVENTOR㊥と　　　　Eltz　the　duthor　of　the　Bj　uegJ／je／〃ie　Youngei　catdlogue　rals（）nne　ha9
いう銘か、tlかれたオランタの個人蔵のf］例も残されている「ファ　　　　contnmed　some　l27　extant　Nandtlons　on　thlg　basic　comPosltlon　！’Of
ン・ブート．というlllll家については知られていないか、ここて原楢図の　　　　those　l27　woiks　Eitz　st・1te～that　45　ale　bV　Biueghel　the　Younger　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　fしirthei　31　hd、e　que～tiondble　athlbutlon　t（）Biueghel　the　Younger　an（1
儲としてブリューケル（父）の名力㍉汲されているのは興深・’フ　　31・w・，k、　dle　b｝。・h。，　altl、・，　ln　d。y　event，　clea，ly・h、，．1、、g，，し1mbe，。f
リューケル〔∫）やその周1川のllil｜家たちが20イr↓ソ、ヒにもわたってく鳥　　　　woiks　wlth　the　sdme　ba～1（compos．　ltlon　alI　orl91ndted　ln　the　studlo　of
罠σ）ある冬景色のコピーを作り杭けたことの氾、味や、原構図の作　　　　B「ueghel　the　Y（，unge「and　e、ell　on　the　wo「ks　of　the　highest　qLiality「t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cdn　be　consideied　that　the　nld．ster’．s　Students　were　inN　olN　ed　m　some
者の問題、コピーのノJ法の11羊細といったことに関する議論は今後の　　　　d～pects　of　the　paintmgg
課題てあろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜thds　1（川9　been　pi　e．su　ned　that　the．soし1rce、～otkflom　NN　hich　thls
　本／］品は1日松ノJコレクションに由来するものてある　旧松ノJコレ　　　　nidssixe　nu｝nbei　of　xdlldtl〈）n～w（is　cieated　i9　the　famous　painting」　ddted
クシ・ンにいわゆるオールトマスターか含まれていたこと酬1的な　㍑）ぷe；1麟當蕊灘S瓢課1贈蒜；h；
ll己録から知られてはいるが、ブリチストン叉術館に所蔵されるレンフ　　　　the　Elder　d・s　hi．s　model　Ho“ieNei　Gro．s．snl・1n　and　Gluck　hdve　exPressed
ラント〔タウつ）を除けは、現右する優品は知られていない　このよう　　　some　le～elxatlon～about　the　dtt「lbuhol1〔，f　the　Bius．sels　wo「k　a】ld　ln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　te（ent　Neal～E｝tZ　ha．s　l）le．sented　the　COmI）elhng　algUment　that　a　lOst
な状況を考えれば、本f］iuTiのような優れたオールトマスターのk品　　　ollgmdl　bN　Jan　Biueghel　the　Eldei　influenced　b｝the　deplctlon　ot　the
が西i∫）Z術館の所lllkになることは、本来の松ノJコレクションのひろか　　　middle　giound　ln　Btueg」el　the　Eldet～〃untels～η〃？（・Sllott　f（）imed　the
りや已義を示すという観八からもきわめて苗要なものとパえるたろ　　　　m°del　f°r　the　man、　Ne「5101150n　the　othe「hand　It　ls　dlffl（ult　to　sax　thdt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Elt7　s　theoA　pt　esents　a　definitiNea｝gun）ent　ol）how　to　account　for　and
う　松ノJかこのW品をいつ購入したかは不明てあるか、本fり品は　　　　lntelp）tit　the　l565　w〔）lkln　Biusgels　and　th　u　g．　，　at　thi．s　polnt　hi．s　drgument
l931年の第llLHII｜松ノJ氏蒐江1品｝ミ州工術展覧会にIli　T；，　lilされており、－　　　must　be　（on．sidered　onlv　one　of　seNerdl　possible　soluti（〕ns
ノ、、ブリチストンのレンフラン1、（タウ・）が，品されている1922｛rの　　This　c°ml）°～ltl°n　s．　h°w～・d・wlntry　．scene　ln　a「u「al　Fle「nish　vi｜lage，　wlth
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dho7elul、er　taking　up　the　left　hdlf　of　the　coMpOsltl（）n　Skdtet．s　dnd
　 泰西名画展」にn〈　fil　lhllは出品されていないので・‘応・1920年八　　　　〇theis　enlo、　the　lc、～urfdce　The　vlldge　that　spiead～out　from　both
後／’と拍定することはできるたろう　1なお、ltl己したb八の基・日1↑　　　banks・l　the　nivei　is　thrcklN　co、eted　with　snowwT　and　d　b”d　ndP　call　be
中、5悟の伯品は現イ1く、く消，U、かイ・1リ」であるか、前述したように、本　　　　seell　Pl（iced　dt　the　base　ot　a　ldige　tiee（）n　the　g．　mall　h；llo（k（）n　the「ight
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Several　scholars　have　indicated　the　connection　between　this　subject　　　　　thought　to　have　bought　his　painting．　This　issue　must　await　further
and　a　print　by　Frans　Huys　based　on　a　preparatory　drawing　by　Bruegel　　　　research．　The　back　of　the　NMWA　work　has　a　label　indicating　that　it　was
the　Elder．　The　print　in　question　is　Skating　Bef（）t’e　the　St．　Geo”ge　’s　Gote．　　　　exhibited　ill　the　l957　exhibition　of　Matsukata　collection　works　held　at
This　print　is　inscribed　with　the　phrase“ムVBRICfT4Sレ1TAE〃VMAAC4E”　　　　Shirokiya．　The　whereabouts　of　the　painting　after　that　1957　exhibition　are
［The　slipperiness　ol　hし1man　life］．thus　suggesting　that　the　scene　is　not　　　　unknown　until　it　was　sold　at　Sotheby’s　New　York　in　2004．The　condition
simply　an　evelyda5’depiction　of　people　enjoying　ice－skating．　Indeed，　　　　　of　the　painting　is　good、　and　while　there　were　a　few　horizontal　cracks　in
the　print　may　imply　that　the　people　enjoying　skating　on　the　ice　share　the　　　　　the　area　connecting　the　bird　trap　and　the　adjoining　large　tree　trunk．　that
same　fate　as　the　birds　intended　as　the　victims　of　the　trap，　Marlier　has　　　　damage　was　｝’epaired　aftel’the　auction．　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）
indicated　that　the　village　depicted　is　Sint　Anna－Pede　in　Brabanし：1‘
　　The　many　variations　of　this　composition　have　essentially　the　same
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Notes
basic　elements　and　differences　al’e　limited　to　the　detailed　areas　onlv、
The　m・1・r・・y…he・e　ve・sl・n・a・e　panel　p・・・…9・、・h・・gh　s・me　aF・　1）霊1跳6蕊鰍elRetumsH°me”［inJapallese］’the隔∫’酬ηわtノη『
paintings°n　canvas°「c°pPe「・Tw°ve「si°ns・°ne　t°day　in　a　p「ivale　　2）Klau、　E，t、、・Pi。t。，・・B，’u。ghe／d。，ノ卿，ρ，　D∫。α，η。ld。．　C。1。gne，1979，
collection　and　one　in　the　Mayer　van　den　Bergh　Museum　have　an　added　　　　　　pP575－587，
small　depiction　of　the　Flight　into　Egypt　motif・The　variatiolls　include　　　　　　See　also，　Brueghel　EnterPrises、　Maastricht／Brussels，2001－2002t　PP．160－
both　signed　and　dated　works，　and　among　those　without　sしich　features，　　　　　　172・
the　presence　or　lack　of　signature　and　date　does　not　seem　to　be　directly　　　　　3）Georges　Marlier．　PienJe　Bruegノ？e〃e　Jeune．　Bruxelles，1969、　p243．
｝’elated　to　the　quaht｝・of　the　work　itself．　For　example、　the　Mayer　van　den　　　　　・1）The　above－mentioned　Sotheby’s　auctioll　catalogue　n（〕tes　that　originally
…g・…s・？nw・・h・he　Fligh・・…Egyp・m…f・・uns・gne・・al・；．y・・E…　㌫隠i㍑：。㌃罐㌫llesぽ：謬㌶a灘瓢t；：
numb・・s　thls　w・rk・…e・f　th・b・・t・・ampl…）f　the　c・mP・sltl・n・Th・　　insc，ipti。・，
NMWA　w・・k　i・al・・with・・t・ignatu「e°「dat・・b・t　i”f・「mati・n　has　been　　5）See　the　f。11。wm9，eg。，di・g　th・p・・venance・l　the　B・idg・・t・ne・・
received　that　in　the　I〕ast　the　signature　and　date　were　attached　to　the　　　　　　Rembrandt（Dou？）paintin9．　Omori　Tatsuji，“The　Provenance”、　ill　The
frame　in　an　inscription　cartouche，　and　this　issue　remains　a　question　for　　　　　　尺ρρo〃〔）々！7e　Painting　bv　Rembt’andt∫η”～e　Bl’idgestoi～eルfu∫eum・The
f。t。，e、t。dy．”，Whil，　thi，　w。，k　i、　n。t　incl。d，d　i、　E，t、・、　cat、1。9ue、　it　i，　　Ishibashi　F°undati°n・1989・PP・13－15・
unquestionably　included　in　the　45　works　categorized　by　Ertz　as　being
by　Brueghel　the　Younger．　It　can　be　considered　one　of　the　higher　qualit＞r
1・’1・’⊂）rks　in　that　group．
　　The　following　six　examples　of　LVinter∫cene　tL；ith　Bi’て17｝’oρhave
signatures　and　dates　by　Brueghel　the　Younger：
1．1601Kunsthistorisches　Museum　Vienna［Ertz－cat．682］
2，1604Swiss　private　collection［Ertz－cat，683］
3，1616C～）National　Museum　ol　Romania［Ertz－cat．684］
4．1622～Vork　sold　in　a　London　auction［Ertz－cat．685］
5．162t5　Work　sold　in　a　Berlin　auction［Ertz－cat．686］
6，1626Belgian　private　collection［Ertz－cat．687］
Further，　a　work　signed“G（？）VAN　HOET　F　l604　BRVGEL　INVENTOR”is
today　in　a　Dutch　private　collection．　Nothing　is　known　aboしlt　the　painter
“Van　Hoeビbut　it　is　fascinating　that　this　inscription　names　Brし1egel　the
Elder　as　the　creator　of　the　original　composition．　The　fact　that　for　more
than　twenty　years　Brueghel　the　Younger　and　the　painterg．　il）his　circle
created　copies　of　the　Winter　Sceneωi〃1　Bit’d　7｝’θρimage．　the　question　of
who　created　the　original　source　work，　and　issues　related　to　the　details　of
the　copying　methods　all　remain　as　questions　for　future｝’esearch．
　　On　another　topic，　this　painting　was　formerly　in　the　Matsukata
Collection．　Only　fragmentaly　records　exist　about　the　Old　Master　works
in　the　former　Matsukata　CoIlection，　and　with　the　exception（）f　the
Rembrandt（or　Dou？）work　today　in　the　Bridgestone　Museum　of　Art．
none　of　the　better　Old　Master　works　from　the　Matsukata　Collection　are
known　todav，
　　Given　such　circumstances、　the　addition　of　this　work　to　the　NMWA
collection　is　particしilarly　meaningfuI　in　terms　of　our　understanding　of
the　breadth　and　definition　of　the　original　Matsukata　CoUection．1t　is
unclear　when　Matsukata　purchased　this　work、　but　it　was　displayed　in
the　4th　exhibition　of　European　Paintings　from　the　Matsukata　Collection
held　in　l931、and　it　was　not　displayed　in　the　l922　Famous　Western
Paintings　exhibition　that　included　the　Bridgestone’s　Rembrandt（or
Dou？）work．　Thus　it　can　be　inferred　that　the　work　was　purchased
sometime　in　the　late　1920s．5［Of　the　six　benchmark　works　listed　above，
the　fifth　work　has　completely　disappeared　and　its　whereabouts　are　not
known　today．　Gi、’en　that　records　state　that　the　NMWA　work　was
originally　fitted　with　a　date　and　signature，　and　the　fact　that　their
measurements　are　almost　exactly　the　same，　it　could　be　that　the　NMWA
is　the　now　missing　fifth　work，　The　fifth　work　was　sold　at　a　Berlin　auction
in　l925、　a　date　which　accords　with　the　period　in　which　Matsukata　is
15
　一一一一一　　　．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pp．821，824（illust．）as　by　Master　of　San　Miniato；B．　Berenson，　ltaliati　Pictui’es　o／『the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rei’iaLgsance：Fiot’erttine∫c／～oo～，　voLI、　London，1963、　p．146，　fig．1053，　as　by　Master　of
フランチェスコ・ボッテイチー二［ブイレンツェ1446－1498］　　1部瓢，濃｝㌫＝、㍗鵠＝1竺臨1漂綿：＝Ili；；
《聖ニコラウスと聖カタリ大聖ルチ7，　　　　　　　　　　　　　scheda　e　qualche　suggeriment・ρer　un　catat・9・・た～ゆ～ηr～・～花〃，　L‘A・ti・hita　Viva”，
聖マルゲリー贈アポ・一ニア》　　　　　　　＝、灘蒜蕊、螂；、罐’鷺漂蕊n漂，！吉跳；：劃㌃隠㍑
テ・ぺ瓢ベニヤに移・勘　　　　　　　　　脇㌫ご？㍑賜湖蹴劉篇r纏留艦吉㍑惚1蒜、｛
115×122・5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fruncesco　6’otti（’ini、　Firenze、1994，　PP，26－27．99，　no．1，fig．Las　by　Francesco　Botticini．
Francesco　Botticini［Firenze　l446－1498］
聯＝灘瀦卿獅L〃ワ　　　　本作品の儲フランチェスコ・ボ・ティチー二は・197・年代後半にな
Tempera　on　panel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってようやくそのアイデンティティおよびコルプスが整理された画家
1｝T，、霊5cm　　　　　　　　　　　舗在も研究途上（・ある・20世紀初めの研究では・147・年代の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィレンツェ絵画の様式そのものが混乱した状況を見せていた。そ
来歴Pl’・venance・Charles　Butler・L・nd・n；His　sale，　L・nd・n，　Christi・’s25　M・y　　　のため本作品の作者帰属に関してもこれまでさまざまな意見が出
1911．loし77，　bought　by　Wallis　as　by　Cosimo　Rosselli；With　A．　H．　Buttely．　London，
1917：Wmiam　H．　W・・dward・L・nd・1・，　by　1931：His　sa｜e．　New　Y・rk，　S・th・by‘s　Pal’ke　　　されていた。たとえばベレンソンは、・一度本作品をフランチェスコ・
Bemet、15November　l945，　loし28；Weisl　Collection，　New　York：Anonymous　sale．
L・nd・n．　S・theby’sr　8　APi’il　l987，1・t・3　as‘“attributed　t・）Francesc・B・tticini’T：　　　ボッティチー二に帰属したが（1090年）、のちにこの作家と密接な
Sotheby！s　London，：3　Jωy　1991，lot9；Private　Col］ection．Japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式関係をもつ通称「サン・ミニアートの画家」へと説を覆した（1932
文畠1こ　Literature：B．　Berenson、　Florentine　Paintet’s　ot’　the　Renaissance，1909、　P．120　as　by
Francesc・B・tticini；R・van　Marle，　The　Devet（〕ρmetlt・f　t／～e・ltatiari　Sc’h・・／s・fPaintingT　　　年）ご1；1・11一方ファン・マール1よ≡貫してコジモ・ロッセッリへの帰属を
認・：1、認㍑：；：瓢、膓11〃罐認＝；㍑（糖；：霊悟贈1；、1：　主張していた．1・，L）　1］しかし、本儒を含めて、「サン．ミニアートの画家」
い
へ・フLテリーコ・セーリか想定した「ヘレンソン＝コロンナ家のフレデ　　　　　ゐ本f／品とフィレンツェのサント・スピリト聖堂にある《中モニカと修
ノラのlllll家一、あるいはシャノク・マールタントレ）こ術館にある1171イ1　　　道女たち！とのあいたに見られる様人的な近似Vlは、すでにヘソロー
の“　，，Llのある祭増画の1／Kなと、さまさまなf1者に帰属されていた　　　　シか指抽しており、そこに見られる過度な装飾を抑えた1’1　1，Lのtl？C固
11品lllをエウェレ・ト・フェイやルチャーノ・ヘノローシか同・f’I　Kの　　　な建築構造とシンメトリーを強く意識した均斉のとれた人物配置など
／’1品としてクルーフ化し、この説を踏まえてハトア＝リノツ／か、こうし　　　　から、ホノライウオーロのホルトカル枢機卿礼打堂祭培川か制竹され
た　81のf’1品の1ノ｝者をフランチュースコ・ホノティチー二として、不f］品　　　た11b7flから711「のシャノク・マールタンドレの祭／輌lhlのあいた、す
を含む現（iする放少ないホノテでチー二の1］品lllをまとめた　　　　　なオ）ち、1・限か1471年と糸∴倫つけられている117また、本竹品ときわ
またウェント・・リー二かまとめた現イ1ホノティチー二に閃する11ii　・の　　　　めて札人r白な類似を見せる1ベレンソン・コロンナ家のプレテソラ〉も
モノクラフにおいても、本1／1品はホノティチー二の丁によるきわめて　　　　この‖］期にW置づけられた
和及な初期／］品としてf・1・置つけられている　1　　　　　　　　　　　　本伯11111か当初置かれた場所については、ウェントゥリー二も述ペ
　イ孤品は、残念なから’iG初の刻1体てある板は失われ、ヘニヤに　　　　ているとおり、現在のところ全く情｝1乏はない1・すでに述べたように
移し換えられている　にもかかわらす、　’V、態はJl　’Fl）に良く、人物の頭　　　　　16　111紀の段階てすてにホノティチー二のび式はホノティチェノリの様
∴1；や衣艮はほほ完全な状態を保っている　縦に5カ所のlllい板の継　　　　人と混同されていたこともあり、16川紀以降の又　ili，i品のll己迩を含む
き目や裂け日の修復痕、およひ1・辺に袖彩か陥忍されるか、その他　　　　lll文献にはホノティチー二の名前はほとんど見当たらない　また、管
には甚人な損傷は磁認されない　この当lllの板絵としては⊥ヒ較的　　　　見の限り、シュセソへ・リーカをはじめとしたフィレンツェの占い案内
良い状態てあると，，える　したかって、支孔休の板そのものの損傷　　　　，ll　Mを。∫細に分析してもなお、残念ながら本作品に該当するイ’1品の
にもかかわらす人切に保仕されてきたことか想像される　修復か行　　　　。己述は見出されない・’また本イ’1品が1785fLにトスカーナ人公ピエ
なわれたのは、想像の域を出ないか、ヘレンソンか保管していたtl｜　　　トロ・レオポルトか発した同イ11会の解散命令にfYう‖］1｝川1録や1808
い写貞を比較検詞したW，果〔ウィノラ・イ・タ・ティ川究所、フィレン　　　　flのナポレオンによる教会組織の解体に伴うX術ll6流出と関連づけ
ツーT－　）、ウァイスル・コレクションからオークションに出された川期には　　　　られるとすれは、それ以前にはいすれかの宗教施設にあったことか
すてに修復かそ］なわれたことか位われる　　　　　　　　　　　　　　jフ測され、同1日に本来のf／者名が失われて別の作者の竹品として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、忍、」されていた1iJ能’1／1かある　しかし、フィレンツェlil、‘ノ文ltl館に保
フランチェスコ・ホノティチー二は1“6flフィレンツユに’iまれ、13歳　　　　管されている該当文書を網4｛1的に調沓したにもかかわらす、残念な
の川ネーリ・ティ・ヒノチの川ノ」に人り修某した後、N59“）、146（泊　　　　からNil品の出所を郁認するには至らなかった　また、フィレンツェ
八’rは頃から画家として本格的なイ1事を始めた彼か制作した基　　　　特殊）、術館lli：督局付属カタロク文，ll室に保管されている19世紀は
1111’iとなるf］品のうち、署名もしくはfl　II己のあるものは2八しかない　　　　しめのナポレオン政¢1的代から20　iH紀初めにかけてのフィレンツェ
現｛iシャノク・マールタントレ）二術館にある117Fiの｛h｜己のある　　　　）L　i・lt」lil∴督局所希？の）こ術品愉出、忍ll］11己録も確認したか、該’1］するll己
　1、　1・1’・の1？1母∫と1中人とエンホリのピエーウェ即’・：ii祭壇1由1（現　　　　録は見つからなかったことを111｝，せざるを得ないホノティチー二は
｛［エンホリ、コレ・シャータ）、術∫伽てある　後Kの1／1品については、　　　フでレンツェの郊外あるいはアルノ川ド流域もしくはエルサ川流域の
118川にエンホリの中堂参‘1｝会からli文を品け負いなから、人完の　　　　地力都市でも活動していることから、今後は、困荊がWうとはいえ、
まま残され、彼は1」98ηに没した　このエンホリの祭畑川は1504　fl　　　　これらの地域の1［T文献をたとる必要かあろう
に彼の，U、∫ラフアエ・ロ・ホノテfチー二か完成させた　そもそもフラ　　　　　小f〃｝品は、決して人1叩∫とは口えないイ1家の1／品てはあるもの
ンチェスコ・ホノテtチー二の1’1品舶こ混乱をノ1しさせた原囚はウァ　　　　の、1160｛1代から70年代にかけてのフィレンツェ工術の流れを端的
サーリか一 2’、術家列1ム「ホノテfチェノリ」中のri品。己述において、　　　に小しているそこにはドメニコ・ウェネツィアーノの《聖ルチア祭畑
ホノティチェノリのlii品とホノティチー二のイ！1品を混同していること　　　　画の影響から、・川アントレア・テル・カスターニョ、ポソライウオーロ、
に迎1る　しかし、ウァサーリの。己迩はむしろ、ホノティチェノリもホノ　　　　ウェロノキオ、そしてホノティチェノリらの影響まてもが小されている、
テでチー二もほほ同し絵画環境て｛〈，Cこを学ひ、同川期に活躍したこと　　　　ノミi小j史研究1、巨i市な伯品てあると‥えよう　　　　　（同梨）t　［D
により、かなり占い川期から山者の仁｝、人か混1：iJされていたことを如
実に物1，’1っている　1；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，1
フラ・チェスコの1蝋よ、まさ｛・M6・はから8・・l　lLまてのフ・レ　u蒜lll忠㌫㍑：；㍑；ζ㍑1）／〃㍑㍑1㍑㌫；㍑
・ッェ・注触1酬1・1を蝦に蜘したものとなっている初IU］　“一　㍑1’；1，、1㍊。1‘㌫；　11；1、、；ll、lllll；1㍑。』；lel；5㌍；”｛ll7，；‘隙
品として位置つけられる1171｛1以前のf／i品lhには、明らかにアント　　　　　cfl〃11a（・～no　di　5a〃i　U’η∫θわ1θ～tCtto　degli　studi　1ρiob／（・mi／（・〃Vどノ～t（・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dei／a　tt／ologta（1　cutadl　Gigetta　D．11iLRegoh　Pl～d　l988　pp　22　110　n）
ニオ・ホノライウオーロ｛塙に1167　IIのサン・ミニアート・アル・モンテ　　　　2　R，iimond　xan　Nldlle　Tソte　1）（，t（、！θρ〃～ρ〃t（ot　the　／t〔ihali　S（　lioo／s〔ot　Pamht］g」
1［11’1：1’ホ｝レトカル枢機卿の礼li堂祭抽1由Pぺ・ウェロノキオの影響か顕　　　　　、oi＼l　l929P611、olX川19Sl　P118Nol　XVI　19・　37　P203
Yiてあるしかし1171“のシャ，ク・マ→レタ・トレの祭馴1では、　3聯蒜《蹴㍑”ll、㍑㍑㍑㍑’Z：㍊㍑；1㍑，協ll
ll7・llにホ・テf－」：－J－・リャウェ・・キオらにii・文された献裁判所　ll；”｛隻’㌶フ’、＝：1’B，lll；三u；1｜灘；㍑1，1；；，、㍑㍑蒜
・江徳劃にlul　L））i・るような酬雌図や1五形一閣↓せ始め　　㌫ll9㌫潔跳㍑111、1／三蕊艦」㍑8ぽ漂｝，P㍑
る　・ノ」、彼の・P契なf／il　IIIとして⊥くいこと議論されてきたウフィノツィ　　　　　191d　Noce　BottiCini　F］an⊂esしO　in∫Di：iθrlaiio　hiogiah（o〔d（、g、　／l　tt（1／i（～rll
）緬iのトピアスピ即｛よ・パ｜・ア・リ・ツ・によれは147・－73・L　，lllご1∴。1：ll∴IP；：∵1、。，，＿F”enz。　1，91　PP2、－27、）、，．ll。1
頃、シヤ・ク・マー・汐ン1・レ・）名ミ畑・1・1の［1’1後に　♂；かれている』「 　　5・GL。，91，、　V・・d・L・　［it・…　Uld　dl　G・e・…～1・lane・L　r－・1・…II］
　　　1）P322－323　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－orlfu～lon　tegaiding　Fl、lncesco　B（）ttlum～oeu、le　he．s　m　the　fdd　thdt　ln
（））Annd　Pddod　Rlzzo　Pet　1うθ〃（（・～（θ　Botti（∫η1，　Annd｜lt2i　Vl、d　A川10　XV　l15　　　　　hl～ム〃）（・～o／〃ie、At’t’st～Vdsdllrnlxedし1p　the　works　of　Botnulll　wlth　those
　　　l976　PP　81d　B°ttlu｜〕I　F｝・1’ce．sc・’・αり454　　　　　　・f　B・ttlc・lll　l・h・s・di・cu～～一、t・B。・t，cell、　H。weve，　d、c（）rdm9，。　V。，arl
7）Luudn°Ben°sl・°ρ　（1／Pp　l4“1；P・d・・R・z…卿・197〔・PP弓一（・　　　B・tt・dh　a・d　B・・ttlclni　．studl・d　P、1111t］・g　m　e・・e・nally　the，dme。，t，、t｝C
8）LVel〕tu・m　W・～・P27　　　　　　　　　　　・・・…m・・t・lld　we・e・actl・e・ln　es・e・t・all、　the・am。　pe。。d　d。ci・thu，　it
9）ノ“者か参H「｛したフィレンツT一およひ1∴1辺の歴史的カイト（ま以1・び）通り　　　　1～しincterstandable　thdt　theit　stdes　could　be　c（mlused　froin、11eldn、el、
惣ご11＝㍑；；、㍑h；隠1＝／よ㍑忽㍑　・・1r・・P・…1・hl・…㍉　　　　　　　一
　　　、ollX，　Fnenze　l754－62　VII）cellzo　Folhm＆Mode～to　Ra～he川　Fn　et？：e　　　　　　　Flances（．o　Botticini～oeu、le　dl）1、　leflects　the　art　h卜totl（．al
　　　ω・”（・・（りη・・∫・’・・’”usb・・t・1　Fnenze　l789－1802　F・d・“・F・）・t・nl　　In・vem・・t．s・t・Fl・1ellce　fl・m　th・／／〔・0・thl・・gh　the　l　480・Th・e、・rl｝
㍑∫；㍑6＝荒　二・1：（；1，㍑㍑i，、lli；ぽ「；撫beth　w・rk・d…dprl・r・・1171・d・arl－…he　m・・k・d　l・fluen・e・f
1・）M・kl6・B。，k。・lt、，乙〃、。、、撤、。、、ual、／，。、s。gg。“1，，。，，t。ρ、・，　ul，、θ，。1。9。、ノ，’　Ant°nl°del　P°lldlu°1°（pdlticul・”1’hlg　dltalplece　t（”　the　C・Pp・11d　d・1
　　　・／・ρ・・〃・・Ta　tti　A・tlchlt～1・Vl…　川・・XIV・2197；Pp　l7－19　hg　lb　　　cdtdm・1・・h　P・lt・9・ll・d・le・・d］　Sdn　ixliniat・al　M・llt・d・lt・d　t・14（・7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　work　of　Veirocdhio　Howex　ei　the　l471　a▲tarplece　t（）ddy　Ill　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mu～ee　Ja（二quen〕alt－ALndr6　Mdlk～　the　beglnnlng　of　decordh、e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　compo～lt］ol）s　dl〕d　hgul（ユt！、e、ocdl）uldr’x　E）een　ln　d．sellef）of‘vlltue．s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、～Olkg　cOn一lrnl～Sioned　b、　the　4tte（∫ρ〃‘∫　ltlet（・aton：～（11n　Fl（）rence　fro｜n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bottlcelll　Verrocchio　dnd　othe“　（つll　the　othel　hand　the　lmportant　and
馴1＝漂1三㌃三鷲㍍∵三・tl，2t‘wwg，　i｛1鶯継繍lii㌶難識
しontlnues　to　In（－redse　Edllv　20th　centur、　re～e（ユほ．h　le、edled　h（ハ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　st、hstl（＿re．semblance　betweell　this　y、Olkdnd　the　S（lll　tCtル7θ〃～（（∫（∫a／（∫
ieseatcher．s　wete　confu．sed　aboLit　the　sltUdtlOII　m．stxl“tK　folm～ot
wh°se　style　was　cl°sel・　ieldted　t°thdt°f　B°ttlclm　l°・th・・t｝・e・　hand　d。，。d　n。1、tei，han　l471。nd，，、。，日lk，1、、。m。wh。，，、　be，ween
ぱe㌶1蕊lln・・lh㌔㌶rep霊1慌llご1二漂濫Sll蒜II1、1ぽ1蒜・1：1ご∴三・、rご1、1　1
㌘鷲ll籔⊇際鷲翼罫1鑑議　ll；ll：罐蒜　1；：∫（：㍑：＝∴1蒜㌫
蹴瓢三滞黙1響欝蹴竃籔ill簿：耀鷲竃i：
Renais，ance　S，、dle，、　Vllla　l　T。ttl）1t、eem、　llk，1。，h5，，h，，e、，。、at＿aS　century・　ieveaLs「’〔）「e＜（）「d°f　d　w°lkthdt・°「「esp・・d・・　t・th・Ls　P・1・tlng
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　Bothum　wa．s　dlso　actl、eln　the　Vd］　d’Aino　and　Val　d　El～d　reglong
し（1rrled　out　before　lt　wds．　put　up　fol　auctlon　when　lt　lett　the　Weisl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　outslde　ol　Florence　whlle　dlfhcult、　d　fu　rther　search　of　documents　lnCollectlon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　these　dled～Is　essentiall蒲灘li三慮雛1：耀慰ぷ：三ご壁二；II㌫1　：㌫蒜∵ご
C・ll・gla・・dlSA・d・ea　ln　Em・・1…d・yln・h・M・　d・｜1・C・｜1・・1a・・dl　llllll器1；ld「ustssuch　asAnd「ea　del　Cd．stagn°，　P°11alu°1°・Ve「°cchi°
SAndiea　The　latteい～oik　was　based　on　a　commlsslon　ieceived　flom
th・－p・gnld　dl　S・・t　AI1（he。。f　Emp。1、　、n　1184、nd．。，1。lt　　　　　　　　　　　　（Mitgumci～・1「akand“h］）
しmfmished　at　Bottlunl　s　death　ln　l498　1n　l504　Botnclnl～son　Rafaello
Bottlum　tini．shed　the　EmPoll　tdbemdcle　One　of　the　tedsOIIs　l）ehlnd　the
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「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼のモノグラフをまとめたヴェストファル以降、1986年にシモネッティ
ボニファーチョ・デ・ピターティ、通称ボニファーチョ・ヴェロネーゼ　　　がボニファーチョのアイデンティティとコルプスを発表し、混乱した
［ヴェローナ1487年頃一ヴェネツィア1553年］　　　　　　　　　状況をある程度整理した．，，、、tE11シモネツティによると1487年頃ヴェロ＿
《！縁族・トビァスと大天使・！皇ミド゜テアと幼い洗儲聖ヨノ’ネ》　ナ（、生まれ、1553年1、ヴェネツ，アで没したことが知られて、、る。，、、
；1驚二惣、　　　　　　　　　しかし、19慨を通し℃ヴェ・一ナLkまれのボニフ・一チ・という画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家については、3人の存在が想定され、それにより作品の様式や制
Bonifacio　de’Pitati，　called　il　Bonifacio　Veronese　　　　　　　　　作年についての分析は混沌としていた。1901年にルードヴィッヒが
㌫㍊灘蹴1瓢。A。9。乙5＿，D。晦　噸を整理分析した結果・デ・ピターティという・15世紀LY・ki－y“，，．
Giovannino，　an（1　the　Miracle　ofthe　Corn　beyond　　　　　　　　　ローナで活躍していた…族との関連が明確に示され、現在のボニ
Oil　On　camas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファーチョ像が形成されることになった。・⑬
Il4．5×152．5　Cllコ
p2005．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このボニファーチョは、当初ヴェローナで父マルコの元で画業を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学ひ＼1505年頃に一一’族とともにヴェネツィアに移り住んだと考えられて
蕊；；瓢1撚麟苫溜て、㌫慧VO悉㌫㍑瓢；llll（認　いる㌦1げエネツ・アでボニフ・一チ・の名が記録（・初めて鵠す
9；1：ぽ㌶忠’1』〕㍑劉、漕（，；‘：、｛1；i蕊：1鴇蒜5ぽ襯ll：lt：　るの1ま1528年のこ民この時すでに匝嫁として自分の名を記載し
Ch「istie’s’L°nd°1〕∴31　May　199Ll°t　37：P「ix’ate　c°llectivT｜＾　Japau］’　　　　　　　　　ている．その後1533年に彼の作品の基準作となる、署名年記のある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《仕立屋組合の聖母》を制作する。この作品で、彼はパルマ・イル・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェッキオの様式との近似性を見せていることから、ヴェネツィア到
本作品の作者ボニファーチョ・デ・ピターティ、通称ボニファーチョ・　　　着後、パルマの工房で修業したのではないかとの推測がなされる。
ヴェロネーゼについては、20世紀’トばまでは非常に混乱した状況を　　　　さらに彼は、当時ヴェネツィアで活躍していたティツィアーノ、ロレン
見せていた、その名前から、ヴァザーリが誤って「ヴェネツィアの画　　　　ツォ・ロット、さらにはヤコポ・バッサーノや人文学者ピエトロ・アレティ
家ボニファツィオBonifazio　pittore　viniziano」と記したことから、長い　　　一ノらとも親交のあったことが知られている、特にヤコポ・バッサーノ
こと「ボニファツィオ・ヴェロネーゼ」の名前で知られてきたが、最初に　　　　は1520年代終わりから30年代にかけてボニファーチョのもとで修業
18
したことが知られているロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンヒエーロの「クルミのエ｛1｜所Santudrlo　delld　Noce」にある〈tバト
　ホニファーチョは1520イ1代後’rから1301i代にかけて、ウェネツィア　　　　ウァの中アントニウスの説教）のlllll　lfl右丁前の横llllきて祈る女’nを
の政1台の中枢てあるハラノツt’テイ・カメルレンキや、1538“にはト　　　想起させ、またヨセブや聖母マリアの姿はヴェネツィアのアノカテーミ
人委員会からのfl事を引き受けるが、40年代以降は人甲のli文か　　　　ア丈術負1’iにある1533の署名｛い1己のある（聖母∫、聖ハルハラと聖ホ
らは・］↓のき、1553fl　101jl911に没した　　　　　　　　　　　　　　　　　モボーヌズに類似する　IHまた1・」時にパドウァのインマコラータ聖
　n・　fl品の末歴については、あまり明確なことは），11られない　裏打　　　　堂のJ［‘’1：Jj’一　t修道院⊥〈聖マウロとi｛11アグネス・q533－35）の」［iilりf’
ちされた後に鉛〃Pによる所蔵者名としてFRウェストの名がノ1端中　　　　の姿を反転させたものとも類似する［ljさらに幼い洗礼者Ψヨハネ
央に。己されており、この人物の没後財pl’を相続する形てイ1名な汕軍　　　　はt／マンナの降下〉（チー二財団、1539－40）lliリkの幼児を反・llムさせ
少：nコーンウォリス・ウエス1・の］二に渡ったしかし彼か1928イ「に競　　　たもの、そしてすでに迩べたようにハリス・ボルドンの《クピドの弓を
売にかけて以降、Xirlii巾場を転々としていた背1∫1｜にはひとつワノク　　　　取りあけるマルズt　q550－60）のクピトと同じ形をしている　tVトビ
ス・シールか残されており、ワシのyYl　il　1；にL冠をあしら・）た紋苧が刻　　　　アスも1・・1しくチー二財団にある（パンと魚の6〕跡’　｛lr）39－40）の中央
まれている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のキリストのんに脆く少年の姿と頚似する［llさらには幼児キリスト
　1’1品の保存状態は全体として良好てあると、1える　オリシナルの　　　　の特徴的な容貌はミラノのフレラ）こ術館にある1535－36｛1の制11と考
カンウァスに麻布による水’目？1｝Jちか行なわれている絵画層には　　　　えられる、エマオの晩餐》左端の幼児に類似する111
才1、1の袖彩が見られるものの、16世紀中頃のヴュネツィア派の特徴　　　　　本1／品そのものについてはヴェストファルもシモネソティも，汲して
的な色彩を見‘担こ残している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おらす、おそらくその右イiが，忍歳されていなかったものと考えられる
　本作品は、かつてハリス・ホルトンに帰属され巾場に出ていたが　　　　しかし、シモネノティは1993｛1までホストン美術館に所蔵されていた
q928｛1｝、1981年以ll市ホニファーチョとの閃連で取り引きされてき　　　　本イ／と同構図のヴァーションを知っており（Boston　MuseuIn　of　Fine
たq981｛1にはホニファーチョ1’1身のT一によるものとして、また1987fl　　　Arts　lm　no　26768）、これをコルプスから外し、帰属竹品の扱いとし
には「ホニファーチョに帰属」という作者名て｝　1　　　　　　　　　　　ている，　lhしかし、このホストン・ウァーションの構図は本f1とほほ
　そもそも、ボニファーチョの生illおよび伯品群は1述の通り、20川　　　　同じながら、人天使やヨハネ、そして聖母∫一の描き方はひく異なり、
紀初めまては混乱した状況を見せていた　それにf’i’い様人的観点　　　　本1］Illll以Lに輪郭線が強いことを考慮に人れると、質の1で明らか
からの分析ではホニファーチョ、ハルマ・イル・ウェノキオ、ハリス・ホ　　　　に本1］のノJが優れている（1　9913　｛11Jj15日ササヒースのオークション
ルトンらのk品帰属は混沌としていた　事克、ホニファーチョとハル　　　　に川品されて以降の所蔵先は不明）llT
マの様人の混乱は17川紀にはすでに見られる現象て、リトルフィの　　　　　様式的な側血に関しては、すでに述べたように、1　r）20　｛1代後’トか
。己迩以来、連綿とハルマのri品とされてきたウェネツィアのサント・ス　　　　ら30イ1’代にかけてのホニファーチョの作品に見られる形態を踏襲し
テーファノエ｛°堂の1Ψ家放、マクタラのマリアと聖カタリナかホニフ　　　　なから、寄せ集め的に構成されているプロフィールで描かれたトロ
ァーチョの作品としてII及されたのはようやく1871年のことてあっ　　　　テア、トビアス、そして大人使ラファエルとヨハネの輪郭線はJl常に
た　’以後ウェネツィアの作品について多くの研究Kかホニファー　　　　強く、ある形をコピーした際の特徴を示している　しかし同鴫にホニ
チョやその［bJとの閃連を、忍めてきた1sしたかって、いまたホニフ　　　　ファーチョの晩年のlfl品に特徴的な色彩や構成も見せているたと
アーチョの「昼式」か硝定していなかった1　9．　28　｛1の段階て、本f］品　　　　えは、トロテアや大人使ラファエルの赤い鼻の描きノJはホニファー
かハリス・ホルトンに帰属されていたことは山してイ・思議てはない　　　　チョ晩fLのイtl品の寓意llhl、愛の凱旋♪や（貞淑の凱旋q547－50、
またホニファーチョσ）1530年代のfl品にはハルマ・イル・ウェノキオ　　　　ウィーンX術史美術館）と共通した描きカと言える，，11・こうした特徴
の影習か顕著て、川に聖’り」t・像などに見られるふくよかなJI：il：tマリ　　　　を踏まえると、本竹品はボニファーチョ自身の手により制1／されたと
アの谷貌はハルマに人きく預かるものと，；える　本作品の聖トロテ　　　　いうよりも、むしろホニファーチョの形態と色彩を熟知していたIJノ∫
アとウェネツィアのf］品に描かれている聖カタリナの頬似は顕著で　　　　の1由1家が、ホニファーチョの晩年もしくは没後に、ホニファー
ある　・ノJ、1553｛「以降、すなわちホニファーチョ没後に描かれたと　　　　チョの丁法を踏まえてホストンウァーション以前に本イ／品を制イ1した
考えられる作品かイfイ1する・力で、ハリス・ホルトンの初期f1品もホ　　　　と考えるノ」が自然である　事実、ホニファーチョの様人と構図を引き
ニファー一チョの影響を引きすっているそのため、現イ1でもパルマ・　　　継いだ聖家族と聖人群像のi’；（1像は、ヤコポ・ハソサーノ、アントニオ・
イル・ウェノキオとホニファーチョ、あるいはアントーニオ・パルマらの　　　　パルマらも残しているll1，1現イ1のところIE碓な1／者名を鞘定するこ
あいたのfil品帰属か議，1‘9されている1“木f1品0）↓｛’i　l：Jマリアの容　　　　とはできないものの、1530イ1代の名残を残す1550イ｝代初め頃のイ1
貌は、唇か薄く、比較的顎も細く、明らかにハルマの強い影響からは　　　　品とf川♂iづけることができよう　　　　　　　　　　　｛高梨光［D
脱している　　・方て幼い洗礼者聖ヨハネの姿は、ウィーン丈術史美
術館所蔵のハリス・ホルトンのクヒドの弓を取りあけるマルス　　　　　t，1
・1；・・－1，・1　，1・にtl・i、かれているクピトと姿が致する，tll．はVl　ilに値　1｝晋（）ぱ1，lhl㌶，qllll蹴1、；1漂；：、：1漂。2illifl，’；1〈1
＿｝＿プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S｜monetta　S　lmonettl　Pt　oh／θd’Bomfa（lo　de　Pitat’　Sdggl　e　Inelnorle　dl
9　へ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～t〈）lld　delr（ute　～ol　l5　198（）　pp　83－1‘シ1
　しかしながら、本イil品にはホニファーチョの・連のイfl品に共通し　　　　2［S｜mollettl　oρ　ctt，pp　86，　8g
て見られる特徴をはっきりと認めることができる聖け、幼児キリスト、　　　3）Gustd、　Ludwig　Bonifa：i・dl　I’itati　da　V’er・ll（1ε’η（・〔〃（／］it・alis（／le
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　L…tet　su（hung」J・hibuch　det　K・nigl・h　Pieussische・Kしln・t・dmmkmgel〕
1？iトロテアは明らかにホニファーチョの造形亘、，llとして、定人化した　　　　　lgOI　XXII　pp　6L78180．200　XX川pp　36．〔，6
形を見せているたとえは、トロテアは、1537イ1頃σ）1］とされるカンホ　　　　P・Simonc｝ttl（，ρ（it　P　8b
5）Cdllo　Ridolfi、↓7rロd／Bθt～lt（1（1（ノVetone～e　in　Le〃lelat　ig〃（・（de〃θ，～（J　ot　t　e，o　　　　　been　thl〔〕ugh　the　art　market　se、eidl　tlmes．　One　wax　seal　remalnlng　on
　　　；㌣1㌶；ρ；；1；；（；雀”°～’θ’°θ648／a…dl　G　Ved°⊇1°tla　2　・he　ba・k　d・plc・・aneagl・headw1・h・c・・）w・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　work　lg　ln　good　con〔ilhon　oyerall　The　orlglnal　can～a～has　been
　bl　Anon　Sale　ChlLstlc）．s　London、10Jul、　1987　10t　108　ds　Athlbuted　to
　　　B（川f。u。　d。　Plt。n，5al。，　Ch。、he、L。。d。。31　M。、199川。B7　　　　1・dck・d・・ith　1・nen　b・・k・ng　attached　with・w・ter－ba・ed　glue　Theie　is
7・R・d・lh，・ρ・’・1，・P・179、　CI・w＆C。、。lca、ell。　A・HI、t。，、。／Pcl、1，・u，9・t“N。，〃］　s°me　let°uching　Nisible　in　the　pdinting　b・t　the・P…al・・1・r・・1・ed　by
　　　／／（ぬLondon　1871，II　p　19hd、4〃’∫’oハof　PamtingJ’〃Vot〃～〃〔ノ∧2nd　　　　　the　mld　l6th　centul3　Venetidn　．schoohemam　in　splendid　form
　　　ed　Tancred　Boten］us（ed）3xoll　London　lgl2、ol　lll　p　38b　　　　　　　　　　　Thls　pdlntmg　was　attllbuted　to　PdlIs　B〔）rdon　ln　l928　when　lt　went　on
8）Ph山p　Rv　lands　Palm〔ノ～／Wα1～’o／θρρノσcomρ／ρ’σMilcmo　l988　p296　　　　　sale　dnd　lt　was　on1、　aftel　l981　that　the　woik　was　conneded　wlth
　　　A69　id，　Pa／Jη゜Ve（　d”θ’Cdmb「ldge－N・w　Y・tk　1992　p　3°6　　　　B・nlfac・・1・1981　th・w。，k　w、，、1，，ulb。d。、　by　B。n、f。u。’、　ha。d，　dnd
9）Luigd　V・「t・v・・P・・hto　d’・4〃’θ・〃・P（”・…　’A・tlchlta　Vlv・anll・・XXIV・5－　　them。　lf）87　the　a，tlst．、N。，1、st。、i　d、　Attrlb。ted　t。　B。nlfac1。…
　　　（）、1gsr），　pp　21－32
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hovvever　as　noted　above，　theie　wds　conslderable　confuslon　about
I°）麗＝＝P‘1ノ’～Bθtd°n，　c°n　p「efazl（）ne　di　R　Pallucdhini　B（）・lf・u・…1…aph，　a・d・e－・hl・he　ea・1y…hce・輌Thし1s
lDSImonettl　nos　2036　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　st｝h～tlc　anal｝sls　has　led　t（）d⊂onfuslon　ot　attnbutlons　wlth　works
　12）Slmol］ettt　no　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、aHou～1、　attr｜buted　to　Bonifacio　Pdlma　IIVecchio　and　Pans　Bordon　ln
B）Slm。。etn。。37　　　　　　　　　　　　　　fact　the　confusi・・b・t…ee・th・・ty1・s・f　B・nlfac1…dP・lm・w・・
lPSIm。。ettl　n。38　　　　　　　　　　　　　・1…d・　・ppaie・t　・n　the　17th　ce・・tulty　A　w・｝k・・nsistently・ttrlb・t・d　t・
15）Slm。。e，tl　n。35．　P＿、，＿，、　B，e，。，，u。／＿、。t。　Mlld。。199。　Palma　dftei　Rid・Ifl　s（・mme　1・　ts　the”・1・　F・m・∧ω’”1　St　M・・ry
　　　PP　70－71，no　32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vf（～gd‘ilene（ノnd　Cathe〃ne　ot　A／（）・Ycl〃d〃‘11n　the　chlesa　dl　Santd　Stefano
10Slmonett］，　noA24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wa．s　f111dlly　mentloned　a～Bonifauo’s　works　ln　I8717）Later　many
l7｝S・theby’s，　Oid　iVlastet　／’aint’ng．s　and　Dt・ω・・gs　11・ρ・ttant　O／d姻臼　　tesedtchei．s　dl～ce’ned　the　c°III｜e・tl・n　b・tweerl　B・nlfac1・and　hl∬t・dl・
　　　f’（lli～ttng」～Aucnon　Cdtdl（，gue，15　jdnuaiy　l993、　New　York　lot　1〔｝　　　　　　　　　and　xalIou～Venetldn、～ork～＼Thus　It　l～Ilot　at　all　strange　thdt　thls　work
l8）Slmonettl　nos　6263　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、～ds　dthlbしited　to　Paris　Bordon　m　l928　when　Bonifacio’s　style　had　yet　to
l9）F｝dnz　VVIckhoff　4u～‘∫et　LVeikstatt　Bon’fa：t〔ハJdhibuch　de｝　　　　be　tull、　confi！med　Fui’thei　Pdlma　Ll　Vecch［o「s　Influence　ls　sttiklng　m
　　　kun．sthigtori　g．　chen　Sammkmgen　de．s　dlleihochsten　Kdl～eihau～es　　　　　B（川lfdCIO’s　M）rk～tloM　the　B30～ln　paiticular　the　plump－faced
　　　v°D剛1903PP87－1（）柄寸゜’a°ρ百りP21’22　　　　　M・d・・mds　l・h，、　M。d。ma　d。d　Child　paintlng、1。，g。ly，ef。，　b。ck，。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Palmd　The　lmage　of　St　Doroth＞mthe　NMWA　work　and　that　of　St
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Catheiine　m　the　Venlce　pdmtlllg　are　strikingly　slmllar　On　the　other
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hdnd　theie　a｝e　gome　works　that　dre　thought　to　be　by　Bonifdcio　but
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　date　ftom　afte）1553，　l　e　after　hls　death　Also　Bonlfaclo　lnfluenced　Parls
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Boldoll　s　ediIN　wc）iks　Ag　a　result，　dttnbutions　are　still　debated　between
Intoimdtlon　on　the　artl．st　of　thl～work　B（）nlfaclo　de’Pitati　kn（）N～n　as　ll　　　　Pdlma　l［y／e⊂chlo　Bonitauo　dnd　Antonio　Pa［ma　m　However　the　face　of
Bonifdcio　Veronese，　was．　ln　an　extremely　confused　state　untll　the　　　　　the　Madonna　In　the　NMWA～～ork　ha～thln　Iips　and　a　relatively　narrow
～econd　half　of　the　20th　centul｝Because　Vasan　mlstdkenl｝mentloned　　　　Jd“thu～le、eallng　that　b＞the　nme　of　thls　NMWA　pamtmg　Bomfaclo
ths　artst　as“Bomfazlo　plttore、lmzlano　fot　a　long　nme　he　wag　knoN～n　　　　　hdd　ah・ead、　freed　hlm～elt　fl　oM　the　gttong．　formal　lnfluence　of　Pa｜ma　ll
d～Bonlfazlo　Veronese　Westphal　wrote　the　hrst　monog．　raph　on　the　artist　　　　Vecchio　On　the　othe｝hand　the　fom　of　the　lnfant　John　the　Baptlst　ls
and　later，　Slmonettl’s　l986　pubhcanon　clarified　Bomfduo　s　ideiitity　and　　　　　the～dIne　ds　the　form　of　the　cupld　seen　ln　the　Mars　Taたing　Cuρ～d’～」Boω
corpus　and　organlzed　the　dlsdrray　of　lnformatlon　about　himい　　　　　ば550－60）b｝PaiisBoidon　III　theVlema　KunsthistorlshesMuseum　lo｝
Accoiding　to　Slmoneth　Bomfauo　was　born　In　Verond　ca　l487　and　　　　　　ln　addition　a～peclfl〔set　of　shdted　fedtures　can　be　noted　between
dled　m　Venlce　In　155：3山Howe、er　up　through　the　19th　centu】31t　was　　　　　the　NMVvAwo｝k　and　a　selles　of　woi　ks　by　Bonlfaao　CIearly　the
thought　that　thete　had　been　three　different　artlsts　ndmed　Bo川ldclo　and　　　　Madolmd　Infant　Chlls．　t　dnd　St　Doroth、　dre　standardlzed　folM～from
bom　m　Verona　and　there　wa～confused　analysls　ab（川t　thelr　lespectl、e　　　　　Bomfaclo　s　t（）rmal　Nocabula｝i　For　example，　Dorothy　recalls　the．side
pdlnting　sty　les　and　periods　of　creation　ln　1901　Gusta、　Ludwig　orgdnized　　　　　N　lew　of　the　pra｝lng　woman　IIコthe　llght　foreground　of　the」Pre（／icazione　di
the　do⊂umentary　evidence　availab］e，　and　clarlfled　that　Bonifauo　v～as　　　　∫‘～ntAノ～to／1／θda　Pa（了oむロln　the　Sdntuan〔）della　Noce　ln　Cdmposanplero
related　to　the　de’Pltatl　famlly　known　to　have　been　dctl、emVerona　　　　　thought　to　hayebeen　made（d　1537　Fしnther　the　flgules．　of　Jogeph　dnd
from　the　l5th　century　onwardg　Thls　dtscovery　forrned　the　lmage　we　　　　　the　Madonna　iegemble　thoge　geen　ln　the　Wadonno　and　Cht／d　tv～〃1　Salnt～
have　of　Bonifacio　today｛‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Baiわθna　and　O／nobotio　slgned　and　ddted　to　l5331n　the　Gallerle
　　Bonifacio　studied　pa］ntmg　under　his　father　Marco　who　wag　a　paintei　　　　dell　Accademla　Vem（ell　The　NMWA　Madonna　also　resembles　a
ln　Verona　at　the　tlme，　and　l～thought　to　have　mo、ed　to　Venlce　wlth　hls　　　　reveiged　lmage　of　the　Madonnd　m　the　，Vladonna　andαhild　i〃G／oiy　Lpt〃7
fdmlly　around　l5051）The　flrst　record　of　Bonlfaclosname　ln　Vemce　　　　∫t94わわot　Vlauio　and　4gne～（15《3－35）11｜the　chlesa　delrImmacolata　ln
occuired　m　l528　and　lt　seem～that　he　was　aheady　known　ds　a　palntet　　　　Pddo、d］2　The　lntant　St　Johr】the　Bdpnst　Is　a　ieNersed　lmage　of　the
b）vthat　date　Bonitacio’s　maln　work　was　created　ln　l533，　the　Madonna　　　　　cential　lnfant　ln　the　Caduta（fe〃θtnannaρdelle　coturntcl（Fondazione
de／Scltto17　The　style　of　thls　work　ls　slmllar　to　that　of　Pdlma　ll　Vecchlo，　　　　Gioigio　Clnl　l539－40）and　the　same　form　as　the　Cupld　ln　Parls
and　lt　has　been　posited　that　Bomfaclo　may　have　studied　m　Pdlma’s　　　　Botdon“～Mors　Takes　Cuρlcl　s　Boα）（1550－60）mentloned　above　B）
gtudio　dfter　his　arrival　ln　Venlce　FurtheL　Bonlfaclo　ls　known　to　have　　　　Toblds　dlso　resembles　the　kneellng　youth　to　the　left　of　Chrlst　ln　the
hdd　do～e　lnteractlons　wlth　the　palnters　actlve　ln　Venlce　at　the　nrne　　　　　’Vu／～〃ρ／’（θコα～e　de～ρoη’ede～ρe．s（∫（1539－40）also　ln　the　Fonddzlone
such　a～Tltlan　Lorenzo　Lotto　lacopo　Bassano　and　the　humdnist　Pleho　　　　　Glorglo　Clm｜l　The　particuldi　facial　features　of　the　Infant　Christ
Aretmo　In　partlculaL　lt　ls　known　that　Bassano　studled　undei　Bonlfaclo　　　　　resemble　those　of　the　chlld　on　the　far　left　m　the　Ceno∫η五｝ηrηau～ln　the
from　the　end　of　the　l520g　through　the　l530sス）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plnacoleca　dl　Breta．　M［lan　thought　to　have　been　painted　m　l535－361r）
　　Durlng　the　lattei　half　of　the　l520s　and　the　1530s　Bonlfdclo　recel、ed　　　　　Neithei　Westphal　nor　Slmonett］mentlon　thls　work　ln　partlcular，　and
commlgslons　from　the　Paldzzo　del　Camerlenghl　the　center　of　pohtical　　　　tt　ls　possible　that　lts　exlstence　wds　not　known　at　the　hlne　However
power　ln　Venlce　and　Ill　l538　from　the　commlttee　of　ten　He　tumed　　　　Slmonettl　was　aware　of　another　verslon　of　thls　composltlon　ln　the
・w・yf・・m　l・・ge　c・m・・）lsS．　1・1・・…1・the　l540・d・d　dled・・Od・b・l　lg　　M・・eum・fFl・e・A・・ts、　B・・t・・c・ll・ctl・・（lnv　N・26768）unt、1　1993，　b。t
l5；3　　　　　　　　　　　　　　　　　・h・dld・・t・・n・cl・de　lt　ln　th・c・・pus，　1］stlng　lt　ln，tead。，　an。ttrlb。t。d
　　The　plovenance　fol　the　NMWA　work　Is　not　completelv　known　An　　　　work｜い1　Ho“　eN　er　whlle　the　composlnon　of　the　Boston　work　ls
・w・e・’・　ndM・‘‘F　R　W・・t’1～wrlttem・pencll　ln　the　ce・t・t　l・ft・d9・・1・　　・9・e・hall・the・ame　a・th・NMWA　w・rk　th・palntlng　m。th。d，　u～ed・i。
lmi・9・am・・and　th・lam・u・M・｜・・C・tn…111sWe・t　lnh・・t・d・th・…t・・k　　the　laige　ang・I　J・h・and　th・M・d・nna　and　Chlld・・e　c・mpl。t。ly
h・mFRW・・t　H・w…t　・ln・e・ltw・・au・h・nedl・1928　th・・…kh・・　　d・ff・・ent　wlth　th・B・・t・m・・～1・n　ugm9・much・t…g・，。。tllne　f。IM
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than　the　NMWA　work．　Clearly　in　terms　of　quality　the　NMWA　work　is
superior．（Since　it　aPpeared　in　a　Sothebゾs　auction（．）n　Jan．15，1993、　the
whereabouts　of　the　Boston　work　are　unknown）．17！
　　As　noted　above、　stvlisticallv　the　NMWA　work　is　a　combinatioll　of　the
forms　seen　in　Bonifaci（．）qs　works　flJoM　the　late　l520s　throしlgh　l530s．　The
outhnes　on　the　figures　drawll　ill　l）rofile，　namely　Dorotlコy、　Tobias　and　the
Archangels　Raphael　and」ohn　are　all　extremely　strong．　and　are　a　feature
ol　sections　whel“e　a　form　has　been　copied．　Howevel’、　at　the　saine　time．
the　work　demonstrates　the　particular　palette　and　comPosition　f（．）und　in
Bomfacio’s　late｝．’ears．　For　example、　the　brし1sh　work　used　on　the　red
n〔．）se　of　Dorothy　and　the　Archangel　Raphael　call　also　be　seell　ill　the
depictive　techniques　used　in　Bonifacio’s　late　alleg（．）rical、～’orks、7）∫o〃五）
de〃1」iηθi’e　and　τ～’～01～／6〔7（～〃（l　Cclstitdl（1547－50．　Kunsthist（：｝riscl一les
Museum．～～．’ien）．1・s　／，　Given　these　characteristics．　this　Painting　cd’　n　be
ludged　to　be　n〔〕t　by　Bonifacio“s　oNNrll　hand、　but　rather　by　El　member　of
his　studi（：）who～～’as　weU　versed　in　Bonifacio’s　forms　and　palette．　and
pr（．）duced　either　in　B（．）llifa（．lio’s　l〔1te　years　or　after　his　death．　This　vvork
does，　naturally，　date　P｝’ior　to　the　Boston、『ersioI1．　which　is　based　on
BollifaciOs　metho（ls．［n　lact，　Jacob　Bassano　alld　Antonio　Palma　carried
on　BonifaciOs　sty’le　ol　cornpositiol．｜alld　his　icol1（）graphy　f（．）r　the　H〔｝ly
Family　and　saintly　gr（）ups．いWhile　n（）particular　nanコe　can　be　assigned
t（：）this　wol’k　at　t｝1is　time，　it　call　probably　be　dated　to　ca．　early　l550s　witl、
rernnallts　of　l53｛．）s　stvles，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔N｜itslllnasa　Takanash川
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　　386：Simonetti，　p．126，　n．A163．
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14）SimOlコetti、　no．38、
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191Franz、Vickhoff，．4　us∂（・プ　11．．セ〃～．s’t（ltt　Boiiit’a：．iθs、’“Jahrbllch　de［㊨
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　　XXIV．19〔｝：3、　pp，87－104：Vert（．）v（1、θρ．（’it．、　pp．21－22．
21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）．4．1965．p．57、　n（．）．Dl，and　p、164，　fi　g，．74：B．　Nic（．）lson、　Thr・〃〃（・t’rtCltiotla／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cθ）刀’－θ88（〕∫（μ（’．i7（：）i’er／1ρVlt、］979，　P．109；B．　Nico［son＆L，　Verto、’a，　C；（〃’at’〔厚留’s〃～〃～
シモン・ヴエ［1590－1649］に帰属　　　　　　　　　　L’～”）ρ‘’口91）o’v°u’P210’、「°Ul▼fig’750’
＼アレクサンドリアの聖カタリナ》
汕彩、カンヴ＝・ス
gs　x　775　Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シモン・ヴーエは1590年パリに生まれ1649年に同地で没したフラン
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スのlllii家である一彼は1612年から27年までイタリアに滞在し、1624年
Attnbuted　to　Simon　V（）uet［1590－1649］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’
Saint　Cctt／7ei“inρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にはローマのアッカデーミア・ディ・サン・ルーカの総裁となっている，
（．）ih川cam．a，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼はイタリアに来た後、初めはカラヴァッジズムに影響され、ヴァラン
㌫驚Cm　　　　　　　　　　　　タ・・ニコラ・レニェ・ニコラ・ト・ルニエらとともc・M時流行の岬・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対比の強い作品を描いてし・うが、1620年代に入うと、流行の変化と
畑、］iPr…c・・1tll1L’Ct：0・the・・t　m・lrk・t　in　Lucerne　in　19L？ll　as　D・mel〕i・・Fetti；with　　　ともに次第にボローニャ派、特にグエルチーノとグイド・レー二の様
James　GI’aham　tll］d　Sons．　New　York．195・11with　Victor　Spark．　New　Y（）rk、1971；An〔’｝n．　　　　　　　　　　　　　．
S・1・．S・theby’・．　N・w　Y…k．15」allua［y　l987，1・t．87’［　Sale　Chrig．　ti・’・、　L・lld・n、5July　　　式に引き寄せられるr中でも．女性の描？jlや明るい色彩はグイド・レー
10！）1」ot．6丁：Prix’ate　co］lecti・ll．」～．IParL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二の影響を如実に示している．しかしフランス帰国後は再び様式を
聖⊆［エニミ　Eshihiti‘⊃n：Ncw　YOrk．」dmes　Graham　and　S（．）Ils，　SCV（・（’tiOilS／｝’orlt（∫／）e（1～（・t”s
C’lt。i、・、・．11・｝5．1、　n、．）．2：Stin　Fr“nc〈’s、・。．　M、　H、　de　Y。ul〕g　Mem。rial。f　A［1、．1・1（、ti、．ノ、・st．　ancl　　　変え、フランスのアカデミスムを代表する画家となる．
1㍑’llll㍑！lllllll晋ぷ＝lllll∴㍑＝「1，㍑1㍑；、㍑，，！：1；1　細・、ll　は、当初ルツェルンの1・卵でドメニコ．フェ。ティ（1589．
（｛窟1｛㍑’；ll畠当㌶㍑i［；；II：1；、1㍑黒；l　c°11”gct　Park，　UniN’e「sity°1　1624・の制，としてあったものを、イタリアバ・。ク絵画1減のli∬学へ
文献［．it（、i’三ltUl・t、：Herma川I　V。SS．∫ルCθκ㈹ggρ∫たぽ｝加二e〃ρ。“Sim（m、ω“ぬ川d　　　ルマン・フォスが初めてシモン・ヴーエの作品として紹介し、その後
ll：㍑㍑忽蕊；1；蹴漂㌫島鵬、瓢蕊；1；ll鞠1鮒、（lll；1；　欄1はニューヨーク1・渡り、グラハム・アンド・サンズ｜・1廊からヴィク
繊漂；㌫溜万慧ぷ㍑隠㌶：蒜㍊；1㍑蒜；㍑㍑1　タースパークのコレクシ・ンに人っt・・，：グラハム・アンド・サンズにあ
／ハ・、bθ〔コr〃し4〃～eがビo．　in∫〃κノ∫（～∫〃～〃～ρん〃∫’oハ・o／，4）ノ‘∫（～‘ガ（Y，／（・d∫θ1・S”i／〃〔～∫〃∫〃’〔／（ノ　1959、
1－i297：W，　R．　Crel［y、　Th（．　／？aintiii，g」　ot’　SirJiθh　L・otiet，　lg62．　pp．31　and　l85、　nc口1：G．　　　る際にテユイリエやダルジャン、そしてクレリーらが本作品について
Dargent＆．］．　Thuillie「．∫itコlorl　N　btiet（・tl／ta／i（／’．’Saggi　e　Mem（．）rie　di　st（．）ria　delrarte”．
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口及しているIl（Voss　l921　p　64　Crelly　1962　pp　31185　no　81　　　fによるイ’1品とすることに疑問を呈したダルジャン、テユイリエらの、
Ddigent＆Thuilliei　l965　pp　57　and　164）またスパーク・コレク　　　　ウーエの1引llj家としての1「1」断をある不Y度尊重せさるをえない
ション川代になってから、ヘネティクト・ニコルソンはしめさまざまな研　　　　仮にウーエの作品として判断される場合には、木作品の肖像的
究者かイくf1品を検分している　史際のところ、ニコルソンのカタログ　　　　要素の強さと背景地の色味から、シェノヴァのシェズ聖堂のために
てはその状態の忠さか記迩されている12（Nlcholson－VertoNa　　　制作された”裸刑図》（1622）の近くにおくことができるかもしれない
1990xollp210　その後IJL　（iの所イ川に渡った　　　　　　　　　　　このイ’1品はジェノヴァ滞イ1中にジャコモ・ラソジかられ文され、ローマ
　本f］品は蜜蝋によるしっかりとした？t｝jちか施されており、現状と　　　　に戻った後に制竹されシェノウァに送られたものである　ウーエは
しては⊥ヒ較的安定した）V，　rL§を糸ll引している　背景地には過洗浄に　　　　ジェノヴァを剖れる11‘1前1621年91」初めには、同地のドーリア家から
よると考えられる．1’，　1の絵只層の損1易か見られる　また川1向ノ1中火　　　　肖f象を描くように依頼されており、「彼らの親切が心に作川して、とう
トにはかき裂きを仙修した痕跡かある　しかし、顔部分を含めた1　　　　にも嫌とは，，えす、数日留まるつもりである」とカソシアーノ・タル・ポノ
‘麦、、1；分には人きな損傷はなく、むしろJl常に良い状態を保っている　　　　　ツォにi｝1き送っているlh（Bottari＝Tlcozzl　l822，　vol　I，　p　333）この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll占の肖像画制伯と本イ午品との閃連を示す、，IL拠は全くないため、山者
本f／品は11．llllを向き、毅然とした視線をしっかりと定めこちらを見つ　　　　をilll接結ぴつけることはここてはできないが、当初トメニコ・フェノ
める女ηのrヨい‘ノちを細かに描き起こしていることからΨカタリナに見　　　　ティに帰属された小作品のメランコリックな様式的特徴は決してこう
、’tてたある久’1’1の肖像であるll」＾能’1ノ｝か高い　背景は黒てはなく深　　　　した状況と必ずしも矛盾するものではない　そのため1624年頃に制
みのある茶を川い、ナ1，iひやかな艮飾を身につけ、また家1‘lkな衣装に　　　　イ／1イ1代がおかれていることも不思議ではないnT（LOnghl　l952，
剣を握っている　また背景との明暗の対⊥ヒをうまく川いなから透き通　　　　Mannmg　l959）また1617年にはりべ一ラやマッシモ・スタンツィオー
る肌を丈しく衣現している　その・ノJて、頭∴1；右1・の赤のリホンは　　　　ネなとナホリ派の画家たちとの接触も知られており、本作品の構図
」1常に強い勢いのある争致て　息に描き込まれている　クレリーは　　　　や微妙な背景色にその影響を認めることができるかもしれない
本11品をウーエのシェノウァll5代、すなわち1621f51」から10月にか　　　　　・ノJで、ダルシャンとテユイリエによってll∫能骨が指摘されたシモ
けてヴーエがシェノウァに滞在していたillに制f］されたll」能’目を指　　　　ンの弟オーハンのイ1品と比較した場合、たとえはポルドー丈術館の
摘した　クレリーはト・コノトとカルロ・シュセノベ・ラノティq780年）の　　　　《タヴィテとゴリアテ㌧（油彩、カンヴァスll75×895cm）には、はっ
ir己迩を根拠に、本作品とハラノツォ・ピアンコにあるとされた中カタリ　　　きりとしたカラウァソシスムの影響が見られ、シモンに較べて衣服の
ナを同・視した　　しかし、ハラノツーa・ピアンコの1’1品は現（1シェ　　　　衣現などに荒い争追いを，忍めることができる点など、ある不III度木竹
ノウァθ）個人蔵となっている署名イい1己のある中カタリナtであると考　　　　品と共通する要素が認められる実際オーハンはシモンとともにロー
えられている　そのためクレリーの説は残念ながら説行力を失い、　　　マにそJったことが知られている　しかしオーバンのイ／1品を実見検分
それとともに本イ／品の由来とそしてシモン・ウーエへの川属もイ・明　　　　していない段階で安易に糺論を出すことは許されない
なものとなったそしてテユイリエとタルシャンらによって、オーハン・　　　　小f］品にはシモン・ウー工自身の壬によると判断されるような、彼
ウーエか、あるいは1624年にローマにやってきた版画家クロート・メ　　　の川徴的な造形、1山を明瞭に認Ill曳することも、また裏イ・1けとなる史
ランのII」能Wが指摘された・ll（Daigent＆Thullher　l965、1）57）　　　　料も発見されていない　さらに研究者たちのあいだに意見の一致が
タルシャンとテユイリエは本1／品の尚い質を認めながら、女性の容　　　　見られず特にフランスの研究者から異論が出ている状況の中では、
貌や衣紋の衣現力法などがシモン木人の様式と異なることを指摘　　　　本作品をシモン・ヴー工本人のf一によるイil品として糸1，論づけること
し、オーハン・ウーエかウーエのイ午品をf同版｜lll｜に起こしていた版Vlli　　　は、現段階ではJl常に難しいと日わざるを得ないしたがって、イ］者
家クロート・メランであり得るというll」能」1’1を指摘している　‘ll実、シ　　　　については「シモン・ウーエに帰属」‘Attrlbuted　to　Slmon　V（）ueゼと
モンかローマ滞イ｛ill1622－24年にかけてllilJ作したサン・ロレンツォ・イ　　　　するのが現イ1最も妥’liであると，∫えよう・しかし、帰属に閃しては今
ン・ルチーナ聖堂の国IIフランチェスコの誘惑ζ11“フランチェスコの　　　　後さらに，∫G〈HIな｛θ1究か必要であるとはいえ、木作品の高い質につい
財J・Y放tA！　，，をVl了細に観察してみると、明らかに衣紋ム現の鞘徴か異　　　　ては矧究者か一柱に認めていることもよ］ピぶであり、今後さらに偵市
なることから、lllJし時期の同竹者のイil品と認めるには多くの困難か　　　　な調Wか必要である　　　　　　　　　　　　　　　（同梨光ID
f’i’う
　　一ノ∫でヘネティクト・ニコ1レソンによるカラウァノシェスキらの　　　L・］
カタ・ク中では噴してウーエのf］¶1として・己載されている・・　1）㌫1忠㍊：1㍑徽謬際㍑；㍑鵠部惚
1・N・c・1・・nl979199・）しかし・ニコルソンのZイ／において1よ・その　ll竿ll罐＝℃：｛、；1㍑隠鑑尉㍍，1蕊蒜㍑1コt↑
↑’1質1、アトリビューションのIL確さや的確さという八では緻密さを　　　　　1965　p　57　no　D8　and　p　l64　fig　7；
ク（くことか多いため・ニコ・レソ・（・絶棚に依拠することは1壁けるへ　2）1，㌫1～°n＆LVelt°’dα…～gsJi～∫7頑”°’e　l99°’°l　l　P21°’°I　H
きてある　小17品の状態を検／／♪すると背景部分に絵具層表山の化　　　　g）　Ciellx，ihi（／eη～
字変化の痕跡か1忍められるが、全体として人きな加筆か加えられて　　　　4）Daigent＆Thuillie「l　ibtcノ（’17］
いないテユイリエらか、｜紋をラε衣した1965　・珊・あっても状態　㌃∴；㍑〕L《；1，6＝；鵠（；‘鑑編1㍑8∫7∫19791’1°9B
か必ずしもよくなかったと考えられるものの、様式的な判断はu∫能な　　　　（・lBotta｝］＆Tlcozzl　Ra（（（，lt（i・di　tett（・t・（），　Milano　182L／’、　・vol　1，　p、33　3
臆であったと欄されるしたカ・ってオーハ・端・・隊ク・一ド・ 　7）畏鵠1㍑1；：；監ぽ，跳～1裟設溜蒜d9。聯蒜1t
メランへの帰属が妥当かどうかの判断は別としても、シモン自身の　　　　Pairitinss」～～ハL’・tl（’t　tri　Atneitca　in　Stud’e～lrl”～ρぴ’‘）’、・f　Att　d（〕cli（・Ctt（・d　t力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；i　tt　lli　（iiηSUI（1θ、1959，　P　297
2s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　la｝elsof　the　backgiound　area、　but　othenvise　there　aleno　MdJOI　drea．s　of
Slmon　Vouet　was　d　French　palntel　wh（）wds　born　ln　Pdl1．s　ln　1590　and　　　　repamtlng　While　the　condltion　of　the　pamtlng　wds　not　verp　good　whell
dled　m　the　same　clt＞”ln　l649　Vouet　lived　ln　ltal｝floM　1612　thiough　　　　　Thuilhei　wlote　hls　pdpe川n　l9651t　can　be　surmised　that　lt　wds　ln　good
l627　and　was　nolnlnated　to　Pnnce”〔）f　the　Accademla　dl　San　Luca　m　　　　　enough　condltlon　to　analyze　the　work　styllstlcally　The｝efore　e、en　lfwe
1624Aftei　arr］wng　m　ltal｝he～～as　influenced　b＞CdldvdggLSm　and　　　　　set　asl（ie　the　questlon　of　the　dpplopnatenegs　of　attributt（）n　to　Aubln　ol
along　wlth　hls　fellow　palntels　Valentme，　Nicolas　Regniet　and　Nicola．s　　　　　the　pHntmaker　Claude　Mellan、　we　must　glve　welght　to　the］udgment　of
Tourmer　he　credted　works　known　tor　theii　shaip，　contra．stlng　llght　and　　　　　Daigent　and　Thu曲er　both　Vouet．specialists　who　ralse　questlons　about
ddrk　tones　With　the　beginmrng　of　the　l620～the　trends　begdn　to　chdnge　　　　whethei　the　“rork　gs　actually　by　Simon
dnd　Vouetsstyle　shifted　towaid　the　st｝1es　of　the　Bologne～e　palnter．s　　　　　　If　we　were　to　temporaiil｝asslgn　the　work　to　Vouet　the　highly
partlculdrly　those　of　Guerclno　and　Guldo　Rem　The　influence　ot　Guldo　　　　　poltrdlt－Ilke　quallty　of　this　woik　and　lts　background　palette　dll　suggest
Renl　ls　particulail＞dl）pdrent　ln　Vouet　s　depictlons　of　women　and　his　　　　　thdt　lいs　close　to　the　C’uclカLX’tOt7（1622）cleated　for　the　chlesd　dl　Gesしl　m
brlght　palette　Howe、er　after　Vouet　returned　to　France、　hrs　st｝le　　　　Gellua　Giacomo　Raggi　commissioned　the　Ci’u（ih．x　ion　when　Slmon　was
chdnged　once　agaln　and　he　became　a　maJor　proponent　ol　Academism　　　　　m　Genua　The　work　was　created　aftel　Slmon　retumed　to　Rome　and　was
mFrance　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sent　on　from　Rome　to　Genua　Starnng　m　Septembei　l621，immediately
　　Thi～work　was　flrst　oll　the　dlt　mdiket　ln　d　Luceme　galjery　undei　the　　　　before　leaung　Genua　Slmon　wa．s　commissioned　to　palnt　portrarts　for
name　of　Domenlco　Fetti（1589－1624）and　lt　was　Hermann　Voss　the　　　　the　Dona　famlly　of　Genua　Cassldno　dal　Pozzo　wrote＞＞m　hanno　pregato
specialist　on　ltallan　Baioque　palntlng、　who　flrst　dttnbuted　the　woik　to　　　　　afal　qualche　lo［＝slgnorl　Dorld］｝］tratto　cl6　che　lnfln　ola　non　avevo
Vouet　The　palntlnsl　later　ti　aN　eled　to　Ne、～York，　and　It　enteied　the　Vlctol　　　　voluto　fale　ln　conto　dlcuno　ma　le　Ioro　coltesle　appresso　dl　me　hanno
Spark　collection　flom　the　Giaham　and　Son．s　Galler｝Dullng　Its　tlme　at　　　　opelato⊂he　non　h（）potuto　dn　d］no　dl　I一namelache　Ml　tratterl6ancora
the　Glaham　and　Son．s　GdlletN　Thurlliei　Dargent　and　Gel｝y　mennoned　　　　　pel　qual⊂he　gl10110　1　Becdus．etheie　ls　absolutely　no　ploof　of　a
the　workいDurlng　lt．s　yeal～mthe　Spark⊂ollection、　Narlous　scholais、　　　　connectlon　betvveen　thls　peiiod　ot　poMalt　l）ioductlon　and　the　NMWA
lncludll〕g　Benedlct　Nico｜soll　had　a　chance　to　exalnme　the　palntlng　ln　　　　　pamtlng　a　direct⊂onnechon　ca［mot　be　stdted　And＞et　the　melancholic
fact　Nicolgon　commented　on　the　bad　state　of　the　pamtlng　21The　　　　st＞le　featしiies　of　th！～wolkoiiginally　attnbuted　to　Domenicc）Fettl　are　not
palntlng　then　pd．s．sed　to　ltg　fmal　pltxdte　collector　pl’101　t（）entenng　the　　　　　　　（－ompletel、　lnconsl．stent　wlth　thls　sltuatlon　Hence，　lt　ls　not　s白dnge　for
NMVv’A　collectlon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thls　work　to　be　datedしa　l624　TI　Furthel　lt　Is　known　that　In　l617Slmon
　　Thls　palntlng　ha．s　been　tiTmlx　ba⊂ked、～lth　bees“　ax　dnd　thus　lts　　　　　Vouet　had　contact　wlth　the　Neapolitan　palnters　such　as　R】bera　and
currel／t　condlti（）n　LS　ieldtiNels，　stal〕le　Theie　d｝e～ectlc）ns　of　pamt　layer　　　　Massimo　Stanzlone　and　so　lt　ls　possible　to　discetn　such　Neapolltan
damage　ln　backgtound　areds　th（）／1gh亡t（）haxebeen　created　b｝　　　　mfluence　ln　the　composltlon　of　the　woikand　lt～．subtle　bdckground
overzedlous　cledmng　The　centel　loN～el　lett　sectlon　of　the（．omposltlon　　　　　　　coloration
has　trace．s　of　a　iestoied　teal　of　the　cdllxds　Ho、、e、er，　there　ls　no　maJol　　　　　　On　the　othei　hand　thls　woikcan　also　be　compared　to　the　works　of
ddmdge　to　the　fdce　and　othei　pnnupal　aled～of　the　compogltl（）1コ，　which　　　　　Aubln，　Slmon’s　younger　brother，　the　altlst　lndlcated　as　a　posslblllty　by
are　m　exh　emely　good　Londitton　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ddrgent　and　Thulllier　Foi　example、　the　Davtd　and　Go1～ath　ln　the　Mu．s6e
　　lt　ls　hlghly　llkely　that　thls　l～apo山d▲t　of　d　．speclflc　wolnamn　the　gulge　　　　　des　Beaux－arts　de　Bo｝’deaux（oll　on　can、as、　l　l75x895cm）clearly
of　St　Cdtherlne，　wlth　hei　head　fdung　d”e⊂tl、　fotwald　d．s　she　gdzes　　　　　reveals　Caravagglst　influence，　and　hds　rougher　brush　strokes　m　the
steadlly　out（，f　the（omp（）sltlon　The　bdckgioしmd　uses　deep　bro～～n　　　　clothing　area　than　that　found　m　works　by　hls　brother　Slmon　These
rather　than　black　and　the　flgしiied　l～garbed　m　a　glitte川lg　lewehy　a　　　　elements　are、　to　a　deglee　shaied　wlth　the　NMWA　palntmg　lt　ls　dls（）
splendid　gdlment，　and　wlelds　a　sv、old　The　artlst　hag　effect］Nely　used　　　　　known　thdt　Aubln　dccompar］led　Slmon　to　Rome　However，　wlthout　an
llght　dnd　shadow　ln　the　bdLkground　w・hlie　still　expres　f　lng　the　flgule～　　　　　exam1ndtlol／of　Aubin　s　work．s，　no　ea～v　conclusion　can　be　iedched　on
skln　as　t｝ansparentl｝beautiful　Conxeisel｝・、the　red　iibbon　on　the　lowei　　　　thls　matter
nght　of　the　head　was　diawn　v、1th　one　extiemelx　x，lgorous　brush　stroke　　　　　　　There　Is　neithei　clear　evidence　of　Slmoll　s　dlstlnctlve　formal
Clelly　suggests　thdt　this　work　dates　from　Vouet　s　Genua　perlod，　ln　othei　　　　vocabulaiy　m　the　woik　nol　ls　there　documentary　evidence　to　back　up
words　from　May　through　October　l621　when　Vouet　wds　staylng　ln　　　　an　attrlbし1tlon　to　Slmon　Fuither　the　scholars　cannot　agree　on　the
Genua　Based　on　comments　b｝De　Cotte　and　Carlo　Gulseppe　Ratti　　　　attnbution　wlth　paiticuldrly　divergent　arguments　comlng　fr（）ln　French
（1780）Crelly　identifies　thlg　work　ag　the　St　Catherlne　lmage　that　wdg　　　　gcholars　on　the　subject　Therefore，1t　lg　extremely　difficult　to　asslgn　thlg
sald　to　have　been　at　the　Pdlazzo　Bianco　l‘However　lt　ls　now　thought　　　　work　to　Slmon　s　own　hdnd　and　this　work　ls　best　left　as‘Attributed　to
that　the　Palazzo　Blanco　y～ork　ls　a　dated　and　slgned　lmage　of　St　　　　　SlmonVouet’atthisstage
Cather］ne　now　ln　a　pllxate　collecnon　m　Genua　Therefore　　　　　　HoweNet　furthei　detdlled　study　of　thls　attubution　questlon　remam～
unfoltunate］y　Crell｝stheoi｝does　not　seem　convlnclng　and　the　　　　for　futllre　work，　and　such　stlld｝is　certainly　warranted　by　the　fact　that　all
attrlbuUon　of　the　pdlntll／g　ls　not｝et　celtdllコThuilhei　and　Da｝gent　　　　scholais　firml｝dgree　on　the　high　qualitS　of　the　work（Mlt～umdsd　Takandshi）
suggest　the　posslblllt、　of　either　Aubln　Voし1et　ol　Claude　Mellon　a
printmaker　who　arnyed　ln　Rome　ln　l624　b　WhLle　asselnng　the　hlgh
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Notes
quallty　of　thls　work、　Thuilliei　and　Dargent　mdlcate　that　the　facidl
・ea・・le・…he　w・man　and　the　ha・d・ing・f・h・drapery　diffei　f・・m・h・　1）聯激認＝1繍認㌫e’留＝繍隠、1㍗、，漂
st＞　le　of　Slmon　Vouet　himself　and　hence　suggest　the　posslblllty　that　lt　　　　　Crelly　T／ie　Pamting　ot　Sun（）n　V（）uet、1962　pp　31，185　no　81　G　Dargent＆
could　be　by　Aubln　Vouet　ol　the　prlnt　mdker　Mellan　who　transfolmed　　　　　　J　Thuillier　Slmonレbuet　en　ftalie‘Saggl　e　Memorle　d！　・stona　dell　drte　4
Slm。。　V。uet・s　w。rks　mt。　eng，avlng．f。rm　l。　fact　ex。mmatl。。。f，he　　l965　p　57　n°D8　and　P　164　fig　74
d・tall・・f　Th・・Te1・ρt（lt・…fSt輪（，∫a、d・Th。・Cl。〃，，。9。fSt・Fi。。（，～1n　　2）BNI吐゜n＆LVe「t°’・（「・・a・‘・ggls・71・E・’・ρ・】990…llp210…1
…flrmlng・h・w・・k・・by・h・・amea・tls・durlng・h・・am・pe・・d　　51嵩＝T、駕惚＝α1＝号ぽ：罐鴇1979・pl°9・B
°nthe°the’　hdnd　Benedict　Nic°ls°mef日s　t？the　w（）lk　d by　V（）uet　G）B・ttarl＆Tlc・zz・・R・・c・〃・d、・1，tt。，e，Mllan。，1822，，。I　I，　P　333
th「°ugh°ut　hls　catd1（’9ue°n　the　Ca｛a’　ag　g．　esc　hl　）’　H－e・Nlc・ls・・’・　7・R。b。rt。　L。nghl　R。、lew。・C。卿9，＿⊇・』1、・n’，　“・。，dg。。e
book　ls　lacklng　ln　detall　ln　such　questlon．s　as　the　approprlateness　ol　　　　　　anno川一n33／gettemb｝e　l952　p　5311925，　R　Mannlng，∫ome　lmρoitar～t
ac⊂urdcy　of　the　dttnbunon　m　terms　of　th　e、～oiksqualities　and　thus　　　　　　Paint～η95／ハ1（）uet／n　Ame〃co　in・Stud’es∫ul～ノle〃llstoity　oん4it　dedicated　to
absolute　iehance　on　Nlcol～on　Is　to　be　a、o］ded　E×ammanon　of　the　　　　　　SL7”iatη　Sutdとi・195g　P　297
cond由on　of　thls　woik　iex　edls　trace．s　of　chemicdl　change～ln　the　pamt
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一一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品にも共通する表現形式である。要するに、ストックホルムやロ
ヤーコプ・ヨルダーンス［1593．1678］　　　　　　　　　　　　　　ンドン作品を媒体として・本作品とルーベンス作品は少なからぬ関係
《聖家族》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を見せることになるのである。上記したように、本作品と深い関わり
1620年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をもつサウサンプトン作品は、ルーベンスが所有していた可能性が
樵㍍アス　　　　　　　　　　高い，サウサ・プトン作品は、ヨルダーンスが自分の家族をモデル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に聖家族を描き、しかも、そこにルーベンスの作品に対するオマー
Jacob　Jordaens［1593－1678］　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュの気持ちをも込めながらルーベンスに献呈した作品であったの
Ho！y」Fami！y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かもしれない。
言｝ぽ＿、　　　　　　　　　　　作品曝打ちされており、現，1犬は安定している．しかし、この裏‡丁
1！㌫cm　　　　　　　　　　　　ち作業によるものと思われるが・画面全体が平板になったEr」象は否
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めない，もともとヨルダーンスは絵具の厚塗りをする画家ではない
来歴Pr・venance・lshiz・ka　C・llecti・n・T・ky・・　　　　　　　　　　　　　　が、本作品のとりわけ聖．母の赤い服の部分はかなり平板な印象を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受ける，，サウサンプトン作品と比較すれば、本作品にはやや鈍重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な印象がある，幼子の金髪の巻き毛などの表現にやや勢いとか
ヨルダーンス初期から中期にかけての作品．宗教主題ではあるが、　　　溌刺とした感じに欠けるうらみがあるように思われるのは、裏打ちに
母と子に強い照明が当てられ、ヨセブをも含む3人の人物だけで構成　　　　よるこのような平板化が影響を与えている可能性があるかもしれ
される画面は、この作品に家族肖像のような雰囲気を与えている、、　　　ない＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幸福輝）
実際、多くの研究者は、幼子イエスのモデルとなったのは1625年生
まれのヨルダーンスの息子であるヤーコフ：あるいは、1617年生まれ　　　　註
の娘エリザベートであろうと考えてきた，・臼1ヨルダーンスが、いわゆ　　　D現在も・モデルの同定1こ関しては両論があるttそして・モデルの同定によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てこの作品の制作年fkも変化する。長男がモデルであると考える研究者は、
る「見立て肖像」を意図したとまで考える必要はないだろうが・画家　　　　　この1乍品σ）制作年代を1628年頃としている．
が家族を意識しながら比較的自由に制作した一・種の「気楽さ」が、　　　2）サウサンプトン作品については、次を参照せよ．Kristin　Belkin／Fiona
この儒にある種の親近感とか」働≧んだと考えるのは問　獺1蒜鵠砲輌力e〃s°sC°tlect°”，　Rubenshuis〃Rubenianum’
違ってはいないだろう、描かれる3人の人物が、ともにこの絵の鑑賞
者に視線を投げかけていることもこの作品の肖像画性を強めてい
る。．本作品には、ほぼ同じ構図をもつ作品が2点あることが知られて
いる．ひとつは現在イギリスのサウサンプトンで、他はフランクフルト
である．・1112）この両者はともに板絵であり、また、本作品よりややサイ　　　This　work　dates　from　Jordaens’early　to　middle　period・While　the　work
ズが小さい。本作品のイエスに見られる珊瑚のネックレスはフランク　　　dePicts　a「eligiou；subject’the　st「ong　lighting　of．the　Madonna　and　Child
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　composition　made　up　of　only　three　figures，　the　Holy　Family
フルト作品では削除され、サウサンプトン作品では、ネックレスは付け　　　　itself．　makes　the　work　appear　more　like　a　family　portrait　than　a　religious
ているが、先端の十字架が削除されている点で異なっている。また、　　　icon・In　fact、　many　art　historians　have　indicated　that　the　model　for　the
フランクフルト作品の幼子の右手には小鳥が見えるが、これは受難　　　Ch「ist　Child　was　Jo「da『ns’s　own　son，　Jacob’bo「n　in　i625i　o「his
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　daughter　Elizabeth　born　m　1617．i）While　Jordaens　probably　dld　not　go
を示1唆しているのだろう。なお、サウサンプトン作品のX線調査によ　　　　as　far　as　considering　accenting　the・portrait　historie，・or　portrait　of　a
れば、イエスの手に小鳥が載っていたことが判明している。サウサン　　　　sitter　in　historic　guise，　elements　of　this　Paintin9，　there　is　a　sense　of
プトンにおける宗教的含意をもつ小鳥や十字架の削除は、同作品が　　　　“ease“and「elative！「eedom．in　the　execution　of　this　wo「kl　wh◎he
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　painted　while　thinklng　of　his　family，　and　undoubtedly　this　brlngs　a
最も「聖家族」という宗教主題から解放され、風俗画的、あるいは肖　　　　sense　of　immediacy　and　vitality　to　the　work．　The　three　figures　depicted
像画的性格をもつとも考えられる。サウサンプトン作品はルーベンス　　　　all　gaze　out　directly　at　the　viewer，　further　enhancing　the　Portrait－like
が所有していた可能性があり、ヨルダーンスからルーベンスへの贈　　　　asPect°f　the　w°「k’Tw°°the「Paintings　with　this　same　c°□P°siti°n　a「e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　known、　one　in　Southhampton，　England，　and　the　other　m　Frankfurt，
り物であった可能性が高いことを考慮すれば、同作品における宗教　　　Germany．2i　Both　of　those　works　are　panel　paintings，　and　somewhat
性の希薄化は意図的なことだったとも考えられる。　　　　　　　　　　smaller　in　scale　than　this　work・　The　coral　necklace　seen　on　the　Christ
ヨ・レダーンスの《聖家族》の発想原となったのは・1615剛・制作　16晶：＝；，㍑i蕊隠膿慧膿t蒜㍑｝ll
されたと考えられているルーベンスの《エリザベツと洗礼者ヨハネを　　　　hanging　from　it．　A　small　bird　can　be　seen　in　the　right　hand　of　the　Christ
伴う聖家族》（ウォーレス・コレクション）であろう。イエスは母に背後　　　Child　in　the　Frankfurt　work，　and　this　likely　refers　to　the　Crucifixion・
から支えられながら立ち．ヒがり、その点で本作品とは随分異なった　　　Rad．ioe」「aPhic　examination　of　the　SouthhamPt；n　wo「k「eveals　that
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　originally　a　smal［bird　was　in　the　hand　of　the　Christ　Child。　The　removal
印象を与えるが、ヨルダーンスは1620年代前半から半ばにかけ、《女　　　　of　both　religious　symbols，　the　bird　and　the　crucifix，　means　that　the
中を伴う聖家族》（ストックホルム国立美術館）や《洗礼者ヨハネを伴　　　　SouthhamPton　work　was　seParated　from　the　religious　Holy　Family
う聖家族》（・ンド・／Nナシ・ナル・ギャラV－）などの作品を制作して　蕊器；1㍑蒜＝蕊「1膿1麗鴛㌻
おり、その作品には立ち上がる幼子を背後から支える聖母のモティ　　　we　consider　the　strong　possibility　that　Jordaens　presented　the　work　to
一 フが見られる。また、ストックホルムやロンドン作品に見られる人工　　　　Rubens，　then　this　would　indicate　an　intentional　lessenin9　of　the　work’s
的な照明に照らされる母と子、そして背後の父というモティーフは本　　　　「eligious　tone’
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　　」ordaens’s　illsl）il’atiol／for〃（）～vノそ〃η∫～、・can］e｜ron〕Rubens’s　ca．1615　　　　　　　aPplk：atiol〕s（．）f　paint、　the　red　area（．）f　the　Ma〔lonn～：ゴs　garrnellts　in　th℃
work．〃o∧’／・？～r）］〃v〃）i〃］E〃：（め（～〃］cmd　St．」（）h〃〃ie　B〔1ρtiSt、　in　theWallace　　　　NMWA　w（．）1’k　is　quite　flat　in　appearance．　Whell　compared　t（りthe
Colledion．Jesus　stands．　sup｝）orted　fr（．）ln　the　back　by　his　mother．　and　in　　　　S〔川thhampt（．）n　w（．）rk，　the　NMWA　work　is　son．］ewhat　stolid　ill　natul’e，　The
thiS　area　the、、’〔）rk　giVeS　a　SO▲neWhat　different　feel　than　the　NN．1、VA、～．・ork．　　　　　　　gol〔．l　CUrlS　On　the　infant　are　SOIney、rhat　laCking　in　Vigol’Ol’anin、atiOn、　and
Durillg　the　fh’st　half　and　mid〔11e　ol　the　l620s．」（．）rdael〕s　wellt（．）n　to　create　　　　　　　thissellse　of　flatness　may　derive　ft’om　the　backing．　　　　　　（iXkiri’i　K（．）fuku）
〃（）4、・／：7〃tl～～v　iEi〃］．1f（ノid（The　National　Museulユ〕of　St⊂）ckholm：）aIld〃（以v
∫’加∫～・．〃’〆”i　St・・ノ・／1〃（N・ti・nal　G・U・・y・L・nd・）・．）’In　th°se　w（’1’ks　he　　N。teS
「ePeats　thc　imこ’ge°l　the　standil〕g　c！〕ud　supD°1’te（l　f「°m　the　back　l｝y　tlle　1）T。d。y、hei・。。re，w。，・e、）1・・。⌒，di。9・le・de。，・ty。・・he　i、n。d。1，．　The
Nlddolma・Fm’ther・the　manl．nade　llght　sh11．lll．lg（）n　rn｛：）ther　and　chlld　III　　　　　　　　k．lentitv・of　the　modeL　further、　determines　the〔latc　of　the　w（）rk．　Those
the　Stocklloln］aLld　Lond（．）n、～・（．）▲’ks．　and　the　figur（．・（）f　the　father　standing　　　　　　　　　scholars　wh〔．）believe　the　model　is　Jordaensls　fh’st　son　p】ace　the　date　of
illth。　b、。kg・・．・un・L…f・rl．nal・leme・t・・ha・ed　with　th・NMy1・’A　w・・k．1・　　thi・、…k・s　c・・1628・
other　w（nrds、　the　connectio｜｜betweell　the　NM～VA　wc）rk　al．lc．l　the　Rubens’s　　　　　　2）See　the　f⊂）lk・）wilコg　l’egarding　the　S（．）しlthhampton、v’（．．）rk、　Kristin　Belkin　and
－1－b・・・・…一・hthe　il・…med・一・f・h・S・・ckh・hn　an〔1　；1；鵠：a；1；・il1㍑∫⊇疏～）（」n，s　as　C°”（）c～「▲ノ”　Ru　bcnhuis／Rubc［〕ianum’
Lond・川works，　As　noted　aboy’e，　it　is　highly　likel｝’that　the　S（．〕ut｝ユhaInptolI
w｛｝rk　was　il｝Rul・）cl．ls’s　Possessiol．1，　Thus　it　is　l）os．　．sil）le　that　Jordaens『s
c｜・eatioll　of　the　Southharnptoll　work，　ush｝g　his（．）vv［〕　fan一〕ily～1s　the　m（．）del
for　the　lIoly　Fal〕〕ily、　Inay　have　als（．）mcluded　hon、age　to　a　Rubells’s
wovk，　makii．lg　it　an　aPIつropriate　wol＾k　lor」ordaens　t（）presel．lt　to　Rubens　，
　　　The　cこm、．’as（．）f　the　NMWA　work　is　backed　alld　in　a　sti｝ble　cI）nditi（．）n．
H（．）vvever．　P（．）ssibly　due　to　this　backin9、　the～y’ork　has　1－M1（．）veraU　flat
aPpearance．　VVhne．｜（．／）rdaens　was　not　kno“・’n　as　a　paillter、、・h（．）used　thick
2い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1862年、ドレはセルバンテスの「ドン・キホーテ』の挿画制作の構楚｛
ギュスタ＿ヴ・ドレ［1832．1883］　　　　　　　　　　　　　　　　をたて・スペイン旅行に出る．そして・約1年のあいだに・『ドン’キホ
ラ・シエスタ、スペインの思い出》　　　　　　　　　　　　　　　　一テ：の挿画のためも含め、650点もの素描を描いたとされる・1868
1868年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年、これらの素描をもとに、スペインを題材とした絵画を数点制作し
鰭㌘蒜二K）　　　　　　　　　　ている，雑1よこうしたドレの「スペイン趣味」（・属する絵1・iの代表
ノi卜’に署名：Gtic）D・’ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的作例である、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルイ＝フィリップ王政臼こパリに開設された名高い「スペイン美術
㌫。P蹴罵｝麗，i，　　　　　館」に燃れるフランスの「スペイ＝」は・182・－3・・1・1・1・の・マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンLl義芸術家たちによって開拓されたが、その後第一1帝政下、ナポ
じとト－LS6S
Oiいll　canvaS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レオン3世の妃ウージェニーがスペイン出身だったこともあいまって
L）7，9，1〉く191．8ぐlTl
Sigll・ci　at　1・wer　left：α9・’．　D・〃ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裾野を広げ、新しい若い世代の人々にも浸透していった，
P・2°°5－7　　　　　　　　　　　　　。マン礒の第二世代に属するドレに、スペインとvうピレネー
」Jl，・・pl。venance：Christie『，　－L、、nd（）ll、・L・g　N，。vember　lト）gLl。t、i）Ol　lshizしlka　C。11ecti。n、　　　山脈を越えた異文化との出会いは、新鮮な題材を提供した　ドレの
T°ky°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描くスペイン主題の絵画は、当時サロンで流行していたオリエンタリ
展覧会歴Exhibitl〔’n：Pa「is’　Sal°n　de　19t　Ttt）．　n°』818’　　　　　　　　　　　　　　スムにも通じるピトレスクで民族的な要素が強調されているが、同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、新しい世代の特徴でもあるレアリスムも色濃く表われている・そ
2『
うした画面の多くに見られるのは、富める者と貧者、人物の動と静で
など、いくつかの対照的な様相であり、画面を覆う強い光と影によっ
て強調されている、本作にも、こうした要素を見てとることができるだ
ろう　縦長の．画面は、画家の実体験に基づく写実的描写が基盤に
なっているが、物憂気な人物の表情や、彼らを照らし出す光や影に
は劇的な効果が存分に発揮されている，構図はイギリスでドレが描
いた作品に多く見られる、遠近法的な街路と建物を背景に複数の人
物を前景に配置した独特なものである、また、サロンへの出品作
q875年）ということで、大画面の構成ではあるが隅々まで描き込ん
だ仕ヒがりとなっている、ただし、当時のサロン評などを見る限り、
比較的穏健な評価を得たにとどまった作品なようである
　　フランス第二帝政期を代表する作家のひとりギュスターヴ・ドレの
作品として、わが国の美術館にはその題材、．大きさから見ても本作例
のような絵画を見出すことはできない。コレクションの文脈、内容から
みて、国、叱西洋美術館はこうした絵1由1を展示するにあたって最適な
場所と言える．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋川J也）
in　l862．　with　thoughts　of　creatillg　illustrations　for　Cervantes’∠）oη
Qui．￥ote．　Dor6　traveled　to　Spain．　Over　the　course　of　about　a　year　he
created　some　650　drawings，　including　those　intended　as　illt」strations　for
Don　Qti　ixote．　In　I868　he　created　a　number　of　paintings　on　Spanish
subjects，　using　the　drawings　as　his　source　InateriaL　This　painting　is　a
representative　example　of　the　works　created　as　part　of　Dorざs　interest　in
Spain．
　　lnterest　in　all　things　Spanish　flourished　in　Paris　during　the　reign　of
Louis－Phillipe．　as　typified　by　the　opening　of　the　falnous“Galerie
espagnole”il）the　Louvre　in　Paris　from　l838　to　l848．　This　treT．｜d　began
with　the　Romantic　painters　active　in　the　l820s　and　l830s，　Under　the
Second　Empire、　with　the　Empress　Eugenie　of　Spanish　birth．　interest　in
．9．　paill　intensified　and　spread　to　a　new、　younger　generatioll　ill　Paris．
　　Dor6　was　of　the　sec（）nd　generation　of　Romantic　painters、　and　his
ellcounter　with　the　foreign　culture　of　Spain．　across　thtt　Pyrenees
M（．）untains．　provided　the　artist　with　fresh　new　subject　matter　fol’his
works．　Dor（…’s　paintings　on　Spanish　subjects　emphasized　picturesque
alld　folk　elements　also　found　m　the　Orientalism　that　was　the　fashion　in
the　Salons　of　the　day．　At　the　same　time，　Dorざs　works　were　deeply
imbued　with　the　realisin　that　represented　the　characteristics（．）f　a　Ilew
age．　These　paintings　incorporate　a　number　of　contrasting　elelnents、　the
rich　in　contrast　with　the　poor、　and　human　activity　against　stillness、　the
surface　of　the　paintings　further　emphasizing　contrast　with　Iayers　of
stt’olコg　Iight　and　shadow．　This　work　reveals　all　those　elements．　The
vertical　composition　is　a　realistic　depiction　drawn　from　the　artisゼs　own
experiences：the　languid　expressions　of　the　people　and　the　light　and
shadow　playing　over　their　features　heighten　the　dramatic　effect　of　the
、、・Ork．
　　The　COmpoSition　iS　like　that　Of　many　Of　the　WOrkS　Created　by　DOr6　in
England、　with　its　distinctive　use　of　perspectivally　rendere〔i　roads　and
buildings　in　the　backgrr）und．　settinE　off　numerous　figures　placed　in　the
foreground．　This　work　was　also　meant　for　Salon　display（entered　ilコ
1875）．and　given　Salon　standards．　the　composition　f川s　every　nook　and
cr）rner　of　the　massive　canvas．　However，　to　the　degree　seen　in　the
contemporary　critiques　of　the　Sal（）n，　this　work　was　judged　to　be
relatively　quiet　and　dependable，
　　This　is　the　only　exami）le　of　a　work　by　the　major　Second　Empire
paintel’Gustave　Dore　of　this　scale　and　subject　matter　to　be　foしmd　in　a
Japanese　museum．　Considering　the　NMWA’s　collection　context　and
contents．　the　NMWA　is　a　superb　place　for　the　display　of　such　a　work．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Akiya　Takahaslコi）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セット状の欄間、角柱などのイタリア的なモティーフによって構成され
アードリアン・イーゼンブラント［活動：1510－1551］に帰属　　　　　　ており・iE面の角柱基部IE面には・右に「メネアの獅子を退治する
《E座の聖母子》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サムソン」、左に「カインによるアベルの殺害」のパネルが取り付けら
汕彩、板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れているln約聖書から採られたこれらの場面は、ヤン・ファン・エイ
：；蕊㍑繍　　　　　　　　　　ク（・よる《フ・ン・デル・パーレの靭・子》中の醜の装飾刷ミわさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れている．玉座の中央、聖母」t・の背後にはさらに、聖母r一を強調す
Attributed　to　Adrian　Isenbrant［active　1510－1551］　　　　　　　　　るため、’ドIIJアーチの設けられた緑色の構造物が加えられている一
η～eModoηηo　oηd　C／iild　Entht’oned　　　　　　　　　　　　　　　　半ll」形に突き出した玉座0）下の地面には、さまざまな植物が、精密
謬；i鵠　　　　　　　　　　　　に描力・れているこ
：；㌫by　ML　Hi「°shi　ls　hizuka　　　　　　　　　l987年・）サザビーズの徹てカタ・グで本｛’r・・；II・は・f云統的な穏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やかな聖母r一のタイプとイタリア的な建築モティーフを組み合わせ
榔iPr・venance・Sal・・S・th・by＾・L・）nd・…8　APvi］　1987，　］・t　30：Salu・　Chri・ti・’t　・　N・w　　　ている点から、ヘーラルト・ダーフィットの様式を発展せしめたアー
Y（一）rk．31　Nlay　l991、lot　23：Mr．　Hi］’oshi］shizuka．　japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドリアン・イーゼンブラントの初期作品と推定されている　より直蔵に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品と結び付けられるのは、マドリッドのラザロ・ガルディアーノ美
多層に分割されたエクセドラ状の石の玉座に、聖母J’・が腰を下ろし　　　　術館に所蔵される聖母子像（Max　Friedlii　nder、　Eoめ・Niedet’lar？dish
ている一暗緑色の上衣のヒに袋取り豊かな赤いマントをまとった聖　　　　Painting、　Vol．XI，　Leyden，1974，　PLI74a）である一両者は、角柱とメダ
母は、右脚の上にキリストを載せ、横抱きにしている一V字型に組ま　　　　イヨンを伴うイタリア風の建築モティーフで構成された、特徴あるk
れた両足の、突き出した膝のあいだには、浅いV字型を描いて襲が　　　　座中央に聖母子が腰をドうす描写の点で共通している　同様の構
垂れ、キリストは左手を挙げ掌を正面に向けている　1ミ座はイルカ、　　　成を示すイーゼンブラントの聖1リ：子像には、この他にも、デン・ハーグ
ヤギの頭部、花綬、蓋付の壷や植物文様をあしらったメダイヨン、ラン　　　のマウリッツハイス美術館、パリのスタッフォード・コレクションに所蔵
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される作例が知られている（Max　Firedlander．　Earlx’Ne〃7et’londish　　　　the　throne　in　deep　shad（．）ws、　and　a　c］ear　use（．）f　the　light　in　front　of　that
P（lil’？ti，lg，　V。1．XL　L，yde，□974、　P1．173，174）しかし、これらの偏I　a「eil！°aid　in　the「elief　m°leli”9°f　the　Mad°lma　and　C｝〔ecti°n・　ln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　addin（．）ll，　the　NMWA　work　ls　Inore　Ininutelv　and　carefuU㌦”finished　than
と本作を比較するなら、まず、聖母．子像のタイブと基本的な坐像モ　　　　the　other　examples．　　　　　　　　u　　　　v
ティーフの，1∴〔で、両者には明らかな相違が認められる．また建築モ　　　　　Given　these　various　points、　there　is　no　doubt　that　this　Pail．｜ting　is
ティーフの点でも、本作の1こ座は欄間が加えられることでより複雑な　　　　「elated　to　ls　enb「antV　but　at　the　cu「「ent　stage　of「eseal’ch　on　the　subject『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　author　finds　any　clear　attributi（．）1）iInpossible．　However、　the　use　of　a
構造物として描かれているヒに、細部がより緻密に描き込まれてい　　　transparent　glaze　over　the　entire　surface．　the　layered　brushstroke　use　in
る点が”を惹く採光の．ILIIでも、他の：3点の作例では．1：座全体に均　　　　the　modelin9．　and　the　emphasis　on　dec〔）rative　elements　detailin9　via
等に光が’13てられているのに対して、本作では．1，：1座の奥まった中央　　　　sPecific　highlighting　all　fully　convey　the　conside「able　talents　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　painter　of　the　w（）rk．　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mikinosuke　Tanabe．）
部に濃い陰が生じ、その前に、光に照らされて明瞭なモデリングを施
された聖母∫・が浮かび．ヒがるような描写が試みられている．さらに
全体として本作では、他の作例よりもさらに精緻な仕．ヒげが施され
ている，1，1，11で相違を見せている．
こうした点からすれば、本作をイーゼンブラントに関係付けること
にはさしあたって異論はないものの、現段階では作者について、それ
以ヒ明確な推定を行なうことは不可能である　しかし、全体的に透
明感のあるグレーズを．．重ねたような筆致でモデリングを行ない、さら
に的．確なハイライトで精級で装飾的な細部を強調する描写は、1由i家
の十分な力量をうかがわせるものであろう．　　　　lll｜辺幹之助
AMado川｜a　amd　Child　are　seated　on　an　exedra　shaped　stone　thr（ハlle，
The］tlad（’）rlna、vears　a　dark　greell　c）vergarlnent、　toPPed　by　a　richly
l）leated．　red　cape．　Christ　hes　on　ller　right　Ieg　alld　is　suPPorted
horizontally．　The　Madonna’s　legs　fornl　a　V－shape　alld　shallow　V－shaped
pleats　are　lormed　il．l　the　area　between　her　kr｜ees．　The　Christ　Child　h（．）lds
his　left　hand　out、　palm　foi’ward．　The　throne　is　decorated　with、9arious
motifs．　illduding　dolphins，　g（，at　heads．　floral　medalli（．）ns，　lidded　jars．
and　planいnotifs　all　arranged　in　meda川ons（．）r　lanceted　n’ansom
window　shapes．　There　are　also　Italian　motifs　oll　the　struct山’e．　such　as
square　pillai’s．　The　bases　of　the　square　pillars　on　the　f）’ollt　of　the亡hl’one
are　decorated　with　panels　depicting　Samson　Slaying　the　Nemean　Li（．）n
on　the　right　pillar　and　Cam　Ki川ng　Abel　on　the　lelt，　Sしlch　Old　Testament
scenes　also　appear　il）the　decoratioll　on　the　thi’oiie　seell　il’）Jall　Van
Eyck’s　U／g1〃〔∫〃〔∫Cノ’〃d（．t．ri〃7　Cat～o∫7　v（ll］det’Pae！e．　The　center　of　the
thr（．旧e、　behil］d　the　MadoImna．　is　fitted　with　a　arched　g．　tructut’e　in　green
that　empahsizes　the　Madonna　and　Child．　Various　plants　are　intricately
depicted　ill　frc）llt　of　the　thrOne．
　　This、vork　appea｝’ed　in　a　l987　Sotheby「s　aucti〔）n、　and　that　catalogue
sllggested　thElt　gi、’ell　its　coinl）ii．〕ation（．）f　the　traditi（．）nally　ger｜tle　ilnage（）f
Nladonna　and　Child、vith　ltaliall　stvle　architectural　lnotifs，　the　work
could　be　by　Adl’ia］）lsenbrallt、　an　artist　who　de、．’eloped　Gerard　David’s
stvle．　A　wOrk　cl〔．）sel、．’linked　to　this　One　is　theル7（コ（∫Otlll〔～（1ノ～d　Cノ～〃d
paiBting　ill　the　Nluseo　Lozaro　Galdiano，　Madrid（Max　Friedlander、　Eai’（、’
．、｛・〃～el’／（i〃dis／～ノコclit～’～”g，　VoLXL　Leydell，1974，　pl．174a）．　Both　the　Madrid
painting　and　t｝〕e　NM“．「A　painting　depict　a　Madonna　al〕d　Child　placed　in
the　centel’oll　sl）ecificany　styled　thrones　decorated　with　such　ltalian
arc1’iitectut’a］1丁〕otifs　as　sqtiare　pillars　and　nieclallions，　Other　Isenbrant
Nlad（．）lma　amd　Child　paimings　that　sh〔）w　the　same　type〔．）f　coMpOSitiOIコ
can　be　Iollnd　in　the　MaLiritshuis、　The　Hague、　and　the　F．　Stafford
collectioll　in　Paris（．Max　Friさdlander，五1’1y八fe〃～ρ〃oノ．～dis／～Paitlti1～g，　Vol，
Xl．　Leyden．1974，　pls．173　and　l74），　Whe【コthe　NMWA　work　isωmpared
to　these　other　exalllples．　cleat’differences　can　be　discerned　in　the　basic
seated　Madona　alld　Child　motif．　The　architectur〔）l　motils　also　reveal　that
the　N’MIVA　wol’k　has　the　added　architecmral　c（．）ml）lexity　of　the　trallsoln
windows　ar）（l　ar〕overall　more（1etaHed　renderil｜g　of　the　motifs．　In　terms
o川ightin9、　while　the　other　three　all　show　alハeven　light　cast　oy’er　the
cel．1tral　throne　area　in　general．　the　NMWA　work　has　the　center　ba（：k　of
う〔｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品は17世紀末から18世紀前半にかけてのヴェネツィア周辺の
ジョヴァン・アントニオ・ペッレグリー二　　　　　　　　　　　　画家の手によるものと考えられるが、当初のジョヴァン・アントニオ・
［ヴェネツィア1675－1741］に帰属　　　　　　　　　　　　　　　　ペッレグリー二への帰属は18世紀ヴェネツィア絵画研究の第一人者
《アレクサンドリアの聖カタリナ》　　　　　　　ジ。一ジ．，。クスによってはっきりと否定されている川しかし、ノッ
騰㍍アス　　　　　　　　　　クスは縦な儲・・名前を提示していないため、本作問・の儲は不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明なままである。
Attributed　to　Giovanni　Antonio　Pellegrini　　　　　　　　　　　　　l675fl・三にヴェネツィアで生まれたジョヴァン・アントニオ・ペッレグリ
1蒜㌶溜／e．，．and，，i。　　　　　一二は・パオ・・パガー二に才能を見出され画家として研鱗ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だと言われる。しかしペッレグリーこの初期作品は、むしろナポリ
Oil　OI）canvas
99x72　qn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　派のルーカ・ジョルダーノとべッルーノ出身のセバスティアーノ・リッ
P．2005－9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チの影響が顕著で、明るい色彩の量かした輪郭線と大胆な筆遣い
紳ipr。venance：pu［℃hased　in　New　Y。rk　iI、　the　lg30’s　by　the　lather。仲lrs　Anita　　　から生まれる柔らかな質感と量感を特徴としている，．　1708年には
Mulle「：Sale’S°theby’s　New　Y°「k’　）3　Jしine　1988．1°t’97：P「ivate　c°ilecti°n’　Jal）an’　　　　　マルコ・リッチとともにロンドンへ渡り、1713年まで滞在する，，その後
展覧会Exhibiti°n：Ne、v　Y°「k’　Met「°P°htan　Museum°f　M　i972－78“　　　　　　 　　デュッセルドルフに立ち寄ってからヴェネツィアに戻っている、彼の初
託1ぽ漂瓢㍑；淵ぱ；鵬1㍑1∫6撫鵠／㍑繍蒲19・え　期闇には強い酬を見せる儲があるが、本儒1のように17仙・紀　“
“ N°t　Pelleg「ini”’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後こ｝三のヴェネツィアのテネブロージの様式を顕著に反映した作品は
．Sl
見られない・また本作品のように主人公の顔の大部分を闇に置くこ　　　　もうひとつ注目すべきは、本作品の図像的特殊性である。ここに
とも、また肌の影を黒ずんだ色彩で付けることもない。　　　　　　　　　描かれている聖カタリナは画面右方を向き、．天に瞳を据えて胸に神
　本作品の状態は、全体として比較的良好である［t裏板を含め、明　　　　秘の光を受けている．，右手にシュロの葉を持ちながら、胸ドで奇跡
らかに近年修復が行なわれている．ヒ部両隅、下辺部右側、カタリ　　　　の印でアトリビュートでもある鈎のついた車輪を抱えている．rこの場
ナの右肘、ブレスレット、そして衣装の胸元に紫外線による無蛍光反　　　　面はよく描かれてきた「神秘の結婚」ではなく、「黄金伝説』「カタリナ
応が見られる、しかし頭部の主．要部分、右肩の衣装などには大きな　　　　伝」に記述されている、処刑の直前の祈りの場面、すなわち天から
欠損は認められない．おそらく表面の洗浄も行なわれたと思われ、　　　声を受ける場面を念頭に置いていることがわかる一こうした場面を
1由i面は比較的’女定している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神秘的な光で表現をする手法、あるいは神秘主義的表現は必ずし
　本作品は、明らかに17世紀後半のヴェネツィア派テネブロージの　　　　もこのll寺期のヴェネツィアでは一’般的とは言い難く、むしろ17’HI：紀lll∫
様式をそのまま引き継いでいる，同時に画面左下のカタリナの衣服　　　　半のボローニャ派の画家たちやその後のローマ派の画家たちを想
の描写に見られる、はっきりとした荒い筆遣いは非常に特徴的であ　　　　起させる、
る　カタリナは右向きのほぼプロフィールで描かれ、眼は大きく視線　　　　　こうして、おおむね1670年以降1710年頃までのヴェネツィアで活
をヒに向け、体を四分の三ll三面観で見せながら右手で殉教の象徴　　　躍した、ルーかジョルダーノをはじめとするヴェネツィア内外の画家
であるシュロの葉を握っている、これらの描写には明らかにジョルダ　　　　たちの様式に非常に敏感かつ熟知していた画家として、まず挙げら
ニズムとセバスティアーノ・リッチの影響を認めることができる．特徴　　　　れるのはリベリの弟．f一で、ペッレグリー二の師でもあるロンバルディア
的なのは1｝1の．Lで翻る縁の鋭い．衣紋の表現である　衣紋の折り日　　　の画家パオロ・パガー二（1660－1716）、そしてニコロ・バンビー二
の先端の鋭さと同時に荒い筆遣いによるハイライトに、パルマ・イル・　　　　（1652－1736）である．このうちニコロ・バンビー二についてはエルミ
ジョヴァネ以来の伝統を引くこの画家の個性が認められる　こうし　　　　タージュ美術館ヴェネツィア絵画室長イリーナ・アルテミエーワ氏よ
た衣紋の表現には、一・方では、ヴェネツィアのサンタ・マリア・デッラ・　　　り示1唆していただいたものであるc・
サルーテ聖堂にある彫刻家ジュスト・ル・クール（Giusto　Le　Cour　　　　残念ながら現段階では、本作品の正確な作者名を特定することは
1627－1679）が1670年代初めに制作した主祭壇彫刻群像右の「ペス　　　できないが、少なくとも17世紀後半の複雑なヴェネツィアの絵画事情
ト」擬人像の．表現に類似する、1“12．ロッシはル・クールの彫刻とピエト　　　を如芙に示す作例として、美術史研究上重要な作品と言える。。今
ロ・リベリ（1605－1687）が1652年に制作した《聖アントニウス祭壇　　　　後の継続的な調査を必要とする。　　　　　　　　　（高梨光’iE）
画（ヴェネツィア、サンタ・マリア・デッラ・サルーテ聖堂）との図像的
関連を指摘している、本作品との関連では、むしろ、リベリからル・ク　　　　証
一
ルへの影響という‖寺1昌』∬繊に対し・ル・クールカ・ら本作・hilへの　1）C罐i㌫ll：1°Pe”E’S」t’ini　J675’1741’°xf°「d’　19’　95’　p．249’1コ゜’P’319’　as
作者へという時間的配列がより適切であると考えられることから、本　　　2）pa・la　R・ssi，“11　ruolo　della　scu］tura　ne］　Seicento　e　la　sua　interrelazione
間は少なくとも167・軌峰に制作されたと糸lli論づ1ナるの髄・ilで　1：瓢iil：1闘；II：、鵬認W〃e’α”』’θ，　a　cu「a　di　Mau「°
あろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）Oreste　Ferrari＆Giuseppe　Scavazzi，　LucαGiotdano：／’oρera　conlρ／eta，
ここに描かれているカタリナのポーズは、サ・タ・マリア・デ。ラ・　》三；；1篇編腸　蒜，：認。；1《㌶諜｝狸；：tllぽi蒜
サルーテ聖堂にあるルーカ・ジョルダーノが制作した《聖母マリアの　　　　Du「o“’PP26－27’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）Knox，　oρ．cit．，　pp．202－205，251（P．324）；Jeffery　Daniels，　pp．124－125（no．438）；
誕生・q672－74）に描かれている聖アンナを左右転回した姿となって　　　　　Annalig．　a　Scd’　rpa，　Sei）astiano　Ric（ri．　Milano，　2006，　p．13　1〔〕．　no．476．
いる…，1．1’［この聖ア・ナの姿は・1也のヴェネツ・アの作家も転用してお　5）搬瑠謬＝溜llぽ歴綴㍑裟＝隠｛ε；
り、たとえばセバスティアーノ・リッチの《偶像を崇拝するソロモン》　　　　Giuseppe　Scavazzi，　oρ．cit．，　vol．1，　pp．16，　50，　56－58，　298－299，　A286．
q724　・・トリ／・サバウ残1］・1館）やぺ・レグリーこの《「アカデミー」　6）潔＝＝篇：：1鷹、漂雛ll！1c輌”　de⊇d’
に「絵画」を紹介する「謙遜」》（1733、ルーヴル美術館）中の「アカデ
ミー」の擬人像などを想起させる．／．　・Y’1　iしかし本作品の色彩や筆致は
リッチやペッレグリー二と異なり、むしろいまだリベーラの影響を色濃
く残す陰影の強い1660年代から70年代のジョルダーノの様式を反
映しているものといえる．「ジョルダーノ自身は1655年以前、1664年、　　　This　work　is　thought　to　be　by　a　Venetian　painter　working　at　the　end　of
そして1674年にヴェネツィアに立ち寄っていることが知られ、さらには　　　　the　17th　centuly　and　fi「st　half　of　the　l8th　centu「y・While　it　was　fi「st
1・682　－fl：一　1・はベルガモのサンタ・マリア・マ・ジ・一レll・・・…1，・IC・向（ナ輸送　酷㌔1：：i＝竺1㍍蒜1ご蕊㌶：lr：1
途．ヒのtt紅海を渡るモーゼ》がヴェネツィアの商人シモン・　　　attribution．b　However，　because　Knox　has　not　suggested　a　different
ジョガーリ宅に・1時的に置かれていた際にも、多くの人々がこの作　　　　a「tist’s　name・　the　identity　of　the　painte「of　this　wo「k「emains　unknown・
品をHにしたという・・ナポリ出身のルーカ・ジ・ルダーノがヴエネ　、、lll：1＝1：蕊1㍑＝。1ご：：、1蒜＝隠竪
ツィアの1由i家たちに与えた色彩や筆遣いの影響は、すでに18世紀に　　　　by　paolo　pagani，　However，　pellegrini’s　early　works　reveal　that　he　was
は認められるところとなっている，’・Lc”本作品の色調も、ナポリ派の伝　　　　heavily　influenced　by　the　NeaPolitan　Painte「Luca　Gio「dano　and　the
統を想起させる強い陰影と柔らかな輪郭線とふくよかな人物の肉体　：㍑：；麗蕊1蕊ぽi蒜認kl，篇⊇ぷ
表現などの点で、パドヴァ出身の画家ピエトロ・リベリやピエトロ・　　　bold　brush　strokes．　ln　l708　pellegrini　traveled　to　London　with　Marco
デッラ・ヴェッキアq602／O：3－1676）などに近い、　　　　　　　　　　　　Ricci　and　lived　the「e　u「ltil　l713・Pelle9「ini　then　t「aveled　to　Dtisseldo「f
32
before　returnlng　to　Venlしe　Hl～edi　ly　works　reveal　d　shong　sense　of　llght　　　　hed、（・・1）d～divine　llght　shines．　oll　her　bredst　She　holds　the　palm　branch
and　dark　contrast，　and　there　dre　no　works，　such　dg　the　NMWA　pdmnng、　　　　mhel　iight　hand、　and　also　the　svmbol　ol　her　miracle　and　athibute，　the
whlしh　revedl　a　strlklng　use　of　the　Tenebrosl　style　of　Venice　m　the　ldttei　　　　　h（）oked　wheel　Thls～celle　lg　Ilot　the　oft－deplcted　Mystic　Malrlage，　but
hdlf　of　the　l7th　centur～　SIIT）Ildtly　there　are　Ilo　wolks　ftom　that　ear［v　　　　　　　｝athe｝Is　floM　the　Legend　of　Cdtherlne　m　the　Go／de／7　Leg（フノid　Thls　ls　the
pel1（）d　that　re、eal⊂hdiacteii～tKsgeen　lr〕the　NM～VA、～o）k－the　malorltき　　　　　　scene　ln～～hich　she　ls　ptaxlng　immediatelv　befoie　hel　mdrtyrdom　and
of　the　m（ulコflgure・s　faしe　Is　Ill～hddouss　dnd　daikened　plgmellts　hd、e　　　　　　　～he　hedi～the　xol（－e　of　the　dngel　The　method　of　uslng　a　dl、me　light　to
becn　used　fol　shadoN～s　oll～klll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e＼pless～しKh　a　scene　ot　mdeed　the　u．se　of～uch　m｝stlc　expte～slomn
　　O、eidll　th］s　wo｝k“II）good（．ondition　The、Noik　hds　de・nK　been　　　　　　　g」ene｝　cl｜wd～by　no　means　common　dしllmg　th　ks　perlod　ln　Vem（．e　Rather
iestoied　ln　lecent　yeal　．s、　includlng　the　back　panel　～～hen　exdmmed　　　　　　　the．se　effects　recall　those　cieated　by　the　Bolognese　palnters　of　the　fllst
undei　ultrauolet　llght　thete　l～110］eflection　ln　the　two　upl）el　cornerg　　　　　hdlfof　the　l7th　ceI｜tul’sv　or　the　Roman～chool　palnters　who　followed
lo“el　iight　edge，　Catherine　s　llght　elt）ow　biacelet　ol　che～t　dlea　of　hei　　　　　　Thus　this　woikcan　be　c（川．sidei　ed　to　hd、ebeen　pdlnted　by　d　mature
gdlmellts　Howe、er　the　mdln　dled　of　the　hedd　and　the　didpetles　on　the　　　　　pdmtel　d（tl～e　lll　Venice　who　wds　exttemel＞mtere．sted　ln　the　styles　of
llsS」　ht　shouldei　do　not　show　dllき　MdJC）r　damdge　ln　othei　v、oids　the　　　　　　　non－VenetldIl　I）dllltels　The　fllst　who　comes　to　Inlnd　ls　Liberi’．s　student
pdmnng　sulface　has　plobdb1、　beell　cleaned〔md　tl〕e　pdllltll｜g　sulfdcel～　　　　　and　thc　te、ichei　ot　Pelleguni　Pd（）lo　Pdgdlll（1660－1716）who　NN・as　boin
toda＞mielatixelystable　condition　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mLombdidN　Anothei　pos～II〕山tv　l～Nl（olζ）BaInblm（1652－1736）
　　Thl～pallltlng　dedil、　te、edl～the　hand　ot　dll　dttlst　y～h（）hd～full、　　　　　　　BdlT）bll）1　w・15sugge～ted　to　the　duth（〕I　by　lrlna　Artemieva，　chief（．urcltol　of
IIIhc）llted　the　Veronege～tきle　of　the　Venetldn　s（．hool　of　the　lattel　hdlt　of　　　　　　　Velletldn　Pdlntlllg～dt　the　Heilnltage
the　l7thしentury　At　the～dme　tlme　the　depiction　of　Cathei］ne　s．　　　　　Unfottundtel＞dt　thls　stage　d～pecihc　attrlbutlon　calmot　be　made　for
g、uInents　ln　the　lowet　left　dred　ot　th　e　compo～川o田．s　d▲sm）dl、el＞　　　　the　NMWA　pdlntlIコg　At　the　vei’＞t　led．sいt　should　be　c（）nsidered　Ilnportant
ioughl＞brushed　Cdthenne　l～．shown　tuined　to　the　iight　m　dlmost　luU　　　　　III　the　stud～of　drt　hlstory　glven　lts　ewdence　of　the（．omplex　stdte　of
ploflle　wlth　her　e｝e　depi（－ted　lalge　dnd　gazlng　uP“（ud　He｜bodき　ls　　　　　　　I）dllltLng」ln　Venl（．e　ln　the　ldttet　hdlfof　the　l7th（．entufy　Fulther　tesedl（二h
、ho、～1｜ln　thiee－qualtel　fiontdl　xiew　whlle　hei　nght　h、md　ts　sho～～n　　　　　1～e～sentidl（）n　thl～fascinating　wotk　　　　　　　　（Mtt．sumd～d　Tdkdl）dshl）
dd、pmg　the　palm　brdr）chthdt　is　the　s、mbol　of　m　cut、lcloM　The～e
deplctl、eelements　cledtlx　indicdte　Giordanigm　and　the　influence　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Note～
Sebdstidno　Ricci　Of　l）cM　t1（－ular　note　ls　the　fluttenng　boidei　dhape｝S　seen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　＿　　　　　　　　　p
…he　flgtlles　rlg…h・・ld・・’・h・・hclpness…he　P・mt・f・he・・ld・・n　it　1）㌫；1訓7’°Pe”蜘∫／6　””°Yf°「d　1995　p249　n°P319　as
c°mbm・d　wlth　n・e…gh［・btu～he・i・hLghltghts　le…lthl・P・lnt・l　s　　2）Pd（、1。　R。、，いlhu。1。　d，ll、，c、ltuia、，1．S，、cent。，）a、ua　l。t。irelazi。ne
llldl、ldudlltx　based　oll　d　tiddltion　begun　b｝　Palmd　ll　GioNane　The　　　　　　　　しol）ld　I）tttuld　mLaρlt’［ll・cl〃（・t　Venetθ　〃Setcento，　a　cuta　dl　Mduro
e＼1）t（）・．s・．s・10110f　the　g〈ltn〕ent　MOtlf、　on　the　one　hdnd　lesembles　the　　　　　　　　　Lucco　Mtlano’20〔）l　vol　ll　P（）26
e＼ple～sl〔｝n　of　the　dlleg．　ol！（al　flgtlle（）f　the　Plague　s．een　ol｜the　iight　ot　the　　　　　　う）（）reste　Feti・ul＆GlugepPe　SC　dN　d77］L｛～（〔7　G’o’dan（）　／θρ（P’（1（（〃nρlet（’1，
…ulp・ur・］・1・・1・・f　flgule～1・・h・2・・lln・1・a≡b・・し】一・h・1・7・…　　Y，；’」；iili，，＝、跳，）；i。1、；；，蕩1、；’鵜詰＞1M；lll語11隠
th…ulpt・1　Glu・t・L・C・ul（162・－167（））1・cat・d　l・the　chiesd　di　Sant・　　Dui・1・P　2〔，－27
Vdlld　d・n・S・1・te　m　Vel1・e21t　h…　been　mdicdt・d　th・t　theie　i～・・　　Dkn…ρ、・t　PP　202－205251（P　321）J。ff…　Ddniel、　pl，121－125（。。
Konogldphl（llnk　between　Paola　R（）～sl　pointed　out　that　the　sc　ulptuieb、　　　　　　　B8）t－NnllEl］1～a　Scarpa　Se／）（lstlθMO尺∫（（～Mllanr）2006、　p　310　no　176
Le　Coui　and　the∫t／4ノ～thot？N　AIt〔〃ρ’（・（（・exeLuted　b｝PlehoLtben（1605－　　　　　　5）Robelto　R（）d、）．ssao八’7（o／～）B（〃11bli～∫ρltt（）teρtθ〃to　sρeditoρd　tuut　）etsale　’、
1687）ml（）52　also　m　the．sdme　chutch　In　tellns　ol（1　colln（：ctLoll　wlth　　　　　　∫ag」gtρ〃t‘’IIIoil（J（∫1～toti〔1〔／（」／／（〃’（・22　1998　pp　134，0re～te「erl、Elrl＆
，h。　NMWA　w。lk，，hl，　w。，k、。。ld　be，。n，ld。，ed　t。　d。，。、1、，he　time　　Glu～eppe　Scd’dzzl・・°ρ　Clt　，　V°l　l　Pp　l6’5056≡58298’299’A286
hdme・f　Llberl　t・L・C・－l　m・c・・｝・ms・・t－9・t・・en）・　d・　lf・h　・tl・t　b）言㌦ll，ぽ瓢t蒜1；＝11：；ll1織惚1’d1咽…’eUa　（ittii　cli
、、《川ld　be（」osel　ln　date　to　Le　COIII　s　pe目od　ot　dctl、lt、　That　bemgsdid　lt
～eems　aPl）roPllate　to　con～idet　thdt　at　the、ery　led～t　thl～“Olkddte～to
lb70011ater
　　St　Cdtheilne’s　pose　m　th“、～olkIs　d　tigtit－lett　teNel～dl　ot　the　Po～e　of
St　Alme　ln　Luca　Giordano～B〃〃～θ々！～e　t　lt　5JM（1（）72－1（｝7いfol　the　chie～a
Sdnta　Marla　della　Salute’　The　flgule　of　St　Anne、～d～dlso　te－u～ed　b、
othet　VenetJan　pamters　foi　e♪xarnple　m　Sebdsti〔11コo　Rl（－cl～Sθlotliol～
Hbi～ノ～’ρρ～ng　Ic「ols（1724，　Galletia　Sdbaudd　Tumn）dnd　lt　Ies（・mbles　the
dllegorical　flgure　of　Academ、　Ill　Pellegilnl　s　llod（・～～、　Inti‘）du（lng
P（〃ノ］tlrlg’o　th（o　Academv（1733　Lou、｜e）｝Ho、～e、el　the　palette　and
b川～hwolkseen　ln　the　NMWA　wo［kdiffei　ft（）m　thclt　of　RLcci　drld
Pellegt　ini　and　rathet　reflect　the　gtronglx　shado、、ed　Gioiddno～t、le　of
the　1　660．s　through　1770s　thdt　retcu　n．s　c（）nsideidble　influcLii］しe　from　Ribera
Glordano　hllnself　Is　known　to　ha、evsited　Venice　s（）mehme　before
l（）55，and　then　agam　ln　l（〕61、ind　l671　Latet　m　l682　Glorddno　ls
known　to　ha、eteinpoianlv　depo～lted　h［s　Mo～ρ～Paitii～4　tノ～（・Red∫ea
pdlnhng　at　the　home　of　the　Verletldn　me｝chant．SlmOII　GIog、m　en　loute
to　lts　destination　ln　the〔．hle～a　dl　S《1nta　Maiia　MaggiotemBelgam〔）lt　19
kno“nthat　thls　pamtlng　wa～9een　bv　a　consideiable　numbet　of　peoPle
CiUrlngi　lt～tlme　ln　the　GiOgdti　hoine’　The　influen（．e　Of　the　pdlette　dlld
b川sh　xs　oi　k　of　the　NedPolltan　Luca　Gl（）idano（ハn　Venetlall　P，ILntelg、～as
noted　d～earlN　as　the　l8thしelltuly（l　ln　terms　of　lts　palette　the　NMWA
pdmtmg　also　revedl～the．strollg．shdding　remlnLscent（）f　the　Nedpohtan
trddition　and　the　I（）unded　flegh！y　forms　of　the　flgules　wlth　then　soft
outlincコ．s　These　element．s　are　dose　to　th〔）se　of　the　Padudn　Pletlo　Llben
dnd　PletloDella　Vecchla（1（）02／03－167（））
　　Of　fulthel　note　ate亡he　iLonographic　peculiantie三）of　th　Ls　x～o▲k　Thls
pdlntlngi　shows　St　Cathe川］e　fd（mg　to　the　llght　wlth　hei　ex・e．s　ral～ed　to
ぷ
展覧会
ExhibitiOns
ドレスデン匡位美術館展　　1‖：界の鏡
Dresden
SI）iegel　der　Welt．　Die　Staatlichen　Kunstsammlungen　Dresden　in　Japan
会期：2005イド6月2811－9月19日
i三催：国，’tl西洋）こ術館　日本経済新1圭｛］社
入場者数：286，330人
D／lration：28　June－19September，2005
（⊃rganizers：National　Museum　（）f　Western　Art／Nihon　Keizai　Shimbun，　Inc．
NUmber　of　Visitors：296，330
ドレスデン
6！28L」－9／19工　∵／，∵画’こ西ぼ『句鴎・…
ドレスデンllミけ）こ術館は、1972年の「デューラーとドイツ・ルネッサン　　　化への憧れがアンビバレントに現われている状況がわかるだろう，，
ス展」以降、当館にとって最も友好的な美術館のひとつである　これ　　　　イタリアからはヴェドゥータと呼ばれる新しい風景画の様式が
までに3つの展覧会を共催しているが、4度目となる今川は「日本に　　　　ベロットによってもたらされ、地誌的に正しいドレスデンの風景画が
おけるドイツ年2005」の1：要催’∬としてドレスデンにあるllの匡は　　　　宮廷の壁を飾った．フランスはヴェルサイユ宮殿の宮廷生活と美術
）こ術館全館あげての記念すべき展覧会となるよう、実に大規模なも　　　様式の導入により、ドレスデンでもアウグスト強王による絶対1三義的
のとなったしかし、いわゆる名品展のような寄せ集めではなく、ドレ　　　　1三権が完成する．また、中国や日本からもたらされた高価な磁器を
スデンという都市の特徴を明らかにするようなテーマをもつ展覧会　　　　コレクションすることがヨーロッパ中の宮廷で大流行したことから、各
となるよう、両館は努めたつまり、ドレスデンという都市の全貌をそ　　　　国で磁器制作が試みられたが、初めて磁器制作を完成に導いたの
の歴史rl勺コレクションを通して視覚化することがこの展覧会の目的　　　　がドレスデン近郊のマイセンであった　オランダはレンブラントの豊
となったのである　そのために、ドレスデンのコレクションの成似こ関　　　　富な収集lllllが基礎となりドレスデン）ミ術アカデミーでレンブラント・リ
わる国際交流を軸に、文化の1’字路としてのドレスデンを描き出す　　　　バイバルが起こった　こうした異国情緒溢れる、素晴らしいコレク
こととした　本展覧会の副題を「1‖：界の鏡」としたのは、ドレスデンの　　　　ションの充実が、ドレスデンという田∫の文化水．準を高めていったこと
宮廷がlll心となって集められたコレクション自体がまさにll［界を映し　　　　は想像に難くないだろう　19川：紀になると、まさにこのコレクションを
川す鏡像となること、そして同時にドレスデンからIH：界に1hjかって発　　　　目指して、若い作家や芸術家たちがドレスデンに集うようになり、
信される鏡の「映し返し」としてのドレスデンの文化を象徴すること　　　この町がロマン主義を牽引する大きな原動力へと成長していく、ド
ができるからである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レスデンの芸術が最高潮に達したロマン主義の栄華を最後のセク
　では、ドレスデンのコレクションを特徴づける異川文化とはどう　　　ションで見て、この展覧会は幕を閉じることとなるz
いうものであったか現在もドレスデンに所蔵されるil’s：富な到来品　　　　　開1｛｝iにあたっては、ドレスデン側の全面的な協力により、コンセプ
を観察することにより、次の国々が自ずと浮かびliがってくる　ヨー　　　　トに添う第・級の出品作を揃えることができたため、新聞、雑誌等の
ロッパからはイタリア、フランス、オランダの3国アジアからはトルコ、　　　メディアを中心に展覧会に対する高い評価を得る事ができた、、とりわ
中国、ll本の3国である以ヒ、6つの国の文化がドレスデンのコレク　　　　け、ドイツ年の主要事業のひとつであったベルリン展と比較し、本展
ションを形成する核となった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の企画をより高く評価する批評があったことは、この展覧会が成功
　これらの異文化を受容する受けIIILは、まずルネサンス後期のドレ　　　　であったこと意味していよう　一般の鑑賞者にも企画、出品作品とも
スデン宮廷に設置された「驚異の収集室（ヴンダーカンマー）」がそ　　　　に評判で、会期終盤に向けてllコミで人気が．ヒがっていくのがうか
の役割を果たす展覧会はここから始められたこの第・セクション　　　　がえるただ、予想以ヒの来館者があったため、マイセン磁器と日本
で、珍奇なものへの偏愛と収集が次第に発展し、嘆術品」を収集か　　　　の磁器を比較する展示ケース付近がしばしば混み合い、鑑賞に不
つ展示する陵術収集室（クンストカンマー）」へと移行する様子が　　　便な状況を生み出すことになってしまった，．来館者の興味を見越し
再現された続く第：セクションからは、先に挙げた異文化への憧　　　た会場構成の必要性が実感された、　　　　　　　（伽蜘白：樹）
れや理解とそれらに基づいて制作された美術作品を順次見て行っ
た　オスマン・トルコのセクションでは、侵略者に対する恐怖と高い文
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1カタログ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　admiration　for　a　high　le、’el　of　cultural　achievement．　Furthet’influence
編集：佐藤直樹、コルドウラ・ビショッフ、ヴォ・ルフガング・ホラー　　　　　　　　　　　　　　　　　from　the　outsi（le　world　is　seen　in　theθedttta，　a　new　forrn　onandscape
㈲」｛乍：1三ll象社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　paintings　from　ltaly　brought　to　Dresden　by　Bellotto．　GeograPhicaUy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　correct　landscape　views　were　tl〕ell　used　to　decorate　the～～’alls（：）f　the
作ll∴1愉」1三・りξ，」ミ：1∪“口遇…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　palace．　Through　the　introduction　of　the　courtly　lifestyle　and　artistic
会場設営：東京スタデオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　styies　of　France’．s　court　at　Versailles，　Augt．Ist　der　Starke　was　able　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　solidify　his　role　as　absolute　inoiiarch　ilコDresden．　The　c（）Ilection（，f　high－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　priced　pOI’celains　fl’ol．n　China　and　Japan　was　a　malor　trend　in　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　palaces（・）f　Eur（．）｜）e．　and　while　pottet’s　in　each〔）f　the　European　countries
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attempted　the　creatioll　of　their　own　porcelains，　it　was　the　Meissen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ceramic　w（，rks（m　the　outskirts（．）l　Dresden　who　first　ac：complished　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　creation　of　true　p〔）rcelain　in　Eurol）e．　The　Dresden　Kunstakademie’s　rich
Since　the∠）（・tlts（’he　Ktmst　det’Z刀1ε～’二Zと元～’（lu5’．’lfuseei～det’D∠）∫ぞexhibition　　　　　　col］ection　of　Rembrandt　w（．）rks　led　to　a　Rembralldt　reviva川n　Dresden，　lt
hdd　ill　l972・the　NMWA　has　enjoyed　a　P（iltiCしiiarly　cordia］relationship　　　　is　1）（．）t　hard　to　ilnagille　how　this　wealth　of　irlform《｝rion　fr（．）m　foreign
with　the　Staatlichei］Kunstsammlungen　Dl’esden．　The　two　museums　　　　colllltries　aild　the　f（）rmatioll　of　a　sp］eiidid　art　collecti（．）1〕raised　the　level
have　co－orgallize（｛three　exhibitions、　al．1d　this　exhibition，　the　fourth．　was　　　　　of　culture　o、’erall　in　the　citv　of　Dresden．　ln　the　lgth　centurv　these
hdd　as　a　main　event　markil］g　the℃el’mally　m　Japan‘2005／2006　　　　　co］lections　became　a　magnet　foryoung　artists　and　writers　who　gathered
pr（．）gram．　This　n（．）teworthy　exhibiti（．）n　was　of　an　ui’iprecedented　scale　　　　in　Dres（len　and　became　the　maj（，r　motivatillg　force　behind　the　spread
al．ld　featured“ノorks　fr（．）m　all　l　l（）f　the　natiorlal〔lrt　museums　ill　Dresden．　　　　　of　Rolllanticism．　The　final　section　of　the　exhibition　presents　the　gl（）ries
However．　the　exhil）ition　did　Ilot　feature　a“masterpieces”se［ecti（川of　　　　　of　the　R（．）mantic　Movemellt，　which　was　Dresdell「s　highest　moment　of
works、　rather　an　effort　was　Inade　to　sc　lect、、sorks　that　clearlv　reflect　　　　　　　artistic　achieven〕ent．
Dresden’s　character．　In　other　words．　the　exhibiti（）n　ail．ned　t（，　provide　a　　　　　　The　Dresden　orgallizers　l）rovided　their　wholehearted　support　and
visualizati（．｝n（）f　the　entirety　of　Dresdell　through　a　selectioll　of　works　　　　　c（．）opel’ation　to　this　exhibiti（．）n、　alld　both　the　c（．）llcept　and　the　first－rank　art
ft’oln　its　historical　collectioi．ls・As　a　l’esulし　the　exhibition　reve乏lled　　　　　　　w（．）rks　were　the　focus　of　the　high　praise　for　the　exhibi亡ioll　expressed　in
Dresden　as　a　cultural　crossroads　where　internati（．）rコah’elations　forn〕ed　　　　　critiques　il）magazines．11ewspapers．　and　other　media．1t　can　be
the　crしlx（．）f　its　collection　building　pr（．）cclss．　The　title　of　this　exhibiti〈．）1）．　　　　　　considered　an　achievelnent（）f　this　exhibitioll　that　it　received　higher
Spiegel　der　Welt（Mirror　of　the　World．）．　reflects　the　fact　that　the　Dresden　　　　ratings　in　its　criti（lues　than　the　Berlin　exhibiti（．）n　that　was　another　maior
palaces　where　most　of　the　collections　wa’e　assembled　frol1．1　around　the　　　　　event　d山’ing　the℃ermally　ir〕Japan’year．　General　visitors　to　the　museum
world　reflected　the　wol’ld（，f　its　day．　At　the　same　time，　the　image　of　the　　　　　also　appreciated　the　concept　and　exhibited　works，　with　word　of　mouth
mh’ror　il．lcludes　the　concept　of　reflecti［ユg　outwards、　a　feature　of　　　　　repol“ts　increasir｜g　interest　in　the　show　llear　its　conclusion，　H（：）wever，
Dt’esderゴs　cuItul’e　and　the　dissemillatioll　of　that　cu｜ture　out　into　the　　　　　　since　there　was　greater　attendance　than　anticipated，　the　area　ar（．）und　the
world．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cases　presenting　a　conuparison　of　Meissen　p（．）rcelaills　and　Japanese
　　Then、　we　might　ask．　what　foreign　cultures　characterize　the　Dresden　　　　　porcelains　was　frequelltly　cl’（．）w〔k　d，　alld　thus　at　tilnes　viewhlg　was
co］lections？An　examination　todとly　of　the　rich　array　of　materials　　　　　difficult．　Thissiulati（．）n　le（．l　to　an　understandillg（っf　how　exhibiti（：）n　design
collected　in　Dresden　reveals　the　following　coulltries　represellted　m　the　　　　　　must　ref］ect　expected　crowd　size　due　to　visitor　interests，　　　（Naoki　Sato）
rloldilLlgs．　Frol1〕Eurol）c　the　three　countries　of　Italy、　France　and　Holland，
From　Asia　the　three　countries　of　Tul’key，　China　and　Japan，　Art　works
「rom　the　cし1）tures⊂）f　these　six　cc）untries　form　the　core　of　the　Dresden
c。llectiOns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Catal・911e］
Th。　W．nd。，k。mme，，。，　t，ea，u，e，。（．）ln，。f　the　R。naissance　pe，i。d　　Edited　b）’Na°ki　S　at°，　C°「（iula　Bisch°ll’W°llgallg　H°lle「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Prodllced　bv　lnsliosha
Dresden　Palace　formed　the　receptiol．l　xl’es　sel　f（．）r　these｛oreigll　cultures．　　　　　　　　　　　　　　v．
The　exhibition　begall　with　this　r（．）om　alld　its　fulコCtiOI’）・The　fit’st　secti〔．）n〔）f　　　　　　Traiisportation　and　installation：NipPoD　Express
the　exhibition　recreated　how　the　gatlコering　of“curic）sities“for　this　　　　　Display：T（．）kyoStu（lio
、N’underkanコnner　gradually　glew　and　developed　illt〔．）aco］lection（．）f　LLart
works－for　the　Kunstkammer、　or　art　l’oOM、　The　secolld．section　expla川ed
the　prf）cess　by　which　the　k川ging　l（）r　andしmderstandil19（）f　fo　rei　5n
cultu｝’es　became　the　basis　for　collecting　art　works．　The　Ottoman　Turk
s（．・ction　revealed　the　arnbivalelltくiichotomv　of　fc）ar　of　an　invade！’and
日
Fun　with　Collection
いろいろメガネPart　l　あなたの見かた教えてください
Fun　with　Collection
Various　Colored　Eyeglasses　Part　l：Tell　me　about　how　you　see
会期：2005年7月lll－2006年3月31日
i三催：巨1、‘ノ：西洋）ミ術館
Duration：lJuly、2005－31　March，2006
0rganizer：National　Museum　of　Wes．　tern　Art
駕㍗烈㌫
爵淋撚竺亭？∴
；嬉嘉轟1
躍滅眺，
　　　いう｛ザう望口才一
Fun　with　Collectionは、国・ltl西洋）ミ術館の所蔵作品を中心に、　f’ど　　　　とってX…術館をより身近なものと感じる機会となったのではないかと
もから人人までを対象に、美術作品をより身近なものとして理解し、　　　考える　今年収集されたエッセイやプログラムの記録は、来年のFun
楽しんでもらうことをn的として、毎lnlテーマを設けてさまざまな切り　　　with　Collectionで公開展示することにより、さらに多くの人々に多様
川から）こ術作品を紹介している．　　　　　　　　　　　　　　　　　な美術の楽しみかたを提供することになると思われる。　時島洋子）
　しかし、鑑賞は本来自川で個人的な行為であり、十人十色という
ように、作品の見かた、感じかたも人の数だけ存在する　そこで、今
年のFun　with　Collectionでは、美術館が特定の視点から作品を紹　　　　企画：、1…島洋r、藤田T織、酒井敦」∵佐藤II、仔（客員研究員）
介するのではなく、逆に来館者による当館の作品の多様な見かた、　　　会場設営凍京スタデオ
楽しみかたを取り上げることとした。
　人は誰しも個人の経験や感情を基にして作品を鑑賞する”li’葉
を替えれば、人はそれぞれの「色眼鏡」を通して作品を見る、と言う
こともできるかもしれない，「色眼鏡」は否定的な意味合いが強いi－「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Fun　u．’it／1　Collectio〃exhibitioll　series　is　an　annual　series（，f　small一
葉であるが、今1コ1はそれを思い切り肯定的に使い、来館者各々の見　　　　sca］e　exhibitions　of　works　chosen　from　the　NMWA，s　collections　and
かた、楽しみかたを「（色）メガネ」というキーワードで表現した、そし　　　　focused　on　a　set　theme．　This　series　of　exhibitions　is　geared　towards　a
て、個人の1’1山な鑑賞体験を個人の中で終わらせるのではなく、そ　　　　b「oad「ange　of　visito「s・f「om　child「en　th「ough　adults，　and　offe「s　an
れそれの「・ガネ」を交換することで多様な作・16の見かた・楽しみカ・霊6忠＝：t°view　and　app「eciate　a「tw°「ksf「°m　ava「iety
たを分かち合うことIl的とし、さらに異なる価値や新しい意味が1・iJじ　　　　However、　the　act　of　viewing　and　appreciating　art　is　by　nature　an
作品のlliに見えてくることを期待した．　　　　　　　　　　　　　　　individual　act：ally　ten　diffe「ent　PeoPle　wiIl　view　art　works　in　ten
翰llliは・…5・1・と…6年の・・1・間にt・たるプ・グラムとして構　1＝：二1、11㌶∵㍑∴蕊：1∴1㌶，惣ll罐1
成されている・／）N　111｜は、常設展の作“hがすべて対象となるので、展　　　　year　we　used　the　works　already　displa．ved　in　the　Permanent　Collection
示は常設展をそのまま利用した．、初年度となる2005年は、おもに来　　　　Galle「ies　instead　of　o「9anizing　a　themed　exhibition・and　add「essed　the
6㈱・どのようにコレクシ・ンを見ているのか・何を感じ・考えている　霊コ1漂lltways　m　which　pe°ple　wh°c°me　t°the　museum　view
のかを知るためのプログラムを実施し、その結果をさまざまなノi法で　　　　　Eve｝yone『s　way　of　viewing　and　appreciating　art　depends　on　each
収集・rl己録した・’iG館の常設展示作品から1点選び、その作品やそ　　　　individua「s　exPe「iences　and　sensibilities・ln　othe「wo「ds，　People　view
れにまつわる想杣感想を記す「あなたがつづるこの1点蜘∫月　蕊忠、隠隠tl忽㍑隠蕊ぽ蒜ご1：㍑
’｜］館の作品3点（こ来館者が考えたそれぞれの題名を付ける「君の　　　program　we　stripped　the　term　of　such　meaning　and　used　it　positively，
名は？一一あなたも作品の名づけ親」などを長期間にわたって実　　　　using　the　key　te「m“eyeglasses”to「efe「to　the　way　each　visito「to　the
』‘した「あなたがつづるこの1点」で集まったエ・セイ433点につい　惣；蒜愁1ぽ：；tぽ愁：i蒜，＝蒜；
ては、審査員のひとりであるみうらじゅん氏による講評会を年末に　　　　have　people　exchange・・glasseボso　that　they　could　experience　and
行なった　また、夏には当館の作品を使った俳句、紹介ビデオ、写真　　　　unde「stand　a「t　wo「ks　f「om　diffe「ent　viewpoints・　The　hope　was　that　this
集など端乍するプ・グラムを行ない・秋にはアニ・一シ・靖楽・　＝㍑蕊漂ご蕊1㌶㍍＝㍑㍑漂
ファッションなど各界で活躍しているノ∫々を講師に迎え・それぞれの　　　　　This　program　was　devised　to　span　two　years，2005　and　2006．　This
）ミ術の！ulかた、楽しみかたをお話しいただく講演会を開催し、冬に　　　P「og「am　add「essed　ail　the　wo「ks　in　the　Pe「manent　C（）11ections　galle「ies・
はクリスマスに関連するf／・　　を使ったプ。グラムなどをt’、：なった／t　　an虻s　based°n　the　standa「d　display　gf　these　w°「ks・Fiscal　2°15　Was
　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　first　year　of　the　l）rogram　and　during　that　time，　many　activities
　今回の企画は、これまでの美術館から来館者へ、という流れに対　　　　designed　to　expl。re　h。“，　visit。rg．　t。　the・museum　viewed　the　c。llecti。ns，
し、来館者から）こ術館へという逆の流れを実現した点で、来館者に　　　what　they　felt　and　thoし19ht　we「e　ca「「ied　out・One　of　the　activities　was　an
essay　program　calle（1　LWrite　about　youl’special　art　wし）rk”where　visitoi◆s
would　select　a　single　art　work　in　the　Permanent　Collections　galleries
and　write　their　tlハoughts，　impressions，　or　Inemories　concerning　that
work．　Another　involved　visitors　coming　up　with　names　lor　three　art
works　per　month　in　the”What　is　Your　Name？Yo／l　Become　the　Titler　of
Art　Vv’orks”program．　These　programs　contirlued　through　the　year．　A
total〈）f　433　essays　were　collected　in　the’‘VLJrite　about　yourspecial　art
work”program　and　a　critiquing　session　and　lecture　was　held　at　the　er｜d
of　the　year　by　one（，f　the　judges　of　the　program，　Jun　Miura．　During　the
summer　months，　a　variety　of　creative　programs　were　held　in　which
visitors　made　haiku，　introductoly　videos．　and　photo　collecti（）ns　related
to　works　ill　the　museum．　During　the　aut／lmn　seasonL　lectures　were　held
by　specialists　from　the　fields　of　animation、　Inusic、　and　fashion，　each
presenting　a　talk　about　how　they　themselves　view　and　ellloy　art　w（）rks．
During　the　winter　season．　a　program　inx’olvillg　art　works　related　to
Christmas　was　held．
　　These　programs　reversed　the　normal　flow　of　interaction；rathel’than
the　usua］flow　of　activity　from　the　museum　to　the　viSitOl・．　these　programs
worked　lrom　the　visitor　to　the　museum．　The　hope　was　that　through　such
tactics　visitors　would　come　to　appreciate　the　mしlseum　as　a　more
approachable，　user－friendly　space．　The　essays　and　program　records
created　during　this　yeaピs　programs　will　be　on　public　disl〕1ay　in　next
year“s　Fun　with　Collection　programs，　a　plan　that　w川offer　an　even
broader　audience　m（）re　ways　to　enloy　art．　　　　　　C　Yok（）　Terashima）
Orgallized　by　Yoko　Terashima、　Chiori　Fujita，　Atsuko　Sakai、　Atsuko　Sato
（Guest　Researcher）
Display：Tokyo　Studio
弍一
キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　．。　一　　　　　　，wぷ娯竺□
ブリッツ・ルフト・コレクションの所蔵イ乍品による
Chiaroscuro　Woodcuts　from　the　Frits　Lugt　Collection　in　Paris　　　　　　　　　　　　　　　　ge
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F釧，2。。5　，1。Jj811．12J」11H　　　　　　　　　　　　　疇
主催：国、ン1ソ宙羊美術館　クストディア財団　　（財）西日三）こ術振興財団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟
入場者数：30」76人
Number　of　Visitors：30，176
キアロスクーロ　；レ莉ンス獣・・クの麺欄元画
　　　　　　　　　　　　　ぴ　q：f　　l　　H　　　　　　　　　　　さ】⊥　　　　　　　　揚，蛇　　●・．
　　　　　　　　　　　，←　　≠・　　　　　　　　　　．St　°1　．．
　　　　　　　　　　　．　唱　　　　　　巳　　‘　■　■■　㌔　　　　　　　「　　　1　．，　　　
　　　　　　　　　　　L．ノ　　　．　　．　・　，　de　　　，　L　r　　　　L　　　　　　　　　　　　　　s　　i　　　　　　　　　　ト　L　　，　　　　　　　　　」　　　　　　　．　　　■　■　t
本展覧会は、これまでほとんど紹介されることのなかったキアロス　　　　：カタログ：
クーロ木版画に焦点を当て、その技法や表現方法を紹介すること　　　　編集：軸li輝’渡辺晋刺1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：アイメックス・ファインアート
と、キアロスクーロ木版画に関する最新の知見を紹介することを目
的として開催された．幸いなことに、良質の版画コレクションを有す　　　　作品輸送・展示：カ1・一レック
るパリのクストディア財団（ブリッツ・ルフト・コレクション）の全面的な　　　　会場設営：東京スタデオ
協力を得ることができ、計110点の貴重な版画を借用した、またアム
ステルダム国立美術館から借用した2点の版画を加えることで、キア
ロスクーロ木版画のi三要作品ほぼすべてを展示することがll」’能と
なった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　exhibition　focused　on　so－called　chiaroscuro　woodcuL　The
　　キアロスクーロ木版画は、これまでに「1本でまとまった形で紹介さ　　　　exhibiti。ll　provided　all　explanati。n　of　techniques　and　expressive
れることはなかった版画のジャンルである，それゆえ本展では、時代　　　　methods、　and　was　aimed　at　introducing　the　latest　information　available
ごと、地ノ∫ごとに作品をまとめて展示することによって、この技法がど　　　about　the　chia「（）scu「o　woodcut’HaPl）ily’the　exhibition　enloyed　the
　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．　　t　　　　、　　　　　　　　　　　　fuli－hearted　cooperation（．）f　the　Foundation　Custodia（Frits　Lugt
のよっに生まれ、発展し、終焉を迎Kたのかを順を追って小した、ま　　　Collection）、　a　collection　kl，lowl71　for　its　fine　quality　drawingg．　and　prints．
た、パネルによって技法を説明したほか、インターンの協力を得て、キ　　　　and　the　Foundation　lent　a　total　of　a　hundred　and　ten　important　prints　t（）
アロスクーロ木版画の原理を実際に体験できるスタンプを作り、会場　　　　the　exhibiti（）n・The　Rijksmuseum　Amste「dam　also　lent　two　wo「ks・thus
で来鰺が自ら「作、11，」をii］・」作できるコーナーを設けた、アンケート　＝1ぽ＝；1：isplayalm°st　all°f　the　best“kn°wnexamples
を読むかぎり、こうした試みはたいへん好意的に受け止められたよう　　　　There　has　been　no　previous　general　mtr（｝duction　of　the　chial’oscuro
である　このことから、多くの．来館者は漫然と作品を眺めるのみでな　　　　　w（）odcut　gen「e　iI〕JaPan’As　a「esu］t・the　wo「ks　we「e°「9anized　in　the
　　　　．　、　　　　　　　　　　　s．　　　、　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　galleries　by　period　and　by　region．　and　thus　showed　how　the　gemre
く・積極的に作　・1｜を卿午しよっとする姿勢をもっていることを実感す　　began．　d。vek）P。d　and　eve。tually　f。d，d．　E。planat。ry　panel、　p，e，e。t，d
ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　information　（）n　the　techniques　used，　and　through　the　efforts　of　museum
　　もっとも、本展が専門的な知識をもった来館者’にも充分に見応え　　　　inte「ns・staInPs　we「e　made　that　allowed　visito「s　to　aclually　exPe「ience
のあるものであつたことは間違いな・・幾人かの版・・i研究者や版・1’・9　：麗1ぽlllll三cl：ll灘蒜Cl＝：’霊霊「蒜；1
家から、非常に刺激的な展覧会だったとの評価をいただいた　本展　　　　stamps，　Survey　responses　indicate　that　this　experiment　in　interactive
の学術性は、カタログにも反映されている，オランダの・美術史家エリ　　　　P「09「amming　was　vely　well「eceived’Thus　visito「s　we「e　satisfied　with
ク・ヒ・テルディング氏の協力のもと、“fti’ffiの研究動向を反映させる　lllll器1罐㍑、il鷺1：ll惣蕊麟：：1蕊：lly
ことに努めた。ただしカタログには1’・］’ij時に、．一般の．美術ファンも．親し　　　　　Undoubtedly　this　exhibition　was　also　designed　so　that　it　could　be
めるように、当時の）こ術や版画を巡る状況を平易に記したコラムも多　　　　fully　elljoyed　by　those　visito「s　who　have　sPecialized　knowledge　of　the
数肌た・ 　　　　　　　　㍑：1，㌻ll。；㍑蒜1㌶dfllil；惣：＝＝1∴；
　　地味な展覧会ではあったが、専門家、一般の）こ術ファンの双方に　　　　this　exhibition　was　also　reflected　in　the　catalogue．　Thanks　to　the
興味をもっていただくことができたことから、本展は成功した展覧会　　　　cooPe「ation　of　the　Dutch　a「t　histo「ian・E「ik卜linte「din9・the　cata］09ue
であつたと思う．ただ・ひとつ反省憶丞べると・キア・スクー・木版　1＝lll、鷲＝麗蒜；1，ll＝｛lc⊇含ll；
画は．素描の表現形式を模倣したものであるにもかかわらず、今回．素　　　　and　there　were　many　secti・ns　added　t・the・text・on　sut）jects　such　as　the
描を1点も展示できなかった、クストディア財団が適切な素描を所蔵　　　　a「ts　of　the　Pe「iod　and　the　ci「cumstances　su「「oしindin9　P「int　P「oductio「）・
していなかったという蹴あり・致しノiないことではあるのだが・素　all蒜n，1∵ll㍑llll：’蕊：llt　ls　a　ra，h。，s。bdued　a。d　q。i。，
描を併せて展示していれば、さらに魅力のある展覧会となったことで　　　　medium　and　hence　the　exhibition　was　loNN’　key　visually，　the　exhibition
あろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺ill「輔）　　　　was　a　success　because　it　held　interest　for　both　specialists　and　general
う8
art　lovers．　To　note　one　shortc（）ming　of　the　exhibition、　while　the
chiaroscui’o　woodcllt　is　a　medium　that　imitates　the　effect　of　drawing．
there　was　not　a　single　drawing　disl）layed　in　this　exhibition．　There　were
various　reasons　for　this　lack，　illcluding　the　fact　that　the　Custodia
Foundation　does　not　have　any　appropriate　drawings　in　its　collecti（）n．
Thus　w1’］ile　this　lack　was　unavoidable．　clearlv　the　exhibition　woul（l　have
been　aU　the　more　fascinating　if　draNNrings　had　l）een　displayed　aloi．｜g　side
the、v〔．）odcuts．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔：Shinsuke～Vat〔mabe．）
［Cata｜09ue］
Edited　by　Akir’a　Kofuku　and　Shinsuke　Watanabe
Produced　bv　Imex　FineArt　Inc，
TransPortation　and　h．istallation：Katolec
Display：Toky（）Studi（．）
くり
ロダンとカリエール
Auguste　Rodin／Eugξ｝ne　Carriξ｝re
会期：2006年3月711－6JJ411
－〕三イ羅：lt〔1、’ξIHil羊美祁直∬　旬ヨじ新II‖利：　TBS
入場者数：106，128人
Duration：7March－4June、2006
0rgarlizers：National　Museum　of　NVestern　Art／The　Mainichi　Newspapers　C（）．、Ltd．／
Tokyo　Broadcasting　System，　Inc．
Number　of　visito　rs：10（S、128
作品に強い個性を示し、歴史に名を刻まれるいわゆる「大芸術家」　　　き、総出lhll数136点となった、これらには、絵画、素描、版画、写真、
であっても、その表現や思想はひとりの人間の中だけで形成される　　　　ブロンズ彫刻、大理石彫刻、石膏彫刻、テラコッタが含まれる．
ものではなく、周囲の芸術的、社会的環境がなんらかのかたちで　　　　　「ロダンとカリエール」展は国立西洋美術館より発案した後、監修
作用している・今回の展覧会は、1　9　lll：紀フランスを代表する彫刻家　　　　者として’：1館i三任研究員大屋美那にロダン美術館（現国立美術史
オーギュスト・ロダンと同時代の画家ウジェーヌ・カリエールをとりあ　　　　研究所）のアントワネット・ル・ノルマン＝ロマン氏、ジャン＝ジャック・
げll吋者の関係性を軸にそれぞれの芸術を見直そうとするものであ　　　エンネル）ミ術館（現フランス美術館局）のロドルフ・ラペッティ氏を加
る。ロダンについては最も知られる近代の彫刻家のひとりであり、歴　　　　え、企画を進めてきたその後、本展のオルセー美術館への巡1可が
史の中で孤高の大芸術家というイメージが形成されている　しかし　　　　決まり、同）ミ術館から監修を補佐するためにエマニュエル・エラン氏
今回、ロダンの作品をカリエールの作品と並置し、両者の表現や思　　　　が企画に参加した、国、ア西洋美術館から発した海外巡回展という
想を同時代の批評とともに検証していくことにより、その芸術の意味　　　枠組みは異例なものであり、調査・研究から作品選定や原稿執筆、
をあらためて問い直した，他方のカリエールについては、1911ヒ紀末　　　　展示等の実質作業などにいたるすべての面において、日仏の緊密な
の高い評価と影響力にもかかわらず、今日では歴史ヒ埋もれた存　　　　連携のもとに行なわれた　今後の国際巡回展のあり方として、ひとつ
在となり、フランスでもようやく近年IIJ：評Mliされてきた画家である　今　　　　のtlJ‘能性を示すものとなったといえよう、、
回の展覧会では、カリエールの絵1川表現を紹介しながら、特にその　　　　なお、現在ll三陀西洋〕酬；r館には、松方幸次郎が収集したコレク
当時の象徴主義のサークルにおけるカリエールの位置づけを確認　　　　ションとして多数のロダン彫刻と2点のカリエールの絵画が所蔵され
することとなった、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている松方コレクションの・部をなすこれらの作品を原点として企
　今回、展覧会に向け、手紙類や同時代に発表された批評などを調　　　　画されたこの展覧会は、松ノiコレクションの意義を探ることにも結び
査した結果、ロダンとカリエールがたがいの家族をも含め、永年にわ　　　　ついているこのことも、収蔵品を基にした企画展のあり方のひとつ
たりきわめて親しい関係にあったこと、作品の表現方法や思想にお　　　　として、将来につなげていきたい　　　　　　　　　　（大屋美那）
いていくつかの共通の土台のヒにCxlっていたこと、多くの共通の友
人を有し、その思想的環境がいくつかの点で重なり合っていたこと
などが明らかとなったこれらのことから、展覧会ではまずロダンと　　　　ヵタログ1
カリエールの個人的な結びつきを紹介したのち、肖像作品からふた　　　　編集：大屋矧1
りに共通のモデルたちを選び，」1し、彼らをとりまくハ澗環寛を，、こした．　制作：インター’げリヵ
続いて両者の作品に見られる造形ヒの特徴をいくつかのグループ　　　　f乍品輸送・展示：日イ過運
にまとめながら提示することとしたここでとりあげたのは、刷塊とし　　　会場設営凍京スタデオ
て捉えられた人物群、背景と人物像の境界、ユゴーを中心とした文
学作品からの啓示、形の反復、手やトルソの意味などの問題である
ロダンとカリエールにおけるこれらの造形上の問題は、同時代の象
徴主義の批評家たちのあいだで繰り返し1汲された点でもあり、
結果としてこのふたりの芸術家を象徴主義の枠組みで捉えることと　　　Even　those“great　artists”whose　names　are　engraved　in　the　annals　of
なったt：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　history　and　whose　works　are　marked　by　a　sharply　individualistic　quality
出品作品は・Flll　i西洋美術6r｛所蔵品はも・7）／vのこと、・ダンイ4・1ぽ漂ご；慧t：a麗㍑ll：㌔：＝i瀧1蒜1
品についてはパリ・ロダン美術館の全面的な協力を得、またカリエー　　　　exhibitioll　exaInined　the　works　of　the　lgth　century　French　sculptor
ルの作品についてはオルセー美術館などフランスを中心とした各地　　　　Auguste　Roclin　and　a　Painte「of　the　same　e「a’Eugene　Ca「「ie「e¶and
嚇綱リエールの遺族などの順所鰍よりご協力を・・ただ　㍑蒜烈蒜1蕊1蕊三1蒜ぷ蒜t；：
1｛］
modern　era，　and　an　image　ol　Rodin　as　an　isolated　master　has　been　　　　　Today　the　NMWA’s　Matsukata　Collection　includes　numerous
created　within　the　hist（．）｝y（〕f　art．　However、　this　exhibitiol．ゴs　disl）lay　of　　　　examples　of　Rodinゴs　works，　and　two　paintings　by　Carriere．　Thus　this
Rodin’s　works　next　to　Carridl’e’s　revealed　that　theii’expression　and　ideas　　　　　exhibition，　inspired　originally　by　the　Matsukata　Collection　was　also　thus
were　both　a　reflection　of　their　particular　era　and　a　critique　of　it，　This　　　　　　linked　to　more　deeply　idelltifying　the　significance　of　the　Matsukata
juxtaposition　allowed　a　reexamination　of　the　meaning　of　Rodin”s　arts．　　　　Collectiol1．　The　hope　is　that　this　method　of　basing　exhibiti（）ns　on
Carriere　was　considered　influential　and　was　highly　regarded　at　the　end　　　　　　　collecti（）n　holdings　can　be　used　again　in　the　future．　　　　　　（Nlina　Oya）
of　the　lgth　century、　but　has　been　almost　forgotten　in　colltemp（）rary　art
hist（，ry．　This　artist　has　fhlally　been　reeva）uated　in　France　il】recent　years．
This　exhibition　introduced　Carriere’s　art：it　also　confirrned　his　P（）s　ition
within　th。・ymb・li・t　d・cl…f・hi・d・y、　　　　　　　　　［C・t・1・911・l
p，馴i蒜隠i，1濡1ご㍑蒜ll、・蒜蕊㌶ll蕊漂隠lb・・a
th・i・re・pecti・・f・mili・・e・1・y・d　a・ext・em・ly・1・se・e｜・ti・）・ship・v・・a　　T，anSI）。rt。ti。n　and　i・・t・H・ti・n・NiPP・・E・press
mlmber　of　years、　and　this　Ied　to　certain　aspects（）f　similarity　between　　　　Display：T（．）kyo　Studio
their　expressive　methods　and　ideas．　They　shared　many　friends　in
coMmOII　and　their　inteUectual　environments　clearly　overlaPped　in
many　instances．　The　first　part　of　the　exhibition　introduced　the
individLial　connections　betweell　R（）din　and　Carriere．　such　as　their　use　of
the　same　models　in　their　portrait　work、　and　other　aspects　of　their
intellectual　envir（）nment．　The　next　section　of　the　exhibition　considered
specific　formal　characteristics　found　in　several　groups　of　works、　These
groups　are　considered　as　topics　of　a　volume．　of　boundary　lines　between
huinan　figure　and　background，　of　suggestions　lrom　Iiterary　works、
PrimarHy　those　of　Victor　Hugo，（．）f　repetition　of　forms，　and　of　the
meaning　of　hands　and　torsos　hl　their　works．　These　forlnal　issues　seen　in
Rodin　and　Carribre’s　works　were　repeatedly　mentioned　by　the　symt）olist
critics　of　the　day，　and　this　led　to　these　tw（）artists　being　considered
within　the　symbolist　framework．
　　The　exhibited　Rodin　w（〕rks　were　drawn　from　the　NMWA　holdings
and　thanks　to　the　great　c（）operation　of　that　museum，　from　the　Mus6e
Rodin　in　Paris，　The　Carribre　works　were　drawn　largely　from　the　Mus6e
d’Orsay　and　French　regior｜al　museums、　along　with　those　from　private
collectors　including　Carriere’s　descendants．　A　total　of　l36　works　were
displayed4　including　paintings．　drawings、　prints，　photographs，　bronzes，
marbles、　plasters、　and　terracotta　works．
　　The　Rodin－Carribre　exhibition　was　proposed　by　the　NMWA　and　the
exhibition　coordinators　were　Mina　Ova　of　the　Nbv’IWA．　Antoinette　Le
Normand－Romain（．formerly　of　the　Mus（ie　Rodin、　currelltly　at　the　Institut
National　d’Histoire　de　rArt）and　Rodolphe　Rapetti（f（・）rmerly　of　the
Mus《ee　Jean－Jacques　Henner　and　currently　at　the　Mus（…es　de　France）．
After　its　Tokyo　venue．　the　exhibition　traveled　to　the　Mus6e　d’Orsay、　and
Emmanuelle　H（…ran　of　the　Mus6e　d’Orsay　assisted　with　coordination　for
that　venue，　lt　was　unusual　for　a　NMWA－organized　exhibiti（）n　to　travel
overseas、　and　all　aspects　of　the　exhibition．　from　sllrveys，　research，　and
selection　of　objects　to　essay　writil）g　and　installation　work、　took　place
under　a　close　coordination　and　cooperation　of　elements　French　and
japanese．　The　exhibition　can　thus　stand　as　an　example　of　the　potential
fot・future　overseas　travelings　exhibitions．
11
版画素描展示室
Prints　and　Drawings　Exhibitions
lll｛L立び呵ミ羊美そホ「6官所」歳片反坤i厘ξ
《ローマの’景観》：ピラネージのまなざし
Views　of　Rome：Piranesi’s　Vision
2ミ用1：2005イド10月80ー12月llll
Duration：80ctober－llDecember，2005
llこ位西洋美術館では数多くのピラネージの版画作lll1を所蔵してい　　　　The　NMWA　collection　includes　a　number　of　prints　by　Piranesi，　and　works
るが、その中から保存修復処置の終わった作品を今lul精選し展示　　　　f「om　those　holdings　with　comPleted「esto「ation　wo「k　we「e　ca「efully　selected
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　this　exhibition．　The　Piranesi　prints　were　displayed　alongside　prints　by　Jan
した．同時にヤン・ボト、クロード・ロランの作品を併置することで、ピ　　　　B。th　and　Claude　Lorrain、　an　exhibiti。n　stnicture　aimed　at　allowing　visitorr　a
ラネージの視点の独自性を垣間見ることができるような構成を目指　　　9］imPse　of　Piranesi’s　unique　qualities・Through　the　cooperation　of　the　Center
した．また東京大学大学院象形文化研究拠点および日立製作所試　　　fo「Resea「ch　on　Pictolうal　and　Cultu「al　Resou「ces　at　the　Univeisity　of　Tokyo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　Strategic　Products　Development　Center　of　Hitachi　Ltd、　the　exhibition
作開発センタの協ノJで東京大学図書館所蔵作品のピラネージ作品　　　　marked　the　public　opening。f　a　database　of　works　by　piranesi　in　the
データベースを一般に公開した、．／　　　　　　　　　（it’lj梨光ID　　　　COIIecti（）n　of　the　Univeisity　of　T（）ky（）Libraiy，　　　（MitSumasa　Takanashi）
作lllllリストList　of　Works　　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ローマとカンプス・マルティウスの地図》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778コ　　　　1774年iCs’i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ネロの墓》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久エングレーヴィン久3葉の饗の目紙の継貼
1　　　　　　　　　　　連作．グ。。テ。キ1より　　　　　　　121t5×75°mm
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］　　　　17！7年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
《骸骨》　　　　　　　　　　エッ㌘久エングレーヴf以ドラtポイント　　　P／an・〆鋤・…d伽C・mpus・Martius
連作グ。．，テ。キ、よ、）　　　　　139L）×5D4　nll漁［・5°7×71g　ni　in　（紙）　　　ca・1774
17．17年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］　　　　　　　　Etc；ing　and　engravim9　on　three　laid　papers
エッチング1エングレ＿ヴィン久ドライボイント　　　　　　　　Ti？e　TOinb　of’　Netて）　　　　　　　　　　　　　　　　121：）×750　mm
395・555mm鋤、507・718mm（細　　　　fr。m　tlle、e，i。、．・Gt’、tt。schi・・　　　　　　G・1998’2（）
黙ごtaPi「anesi［172°’1778］　籔無1：1　　漂瓢mm＿　、、
lllln；；1：se「ies伽f鋤一　　　　　G・1992－57　　　　　　　ジ・ヴ・ンニ・バ・ティスタ・ピラネージ［172・－1778］
Etching，　engraving　and　dr）．　’p。int　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《サン・パオロ・フオリ・レ・ムーラ聖堂》
ご）1㌫mm（plate）『5°7×718mm（pape「）　4　　　　　　i；㌫の・n・よ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］　　　　エッチング1エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《大きなイi板》　　　　　　　　　　　　　　　’；02×619　mm
2　　　　　　　　　」必グ。。テ。キ1よ，　　　　　　Gi・va・・i．B・・ti…Pi・ane・i［172・－1778］
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］　　　　1747年頃　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　S・Pao／o　ttlori／eルfura
《凱旋門》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久エングレーヴィン久ドライポイント　　　　　　　　from　the　serie’　s“77he　Vie［vs　o〃？ome”
瓢r・テ・キ．よ・　　　111、∴＝惣篇．1778］　騨㌫　・g
エッチング1エングレーヴfン久ドライホイント　　　　　　　　The　．4，lonurnenta／Tablet　　　　　　　　　　　　　GI989－6
394×553mln〔片反）、507×718∫nln｛糸氏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h’（．）mtheseries　”（了”0～teSCノ？i’」
Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］　　　　　　　　　cu・17’17
7γ・輌・廻κ〃、　　　　㌫慧ll忽認三㌫m。，，、、pe，，　　7
1：1襟se「ies　”6rc）tteschi”　　　　　G・1992－58　　　　　　　ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・スタ・ピラネージ［172・－1778］
Etchillg，　ellgravir、g　and　dlyp。iT、t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《シビッラの神殿、ティヴォリ》
394×553mm〔plate），507×718mm（paper）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作1ローマの景観’より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ・ヴ・ンニ・バ・ティスタ・ビラネージ［172・－1778］　三1∵㌃1忽惣1ζm。、紙，
｝2
Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］　　　　　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ…チン71エングレーヴィング
Temρle　of’　S．vbil・ηθ（）”　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ［1720－17781　　　　G29×4Glmm〔版1’755×578　mm（紙l
h二）mlhe　series‘‘η1（’w1’s°t’　Rom（’t’　　　　　　　　　カエキリア・メテッラ墓廟・　　　　　　　　　　Giovalコni　Battista　Piranesi［1720－1778］
㌫II。　and　e，。，a．i。、，　　　　　連1・，。一マの、槻よ、）　　　　　The・0；ccl〃ed・T・mρi・de〃・T・sse、・ne．a”
421・・；1mm，1、klt。、二578・755　m。（i、1岬　　　17、3i1・　　　　　　　　　Tiv・／1，／llt・「i°L
GI996－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ’チンilエングレーヴでング　　　　　　　　　　　　　h’om　the　s（，i’ies“The　t・7ett’s（o”～⇔〃～ζ’”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　452・63〔［mm‘　f、（・、578・755　nm紙：　　　　　　1764
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　en9｝’aving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］　　　　　　　　　629×IG4　mm　q）latvり．755×578　mm　q）al）er）
8T／i（’7b1η乙）（ノt’CW（）ciliaル7（＞te／／o（〕・1997－7
ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ［1720－17781　　　　fmm　tllt　series”Th（J、’i〔＞ttls（11’　Ronκe’”
シビ・ラの繊テ・ヴォリ・ド端造鞠’ 　蒜、，a、輌a，・，g　　　　I7
辿1’1：ローマソ）景観．．より　　　　　　　　　　　452×6．30　mm〔plate．）．t578　）755　mm｛PaPer）
17Gl年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1996－7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ［1720－1778］
エッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《通称ミネルヴァ・メディカ神殿》
13s×62°m・d‖∠1・578×755　m・GtlC　．i　　　　　　　　　　　　　　　連f］、．。一マの1槻より
Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1764年頃
Temρ／e　oたSvわ〃，　Tit．）o／i　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ．バッティスタ・ピラネージ・1720．1778］　　　　エッチ三久エングレーヴィζ．Z”
・・二…h・・e…s－・’・U－…一・’　　　通不8、マエケナス、111、テ，ヴォ1パ　　　46・4×‘°°lnm（版｝・578×7・tb…｜｛紙）
㌫1；＝1；・、7、。，55mm，＿）　　隠マの　よ・　　　＝＝㌫竃；蹴
G．1996・－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エーvチン久エングレーヴでング　　　　　　　　　　　　　　ft’（）m　the　se［’ies　LLTh（J　W（〉μso”C‘〃ノlc）　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　456×677lnmdl反｝、578×755　mm〔糸氏1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca・1764
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　engravingf
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GioN’anni　Battista　Piranesi［17201778］　　　　　　　　4（i4×7eO　mm（．plate）、578×7；5　mm（paper｝
9　　　　　　　　　　　　　　　The　so　－ca〃ρ‘∫W〃a・oL，Waechnas，　Tiv・o～i　　　Gi　1997－　（S
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ「1720－17781　　　　frOm　tlleseries“77te　U（・tt　Ts（ot’　Rθtne”
モ・レ橋　　　　　；誕lllllg＿・，，g－・，1、　　　　18
1坐fJI…　ロー二7ソ）1；t雀見　より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．156　　cl77　mm（plate｝．578×7551コIM　q）Elpel’）
17G2年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1996．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ11720－1778］
エッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ティヴォリの滝》
43S　x　6＾5　nll〕｜．Iliメ（‘、578×755　lnl1コ～考i氏・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作1ローマの景観より
Giovanni　Battista　Piranesi［172（）－1778］　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1766－67年
Tl・P…’・．肋”e 　　tt　　　ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・スタ・ピラネージ1172・－1778］　；㌫、Zl二、忽㌃㌶mnl、紙、
［iL’｝P．］　the　series　”The　L・’7ettTs‘ot’　Rotne　　　　　　　　　・通称マエケナス荘の内部、テfヴォリ　　　　　　　　　　　　　”
感；蒜1；・578。，5，。＿，、　蕊　・・観よ・　　　＝＝瓢nesi［172°－1778］
G．1996’5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング1エングレーヴでン7　　　　　　　　　　　　　1「Otn　the　series’‘　The　Uαρs〔，rノ～ω1～ビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーi7－1×6　L）　i3　ml1〕1片反1、578×7551nlτ1～ji氏｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1766－（」7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　engraving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［172（）－1778］　　　　　　　　・174×702　mm　q）late　｝、578×丁55　mm（p｛lper）
10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7・7ie　SO，CCI〃ed　Vi〃o　orル1d（？α2〃σsθrηむ（ノ／L　　　　　　　　G・1997－8
ヤン・ボト［1618．1652］　　　　　　　　　　　　”7勧わノルW”］’ωo万91〃て＞s∫η”～eOρρノ～∫ノ790∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cll7　Aノて・hθ～）o（・e．
モッレ橋・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h’Oln　the　series”77ie　Uρrご1S　ot　Rome”　　　　　　　　　　　　　　　19
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ca．176－1
197×278mm（紙）　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳tchingand　eng［・avillg　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ［1720－1778］
、。。B。，h［1618．1652］　　　　　lll蕊〕mm〔plate）・578×7t”5　mm　｛　t）itl’ei’　’）　　Wカラカラ端の馴1・｜・
T／ie・Poriteル10〃e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連1］1．ローマθ旗観より
E・。hi。g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l766年t”i　　、、197・278mm〔pape，）　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　エッチ玖エン㌘一ウィノグ
G．197．1－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　442×690mm｛版L578×755　mm〔紙）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バツティスタ・ピラネージ［1720－1778］　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．通称トッセ神殿、ティヴォリ近郊“　　　　　　　　T／ie　Batl～s（）f　CatJ（ic’a〃a．8iκ∫’s－Eve　Viet．v
ll　　　　　　　　　　　　　　　　連fG≡ローマの1；槻．よ1〕　　　　　　　　　　fr・m　the　serieボ刀〕‘・U・・ωs・／’A’・me”
ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・ス・・ビラネー 三［172・－17781麗，、エ、クレ．ヴ，ンク　　　認：｝・nd　engraN’ii・，
サンタ’マリア’ディ゜ロレート」II～’li；．1とサンティ・　4．11。57，，、1m順、578。T55，，、ml紙1　　　　4112×69°…m（pla・・）・578×755　mm・P…e・）
シモ・ノーメ・ディ・マリア聖堂》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997’9
連f・、、。一マ蝋観」より　　　　　　　Gi・・almi　B・tti・t・Pil：ane・i［1720－1778］
17G3iド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tlie　SO－CO”〔～d　Teniρ’io　de／1（？Tosse・neat’
エ．チン久エングレーヴィング　　　　　　Tiv（lli　　　　　　　　　　20
・27・・8・m・・版・・578・755m・・紙｝　　　；1；ll；these「ies“〃］鞭1～ls°輪〃e“　　　ジ、ヴ。ンニ．バ、，テ，スタ．ピラネージ［172。．1778］
Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］　　　　　　Etchmgand　engm、－in9　　　　　　　　　　　　　　　《カラカラ浴」場、中央ホールσ）内部tt
：㌘＝＝＝蹴　㌫㎜Φ　∵㎜〔1）［11pet’．）　；繊；1∴，
f「OM　th（　s　eries　“77ie、’i（？tt　s　ofR（，n］et’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　430×6521丁1tn（IV，（）、578×755　lnln　l糸氏｝
1763　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　．　　．　　　　　　　一
Etuhinsi　ancl　eng　ravil1　8」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　　　　一　、　　、、　　　　　　　－　　　　　Glovanm　Battista　Piranesi［1720－1778］
427×686mm（plate）、578×755　mm（paper）　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラ不一シ［1720－1778二　　　　The　Baths　of　Caraca〃a／n　tei’ior　of　the　Central
G」99蘭　　　　　　　　　　　　　　　　　　：通称トッセ神殿の内部、ティヴォリ近郊．　　　　〃o〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作ローマの景観．ーより　　　　　　　　　　　　　　　　　f「Om　thc　s（rkS’‘77i（・Viett］s（ノ∫1～（，mρ“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1764年　　　　　　　　　　　　　　ca・17Gll
15
Etching　and　eng！’ax’ing　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
1｛il謡）mm（（plate）・　：578×755　mm（pal〕e「）　　ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・スタ・ピラネージ［172・－1778］　ジ。ヴ。ンニ・バ。テ・スタ・ピラネージ［172・．1778］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表題葉：ポセイドン神殿内部》　　　　　　　　　《第4葉：パエストウムのバシリカ、側面の列柱、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作パエスト／’・ムの，liftL遺跡の景観より　　　　　　　　右前景にポセイドン神殿》
21　　　　　　　　　　　　1778年　　　　　　　　　　　　連作「パエストウz・のIII’代1跡の1；Ut見luより
ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・スタ・ピラネージ［172・－1778］　蒜蒜ンクレーウ嬬のll紙　　狸。、エ．グ、一ヴ，ン久酬紙
《コ゜セウムの内・1’IS》　　　　　Gi。，・d’・nni・B、，，i，，。　Pi，ane、i［172・－1778］　　・7・×　66t）　m・
連「］：・・°一マの；湖1よ1）　　　　　　　Fl・・ntispie（；e．’　Liietv・hot．oing　the　i’emain・・f　　Gi・vanni　B・tti・t・Pi・ane・i［1720－17781
；i麗工・ク：竺グ　　　ll：1ご1㍑溜瓢蕉竺；＿。、in、＝罐艦溜；㍑2三ω・
U・9×692mmd‖又）・・）7，9×755　mm（紙）　　　　・・！〃〃傾・≡／〃・’・・s…・／’〃・（w～・・励・・／燃’・’・1・”　t）’・st・pla　te
＝膿瓢㌃si［172°’1778］　曇繍・・・・…g－…d　papei　撚隠：瓢＝＝瓢’＝浴
1「・・n　the　se・i・・ボ刀・（・U・・ttls・〃？・nl（）”　　　　　　G・1998“21　　　　　　　　　　　　Et・hii｜9・・d・・g…i・19・n　l・id｜・・pe・
ca．1766　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　470×GG5　ln｜n
Etching　and　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－25
459×692mln（platc）、578×755　mm（paper）
G」997－ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージー1720－1778『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈第1葉、パエスト。ム。洞賢遺構1　“　3°
22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠景に3つの建築遺構x　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720，1778］　　　連作．パエストウムの，lffk遺跡の景観「より　　　　　　　x・．第5葉：パエストゥムのバシリカ内部・
《デ，オクレテ，ア。郡浴場の遺NdJl》　　　1778年　　　　　　　　前室の遺構》
1◎1∴、．　臨：1∵∴78］i論二∴1∵
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LWe1むshott．；ing　the　t’C）lr］〔lit15’0〃んεancient
420×685mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ci4・，tvoUs　A．　of　Paestum　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
麗v鵬＝esi［172°‘1778］　撚㍑ご1；1；・；：：1蹴瓢ご鶯鯉鮮＝＝∫°f‘he
l・・些he・erieボ肪鹸ω・・fR・me”　　　　Et三hin昆alld　en9「a”in9°ll　lald　pape「　　　　1，。m，h＿i。、・の』揃姻，r、。me　ot’t／，＿。～、、s
l774　　　　　　　　　　　　41b×も・Omm　　　　　　　　　　　・・撤・・9’，at　e（lih’・・es…・）f・th（・・（lri（・ierlt　city・f・Paestutバ
Etclling　EIIId　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1998－22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
Et・hi・9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et・hi・9　tmci　engravi・9・n　hid　P・pe・
120×685mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　490×67｛lITIrrl
G．1971－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－2（；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージー1720－1778一‘
23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第2葉：パエストゥムのバシリカ》　　　　　　　　13　1
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778：　　　　連作バエストT’「ムの占代遺跡σ）景観よリ　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720．1778］
《フ・ルム・・マー・ム・遠景にコ・セウムを望む》　狸グェ、グ、．ヴ，ング浪の、紙　　　編葉・パエスト・Aのバシリ納部、
連作1・一マの景観．よ（）　　　　　　　　．4．45・G70mm　　　　　　　　　　　前彗ミの遺構》
狸久工・ク・一・・v・・，〉ク　　　G…：ann・B・tt・…P・・ane・・．［172？・778］　撫’Z7・トrbムのII・幽の；撫1）
1713×7°7mm〔版｝・578×755　mm（紙）　　；撫；彦㌃㍑＝《〃S°／（1／a”ge　　エ・チ・：／Lエ・グ・一ヴ・ング・費の・紙
Gi・vanni　B・tti・t・Pi・ane・i［1720－1778］　　1，。n，，he，e，i。s・“Difik）rer、t　t’1（、it，s　of＿、、〃＿。。itTs　：17°×7°・）lnm
T71C　Fot’t．itn　Romc’nut「～・or　c‘「ノηρo　v（1（℃itlo・　　　　　　　イ・／〃～’（ee　．gt’eat（・diti（’（・s　o／t／1（・（・〃（1i‘・・lt（』’r、．　ot’R（1（・・stlltll’1　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778J
鴬，＝r瓢、㍑驚1°nce　　ぽ・。巴and。、，，、，・，9。、1、・dP、lp，，　　㍑＝㍑獺＝彪麺
1772　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44．）×6tOInnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
・・三h…9a・d・・9・a…9＿一．　　　　G・1998－23　　　　　　　厭謬ぽ像瓢：’；篇忽駕＝～∫
473×707mm（plateL：）79×to：）mm　q）aper）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
G・1997’33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et。hil、9。nd　eng、・。vill　Si。。1。id　pap。，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　470×705mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《第3葉：パエストゥムのバシリカ、
ク゜一ド’°ラン［16°9J16s2］　　　　聡1・ポセイド・酬＞　　　　　32
忽ム’°マーヌム》　　　㍑・エ…ムの・1・酬の景窪見：・・　　ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・スタ・ピラネージ［172・－1・778］
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ェッチン久エングレー一ヴィン久饗のll紙　　　　　　　　《第7葉：パエストゥムのバシリカ、
lgg×258　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　495×（～52　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　前室のファサードを内側からのぞむ》
Claud・L・rrai・［1600－1682］　　　　　Gi・・ami　B・tti・t・Pi・an・si［1720－1778］　　竺1パエストウム゜），fiイ｛1遺跡の；瓢よ1）
驚R…η　　露㍑：＝＝㍑織　欝論・・一ヴ・ンー・紙
199×258mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　theseries－1）itferent　Li（’u，s　olfs（）ni（・of　the　i’en’iains　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
Gl998’63　　　　竃㌔蕊1∵1二竺　”㍑＝調器゜f　th…”edC°”ege°f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　495×652mIn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fronl　the　sc　ries”1）il］k＞t’erit　V～〈t．t．．）s（Jfsorneθ／’〃1（ノt’c）tノ’1（litl．s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G、1998．24　　　　　　　　　　　　・々／？1’e・卿～・d”・’・！s…・／’～・e　ail・～・・’・ぬ’・fPr・（・s’醐“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　alld　ens」rax’ing　On　laid　pa匹）er
155×6701nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ot』　thi’ee　gi’ecit　c’difi（’（’s＿of　the　ari（’～〈v～～（’ぬ’〔ノ〆’Puesttitバ　　　　　　Giovanni　Battista　Piranesi［172（）－1778］
G．｜998－28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XV．　L／ieωot’　the　retnains（，f　the（］ρ〃CI　of　t／～e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E竺hin巴・nd　en9「avil19°n　laid　paper　　　　　Ten？ρ／e・〃Neρtune
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4；）3×6ゴ8｜nl1〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・1998－・2　　　　　　　㍑∪㌧㌫繍忽㍑二；；㍑㍑駕㍑～s
33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
ジョヴマンニ・バッティスタ・ビラネージ11720－1778］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etcl｜ing　and　en9「avil190111aid　PaPe［’
第8葉・パエスト・ムのバシリカ、　　　37　　　　　　　　㌫、鳳mm
前室のファサードを内側からのぞむ　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ”1720－1778i
連作ハエスト「‘仏のiiffk遺跡の景観より　　　　　　　　第12葉：パエストゥムのポセイドン神殿内部
177sfド　　　　、．．，　　　　叱版・　　　　　　　　　　41エッチン久エングレーヴィン久養の目紙
188、660mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連f］三ハエスト「tJムの古代遺跡の景観より　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
＝＝：麟；，隠㌫d∴∵レー一の11紙　灘1；テストゥムのポセイドン神殿・
忽ぽ：1㍑，蕊1∫1～㌘（1『。，“＿，＿sGi・v・nniB・‘！i…Pi・ane・i［172・－1778］　ll6，，1’エスト『醐1「趨力剛見より
。〃！腋卿，。、／ifi，。s…。触。“、↓。。醐・。〃ン。・、・励　　・w”1／e’⑰（1・eω・f　the　Te・nple・of・～（’ρt・Ui（？　　エ．チ以エングL一ヴィングL・’1’ttの微
1778　　　　　　　　　　　des・’肋ρd／n　R／・te　X（∫eω1～d　t・ietsi（・∫了ノ　　　．195。6731nnl
Etching　and　engraving　on　iai（l　PaPer　　　　　　　　　　　　　　　　　　f｝’um　the　scries」’1）itl≧・1’ent、’iett’s　ofsutJIC，θ／1〃1〈・　1’（・rtl（tirls
188×660mln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，t．thi・（理ノζ・（lt　e（lit）’（’es＿θtt／～ρω～（’i（・tlt‘’め1　r♪〃Ja（・sttllガ　　　　　　Gi（）vanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
G，1998－2g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（レ7，　Vi’（≡）LV　O／’〃7e　iてen？oins（二）fthρtLVOノて）to∫of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l黒1螺㍑19「a”in9（）n　laid　papcir　　　colutlltls　i・th・T・mple・f・N・ptun・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．｜！）98－il：9　　　　　　　　　　　　fr・n｜the・e・ks力↓々・1〔面M・θノ1・e・・”／ぽ・〃・・～r～s
34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　：；㍗四蜘α”／i（’es．・・°t’　tl’e　ati（’i‘コtit　cit．i．θ”）（’estt．tnl
ジョヴァンニ・バッティスタ・ビラネージ：1720－17781　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　alld　en9「avmgoll　laid　PaPe「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・195×673mm第9葉：パエストゥムのバシリカ、　　　　　　　　38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－37
前室0）ファサードを内側からのぞむ　　　　　　　ジョヴアンニ・バツティスタ・ビラネージ：11720，1778］
連作パエスト・’・ムのIll代遺跡の景観’より　　　　　　　　第13葉：パエストゥムのポセイドン神殿、
狸二久工、グ、一ヴ，ン久蜘、紙　　　前室の端　　　　　　42
170×67〔〕mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連f乍ハエストr’，ムの占代遺跡の景観’よ1）　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
ぽ㌫蕊蒜1蹴1。f欝㍍・・一ヴ・ンー1・紙　　瀦1；エストゥムのポセイドン神殿・
ぽ∵＝忽忽1（1忽ノll忽一、s　G・・一・・．・・ttii…pi．・ane・・［1て2・一・1・8］．　㍑・ll’エストゥム酬1童跡の；1糎
：竺・’・・輔一・伽一一・f－〃1”　㍑，燃！　㍑；㍑隅㍑゜’7刷7e　蒜蒜グレーヴィン脚ll紙
㌫㍑ごn9　’in9°n　laicl　paP（』「　　　1：㍑㌫漁i㍑㌘嚇蕊㍑；㍑、1忽s　Gi。vanni　B、・ti、・。　Pi，an，，i［172・－1778］
G．1998－3｛1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪（VIL　レ’iea）0／｝’力（≡～t’en？oins　of　the　ce／la　ot’t／］e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchillg　alld　Cngraving　On　laid　PaPeI’　　　　　　　　　　　　　　　Temρ／e　of〈ieρtune
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　495×6701nm　　　　　　　　　　　l，、）m　tlle、e，i。，・撒。，。，、川α、、。t’s。“，（，。r〃～（’“・川。，“s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1998－：ハ4　　　　　　　　　　　　。／〃・，・e〈・9t’（・。／、difices、．・〃加θ〃（・∫・・〃、・め・・∫輪r・〃・”
35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
ジ・ヴ・ンニ・バ・テ・スタ・ビラ⇔：172・－17781　　　　　　　　　　㌫漂1：、：n9「avm9°n　laid　paper
第10葉：パエストゥムのポセイドン神殿　　　　　　39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，lgg8－：18
連fllペエストT’tムの占代遺跡の景観．より　　　　　　　　　ジョヴアンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
1778年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’第14葉：パエストゥムのポセイドン神殿、
エッチ以エンルーヴィ玖如）目紙　　　　前室の遺構　　　　　　　　　43
・180x7（）7mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作ハエス　・・’・ムの｜ii代遣跡の景観より　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
呈i（；1：、㍑i＝漂㍊；；；腸21。，｝．　狸，、エ、クレー。，＿、、、、，　　《第18葉・パエスト・ムの通称ヘラ“・ll殿》
9・d　ot’　t17e・ncient　cit・・f’・Paestimi　　　　・17・・661S　mni　　　　　　　　　　連作［ハエスト以の占f遷跡の；1襯’より
1㍑凛繍留；膓｝，；：：・～＝；　∵；，1㍑、i㍑…　G・。vanni　B。・t・、・。　P・・a。e，・［172・－1778］　㌘⇔クーレー。，〉、，1　’｛’tea、、、，
1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xハt－一尺ρ（’lt’　Vi（）t↓’0”／7（ヲ1’amaills（）ftheρiて）naOs　　　　　l．152×670　mm
l謝㍑蒜n9！a’u19°n　lald川’ド「　　　；㌫蕊㍑㌫～蜘e’‘1…加迦゜　Gi・vanni　B・tti…Pi・ane・i［172・－1778］
G．1998－31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　frOl1〕thI、　SCries・’1）ilと，t＜et～t　liett・s　ol’　so〃，（．　ot’th（、　i’（，rli‘lirls　　　　　XVIII・Viet．v　of－another　ten？ρ／e　in”7ρci4’of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ot1　thii）（・　gi’（　’icit　（・dit）’（・es＿oft／1（！・（ill（ゾ（・rlt（ψot　f？（i（・stt〃バ　　　　　　Pae∫tum，　tv／～i（ゾ～if　COMMOII／t～）（？／ieL，ied　t（，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ho＠e　been（ゴe（プicated　to．ZL〃1（ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9　and　el191’aving　on　laid　P《IPC，t’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　the　series・・Differei’it　Lt7ettTs（，f　SOtTl（・（ゾ’／ハc）t’（・MCiiilS
：う6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47（［×663mlll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o／’〃～’ζ・ρμ’て・θ’（・〔／～〃（’es＿0〃ノ丁ρ〔ltl（・i（・ltt　Cめ・of’　／一’（1（lsttltn　”
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778：　　　　G』1998≡35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1778
第ll葉・パエスト・ムのポセイドン3・li殿、　　　　　　　　　　　1；1㌫1；：n9「avil19°n　laid　pape「
側llfliσ）ダリ干ド！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998．39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・10
連作ハエスト・Hムの，ii代vgi跡の景観よ1）
177s年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
エノチン久エングレーヴイング浪のH紙　　　　　　　　・tK第15葉：パエストゥムのポセイドン神殿、　　　　　44
153×678mm　　　　　　　神・ldの」齢》　　　　　　　ジ。ヴ。ンニ．バ、ソテ，スタ．ピラネージ［172。－1778］
灘灘議鰍㌫鐘㌘ll∴i㌘∵　1蹴i㌫ストゥムの通称ヘラ杣段・
thρtbist　plate　　　　　　　　　　　　　　　　　　　495×G751nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連作ハエストゥムのll「代遺跡の景観より
fr〔｝ln　the　series”DitTet’（・ノ～t、∫（・tt’s　o／’so’刀（・f，／〃’（”て・’ノ～ロins　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l778｛卜
ll
エッチン久エングレーヴィン久養のll紙
4G5×6GO　mm
Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
Xl？（，∫～d（？む～eω0”／7e　7セr77ρ／e　oんtuno
h’om　thUS（Sl’i（．’・S　”1つil］t’i’C”ilt　1・’ic’tt’sり／『SOtll（）orthe　t’（，tl7Clii］S
o／－〃tノ’e（・9t’eatρ〈∫〃（℃∫，．．oftheθ〃ci（）flt（ヤめ『ηrρ〃（7．　sturr］’”
1778
Etch川g　alld　engra、『ins」　on　laid　paPer
4G5×66U　lllM
G．1998－40
45
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ［1720－1778］
＜第20葉：パエストゥムの通称ヘラ神殿内部：》
連作ハエストゥムの占代．遺跡の景観より
1778年
エッチン久エングレーヴfン久寮のll紙
480×G88mm
Giovanni　Battista　Piranesi［1720－1778］
ノ（つく，／1？terior　vieω0”々e　tel17ρ／〔～ωノ7～C17～S
わ（～”ρれ（～ゴto　haveわeen　de（／i（てJtc～d’0．ノuno
froln　tlleseries’」D～／／～フノ（）〃～、”i（）tt’sθ／「∫θ1η（）θ／9～／～e”emc，it？S
り／－〃〃〈・（・．4」i’c）a／（・（∫it）’（℃s．．，‘ノノ’／ノieθノ～C～（’〃1ビ～ハ’‘ノ／’／〕（1（！．～ttmブ
1778
1こt（．tlillg　三11）（l　c、1〕91．a、『il｜9　（）ll　｜～li（lPal）し）1’
481）×G88　PMn
G，1998－41
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芸術家とアトリエ展
Artists　and　Studios
≦1ミIUj：2006｛ド3戊」7日一6Jj411
Duration：7March－4June．20｛｝6
芸術家のアトリエを描いたドーミエの作llh、雑誌1』イリュストラシオンニ　　　This　exhibition　Presented　images　of　the　studios　of　19th　century　artists・
に掲載された芸術家訪問記の挿絵など、19－lll：紀の芸術家のアトリエ　　　　such　as　wo「ks（）f　Daumie「that　dePict　a「tists’studios’and　illust「ations
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shown　al（．）ngside　recol’ds　of　visits　to　a　rt　is．　ts　pllblished　in　the　magazine
の様j’“をf云える作IITilを口ξ示した．　　　　　　　　　qll中lll之）　　　el｜titled　LM∫s～，刀，～oη．　　　　　　　　　　　　（Masayllki　Tanak《U
作品リストList　of　Works　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オノレ・ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　オノレ・ドーミエ［1808－1879］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アトリエ風景1：「マダム、お日にかかれて　　　　　《芸術家2：「いつの日か、あんたにわたしの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいへん光栄です1…」》　　　　　　　　　　肖像をつくってもらおう、そのスタイルで…」》
1　　　　　　　　　　　　シャリヴァリ、1848・1・lll　　　　　　　シャリヴァリ・、18．18／i・．－IJJ21日
オノレ・ドーミエ1808－1879　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ1’グラフ
，］1－i代i史47：ピュグマリオン　「うひゃあ、芸術　　　　L’（iO×2301111n　　　　　　　　　　　　　　　　　252×216「nm
の輝ける大勝利！　驚いたのなんのって大　　　　Honor6　Daumiei・［1808－1879］　　　　　　　　　Honor6　Daumier［1808－1879］
彫刻家もびっくりIJI∫ノこ、　r　l分でつくった彫像　　　　SCEI・N（ES　D　IA　TEL／ER∫　／　．・－iT40dam．　fai　bi（）1i　　　　LE∫　A　RT／STES　2：－Eaudt－ci　qtle　le　t，；ous　tt］sse
が息づきみずみずしくも目’ったれた風情　　　／7honneui’！．．，　　　　　　　　　　　　　　16il－e　un　y’our　nlotl　p（）rtrait　dans　ce　gant’e　lc），．．
で、のそのそ腰かがめ、ねえ、ちょっと　あた　　　　L（J　cvl（ti’il・θ〃．　Jatiuai｝・18．18　　　　　　　　　　　　　　L（・・cソharitrat’i、21April　l848
しにもひとつまみちょうだいな、なんて日顔で　　　1」th・9ral）h　　　　　　　　　　　　　　　　　Lith・9raph
わてくれたひにゃ」じ・オ・1・1齢　　　㌫、；1㌫m　　　　　　　三1、蒜、；m
シャリヴ’）一リ、1842flこ12月2811
リトグラフ
232×191【nln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
Honor6　Daumier［1808－1879］
〃パτ0〃ぞEAVC尼∧i／VE　4　Z・　PYG，444〃0／V　O　　　　　オノレ’ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　オノレ・ドーミエ［1808－1879］
tt’ionlρノ～e　dc・s　aiJts∫（～ue〃e／fuAt／O　SI〃ρηSρ、／　　　　　．1アトリエ風景2：（毎度おなじみの｝自lllli像を　　　　　《芸術家4：ド丁な絵をサロンに送る迷惑　「サ
Gj’and　sccu／pteur，（IU（III（1　tu　vis　marbt’e　　　　　　描くフランス人》　　　　　　　　　　　　　　　　ロンのやつらは、わたしの森0）うえにこんなこ
灘難≧欝蹴㌦　；嶽：“鵬脚H　　　誉i㌘i璽露1蕊｝霞
馴　　・　　　こ＝㍑㌫一・一鶯羅欝㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L（・　Chcit’iticit’i、29　March｜8」9　　　　　　　　　　　　　　　　：シャリヴァリ［、1848年4月511
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　233×208mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，113×208　rnm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200〔〕－660
オノレ・ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H（）nor6　Daumier［1808－1879】
’人生のうるわしきll々15：お金をもらっての　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LE∫AR7搭7丑～」　4：　1／VCO∫VVE／VIEAr7▼
蹴の1：l！象1ザかな1）うまく行っていまとも・　5　　　　　　　；＝編股㍑㍑認鵠鑑de
；㌶鑓語諾㌫蕊ξ禁　オ・レ・ドー・エ［18・8－18…］．　　＝＝鵬蹴聯儒9＝盈
意しております」》　　　　　　　　　　　　　　《アトリエ風景4：「どうして聖シェルヴェはこん　　　G6γ～c（lu／t，　ils　ont　eu　la　barbai’ie　d’v　coller
　　　　’　　　　．　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　Le　（Jha”iピat’i，　rb　Ap「il　1848
Honore　Daumier［1808－1879．　］　　　　　　　　　　255×215　tn　nコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lit！10graph
LE．St　BEA　UX　JO　URS∠）EムA　VIE　15．・LE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　243×208　nn　m
P尺E．・IT・lf／Ef？　f）OI？　TII41T　P4｝YE．　Ce／aθ～εη～　　　　　　HonorξDaumier［1808－1879ユ　　　　　　　　　　G20（〕o’664
0s∫ρ二わien．，．．　cc～／（1　vi（…）nt　asse～z　bien．．．∫ρ　　　　　　　　　　∫cE八iES［）ンl　TELIEノ？S　4：－Cθrηm〔ヲt7t，∫t，
cπ）is（7ue　noLls　set’Ol］s　satisLと刀r…ノe　c／7σ’℃ノle　　　　　　6ervais‘∫ρris　cette　posi’iOrl　1δ．，．．，．　graηe
蒜＝ピη⊇7eこ卿e　　篇㍗1τ～ss輌∬輌「乙∫耐1’ρ1λY　8
Leぴ（“π〔∫〃．18、June　18－14　　　　　　　　　　　　Le　Cソ；（、j，it’〔“，i、　g　April　1850　　　　　　　　　　　　　オノレ・ドーミエ［1808－1879］
Lith°9「aPh　　　　　　　　　　　　　　　　　Lith（）9「aPh　　　　　　　　　　　　　　　　　《できごと399：絵画サロン開幕1週問前　コー
2拍×235mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　255×215mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラス「さあがんばろう、どんどんやっちゃおう、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友だちはいつもそこにいてくれるし！…」》
1
シャリヴー・’リ、1857年511911　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．J．D．“Visite　aux　ateliers：Atelier　de　Pau］
リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャルル．ジョセブ．トラヴィエス［1804－1859］　　　　Delaroche”
：：1㍑lm、。，［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《、i風刺と‖宣，6蚕0｝808元8型＿一＿．一　　．カリカチ。一。）11、1舗ll；r、きのぞ・く1）ぶll・》＝1蹴P㎞　°
．4CT（ノ’A〃7E　399：L4∠）ERNIERE　SEM4　L・VE　　　　　　　リトグラフ
AV4／VT　L’OUVERTURE　DUSAムOiv，PE　　　2。5。1327　rnn、
PEIV／TL〃RE　Ch　ceut㌔∠）u　coulu8e　o／ouvrage，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18
1es°t’？　iS　S°η「助゜L’2：s’　／di　！．，．　　　　Ch・・1・・J・seph　T・a・ie・［1804－1859］　　　「。一ザ．ボヌ＿，のアトリエ」
ム（・cノκ〃’it、f〃丁，9Ma、’1857　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Atel～el’（∫ρ／σαπ‘catu”e　et　du　Chorit．，ai’i，（L’on
Li・h・gn・al・h　’　　　　　　　　9・i’antis　／a　pai’faite　i’essen’ihlance．〕　　　　　イリュストラシオ・1・1852年51川
21G・2C36　ml・　　　　　　　　　La　Ca，’ic。、∫川3N。v。mbe，1834　　　　　　木日桃
G2°°°’666　　　　　　　し・巴・・／／1・・P・　　　　　　　A．．J．　D。　P。y、，・vi、i・e　aux。・。li。，s，　A・。li。，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L）　05×327mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　Mlle　Rosa　Bonheur”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L’i／IUStt’（ltiOtl．1May　l　852
オノレ・ドーミエ［1808－1879］　　　　　　　　　　13
《望み0．）すべて57：「こいつがうちのf卒です　　　グランヴィル［1803－1847］
… こいつに私といっしょにやれる素質がなけ　　　／道徳的、政治的、その他いろいろの猿まね：　　　19
れば…食料品店ですがね…こいつも絵描き　　　ヒ段左「いくらやっても無駄、賞はとれないだ　　　「ウジェーヌ・ドラクロワのアトリエ」
にしようと思いましてね！…」》　　　　　　　　　ろう」　ド段右「長すぎやしない、6プスと　　　1イiJユストラシォン・、1852イ1三9月25日
：シャリヴァリ1．、1850年7〕1311　　　　　　　　　　　　ちょっとだ」》　　　　　　　　　　　　　　　　　本｜1木版
、リト㌘フ　　　　　　　　　カリカチ・一・・1832刷」5｜l　　　　　A．．J．　D。　Pav，．・“Vi，ite　aux。t。liel。，　At。Iier
24°×21°M［1〕　　　　　　　リ1・グラフ　　　　　　　　d1E、gene　b，lac，。i。・
H・n・r（）　Daumi・・［1808－1879］　　　　283×397　m【’〕　　　　　　　　／礁，輌，．25s。｝，t。mb。，1852
TOUT　CE　QU’O．iV　VOUDR457：V’／δn’lon　　　　　　Grandville［1803－1847］　　　　　　　　　　　　　　　w（）od－engravin9
0w……∫’”・：・ρ…∬e《，dg　mgy・η・ρ・ur　　s1NGER／ES．・M・t’a／es，　P・／伽・∫百c・〃a　be・・
・’・・ρ・ec　r1・・1－・…．　dar・S／eρ・cene……ノen　　f・ire，　il　n　’aui’a　p・1・・m．－m・is　n…〃舵・’
＝1忽、欝”　　　；1：㍑慧∵；、ζ・　脚・e／que　cho∫e，2・
LithogrE，iPh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LithograPh　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ディアズのアトリエ」
ζ；，；、；1㍑m　　　　　　　・8・…97m・　　　　　　　1イ・・スト・・オ・、1853・削1・H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7i〈1｜イく串え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．－J．Du　Pays、“Visite　aux　ateliers：AteIier
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　M．　Diaz”10
㌫；霊漂1．私はflク湖乍品灘1認蹴≧；；歴］＝1　：；」i2gtyla”（：h　185：3
が展覧会の選にもれるという侮辱を受けたの　　　・シヤl！ヴt’一リ’1849年1川22目
です…しかも・！」て！］iさい・lt・は聯こめてわ　；1；瓢，m、　　　　　　21
跳；・劉耀｛1媛歴ご：；1」▲本た　Ch、，les－Ed。ua，d　d。Bea。m。n，［1821．1888］　「ダ・タ・（弟…アトリエ」
シャリヴ。リ・ 、1851・r2月｜4H　　　　　　i［JAI？IBOLESr　Une　coρie　qui　cotiter・／’・’な’・・乙　　イリュストラシオン1・1857fl…51」3°l　l
・Ji、グラフ　　　　　　　　　　Le　C／・疏・’∫．22し）ct・bei・1849　　　　　　Z“i｜桃
・…21・・m・　　　　　　　跳9㌫m，　　　　　　　A・－J・・D・P・y・，　ltVi・i・e　aux…li・・s・A・・li・・
H。n。re・Daumi，，［1808．1879］　　　　　　　　　　　　　　de　M・　Dantan　jeune
縣認＝＝潔㌫加、er　．　　　　　㍑裟ば㍑1～1｝1857
・e・t・b／ρ副ft・lt／’e．・L・σ・〃・η＿…・’・qy・・　　　1。
ρourta’～’avec（／ue〃C～C（）nscience／”avais
ex・ut・i／ρ　crucif）’en・ρnt　de　mon　s・i・t＿．・il・y　「ノ川のアトリエ」　　　　　　　，，
a・1／）as　it　dit’e　il　n　ly／ηarlque　pas　ttn　ct・U！…　　　マガザン・ヒトレスグ、18刷・　　　　　　一一、
ム（・α～〔“’it・ctt’i、］4Febma｝｝・1851　　　　　　　　　　　イくl　l本版　　　　』　　　　　　　　　　　　　　「フーグローσ）アトリエ」
1甥1、lllm、　　　　　・A・・1…de　n・・1・u・s・　　　　1二1｛㌫ラシオン．・1886f剛24［l
G．2C’｝UC〕－1520　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Magasin　pittoresqしle、1849
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wood－engravillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paul　Eudel，“Les　ateliers　de　peintres：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　William　Bouguereau
lI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て誓1；ご1：：；；；、…∴；1）「ill886
シャム［1819－1879］　　　　　　　　　　　　　　　　　16
《アルジェリアの風習：［ヒ部］「Hが沈むまでに　　　「ダンタン呪）のアトリエ」
彼女の特徴を描けなかったならば、串刺しに　　　1イリュストラシオン』、1850イ1三5月1｜H
なるとはなあ！」》　　　　　　　　　　　　　　　　　木川木版
：．シャリヴー・’リ1．1844年61jl2日　　　　　　　　　　　　A．　JD．“Visite　aux　ateliers：Atelier　de　M．
リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dantan　aine”
230×1901nm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／“　’i〃tistl’（ltiOt～．11Mav　1850
Cham［1819－1879］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yvood’E’l／g「avil〕9
Axil（E乙’rRS　ALGELIE～～：（VES．（］HZ／VOISERIES
ア乙〃～0θ1二㌃D∬ぞ（7～∫ρsiノ〈～ノゴo↓ρo∫tJC・ρt’（）（ノLlit
ses　b」（litS　aθont　le　COtichei’（ゴu　so／eiL∫e　St／is　　　　　　　17
eηρale’！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　、＿　　　　　　　　　　　　　，
L（、　C7i（lt－it、ωf、12　June　18－1　－1　　　　　　　　　　　　　1ポール・ドフローシュのアトリエ」
Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イリュストラシオン∴1850年g月14il
L）i3〔｝×190mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ〈llイ＼｝｝反
18
修復記録
Restoration　Record
1絵画一　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，額縁処置
ロヒール・ファン・デル・ウェイデン派　　　　　　　　　　　、　　tt　一．．　、
ある男の聯　　　　］蒜《フンクィン
15川紀前／r．頃
順板一　　　　　　　；、1瓢ンヴ・t一ス
3：川×21．）mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1［｝L）lx｜215mmP．197S－7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．2001－1・1
処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置：
汕彩・板から板に移し替え　　　　　　　　　　　1．絵具層浮きヒがり1“，II定
Lニス洗浄　　　　　　　　　　　　　　　　　2．裏面清拭ならびに異物除去
2・力情除去　　　　　　　3謝齢み馴：、くさび交換
3・欠損部充填　　　　　　　　　　　　　　　　4．表IAi洗浄
4．補彩　　　　　　　　　　　　　5．絵1由i層ク（損部充填
5・ニス引き　　　　　　　　　　　　　　　　6．補彩
6瀬装己娘　　　　　　　　7．ニス塗布
rチール・ボナール　　　耀㌫〉
・化’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，清1式
1933年頃
汕彩、カンウアス
6S1／‘：9，ST　mm
P．1996－2
処置，　　　　　　　1絵噛酬1搬処置：
1．絵具層欠損部固定　　　　　　　　　　　　　コッテ111
2．裏面清拭　　　　　　　　　　　　　　　　 悲嘆のilゲ
3．素地歪みの矯正　　　　　　　　　　　　　3札30ぺls7｛）ll川
」．欠1’員部充填
5．k甫采多
6．額装改良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一彫刻．
ロジェ・ビシエール　　　　　　　　　　　　　レオナルド・ビストルフィ
花を持つ婦人》　　　　　　　　　　　　　　ドゥリオ家のための墓碑：思い出によって
lg22年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癒される悲しみ：）
汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足ノLの台座2点
1245×51（）　1コ1m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ〈　J・VV　r
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処置：
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2．1由ilki言i｛i－11式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．／ミ賄ti先i争
3．ブルーミング改善　　　　　　　　　　　　2．金属錆除去
4．麻布素地の歪み矯正　　　　　　　　　　　3．部分漂白
5．ストリップライニング
6．1由il∬i’i先言争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ可1｜Zこ」こ）
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8．ニス塗布
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保存科学に関わる活動報告
Report　on　Conservation　Science　Activities
2005年度も前年度に引き続き、館内への生物侵入・ノ1吟息状況の予備　　　　外研究を行なったlstituto　di　Fisica　Apphcata“Nello　Carrara”（イタ
調Wを苗点的に行なった屋外に通じる扉や開日部のイ・」近などを　　　　リア）よりMarcello　Picollo氏が来日、東京文化財棚究所に約1カ月
中心に、館内の100ヵ所不tll　l足に抽虫用の粘着トラソプを，隻置し、一定　　　　問滞Wし、塚1⊥1が在外研究期間中に行なった「近代絵L［ll1材］；・1の非
期間に抽捉された昆虫などの生物の種類、数を集。比たこれを季　　　破壊的調脊法に関する研究」に閃連して、ポータブル型蛍光X線分
節ごとの約3カ月おきにf］ない、牛物の館内への侵入・牛息の状況　　　↓iiおよび一三次元蛍光分光分析による」｝破壊調査法に関して共同研
を把握することを試みた　その結果、外気温の高い右から夏にかけ　　　　究を行なった　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塚川全彦）
てタンコムシ、ワラシムシ、ムカテ、などが特に中庭や前庭の束側に面
した開日部に近い場所からたくさん侵入していることか確認された
とりわけ夏にはこれらが大吊に発生し、トラノブを逃れたものが展示
室の中にまで侵入していたこれらの生物は文化財に直抜に害を為
土いわゆる文化財告虫ではないが、不快害虫と1呼はれる類であり、　　　Continuin9°n　flom　the　P「exlous　h．scdl｝ea「du「11）9　fiscal　2005　the
来∬渚一の配慮はもとより・その死骸があると他の・1物を・秀i」1する　ll嵩霊，㌔ll蕊1聯1＝ll，：隠蹴1＝li
原因ともなるので、館内への侵人はできるたけ防いたノJかよいと思　　　m　the　mu～eum　structures　Insect　ti、｜p～wlth　stlcky　sulfaces　were　placed
われる　幸い発∠L源は中庭や本館脇の植え込みであることが確認　　　　ln　dPP「o＼lmatel5100　locdtiong　th「oughout　the　buildings・P「imdiily　nea「
できたの一（’Kこれらの馴・イ網虫雪1綱醐｛斉・1を肌・ま　愁1ぽ㍑烈1。1蒜ぽ＝；；1蒜ll膿1
た建物外周に忌避剤を散布した．その結果、開日1；ll周辺てもこれ　　　　begun　ln　the　plevous　fiscdl　yedr　to　galn　a　grasp　of　the　bltuatlon
らのイ・快害虫がトラソプにかかる数は激減したたたしこの措置に　　　　regarding　msect　llfe　ln　the　museum　and　was　conducted　once　a～edson，
よ・齢に駆除できたのではなく・そ＝を大・M・；・，，kらすことか　ご£聯：＝1；t蒜（蕊ll＝蒜rl＝，慧繊
できたと考えるべきであり、次年度以降も同様にトラソプによるモニタ　　　（．－limcidi〃td’unl　t　uigat　e）～ow　bug～（POtce〃iO　scaber），　and　centipedes
リングを行ない、再度多i］1の発生が確認された場合は同様の榮剤　　　　（C／”／oρod∋wele「emalkabl｝Pievdlent　aiound　the　oPenln9．s　on　the
による姻が必要となるであろう一プぷ化財仙としてはチャ　；驚漂ご瀦1㌫悲漂ぽ：蒜ll㍑蒜ll
タテムシやゴキブリ、カマトウマなどが1階を中心に館内各所て数匹　　　　d【1d～ome　that　e～caped　the　tlapg　made　lt　mto　the　exhibMon　g・allerie．s
」lll捉された一チャタテムシはカビの胞子を餌とし、湿度の高いところ　　　　The～e　sPecles　ale　not　consideied　Pa「tLcula「ly　hd「mful　to　cLiltu「al
を聴・・］館では241・‘｝ll］の機一馴により館1・・Jのlll過を　総；ll；s，II蒜1’：1ぷ1：1。㌦11；1蕊；ell：el㍍；11111
；0－55％程度に安定させているため、ノく量にYJE　Li・することはないと考　　　so　theN　cdnnot　bother、vsitoi～and　s．　o　thdt　their　corpses　will　not　attract
えられる　しかし部屋の隅など、ほこりのたまった場所は局所的に湿　　　　othen　lmd～1～e’sPec「e’s　Luck］IN　tl）el「　sou「ce　was　identified　ag　the
度が高くなる場合もあり、チャタテムシが憶しやすい環境になるこ　ぽ1ぽ：ll認1、tl蕊1：111㍑1：：ie竺蕊㌔ぽ
ともありえるので、特に収蔵庫や展ラ∫く室では部屋の隅まで掃除を行　　　thoge　area．s　and　repe］lents　were　ttsed　around　the　extemor。f　the
き届かせるようにしたい　またゴキブリ、カマトウマも開ll部付近で　　　buildin9．s　The　ie．sult　vvas　d　great　ieduction　m　the　number　of　the．se　1）ests
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　found　IIコthe　traps　b｝the　exlt～dr｜d　oF）emngs　Howevet，dgleat　reduction
抽捉されることが多く、館外から侵人してくるものかほとんとである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）the　oveiall　numbers　does　not　mean　complete　erddication　of　the
と考えられるが、特にコキブリの侵人を阻止することは容易ではない　　　　ptoblem　Thus　in　order　to　prex　ent　d　teemergence　of　the　problem、　lt・wlll
今後何らかの対策を考案する必要がある一　　　　　　　　　　　　　　be　necessaly　to　monlto「the　sttuatlon　Ill　the　next　flscal　vea「（1nd　to
ま儲展示室蝋庫・・ll繊管理・貸酬II・へ酬愉　ぽII，ご∵1㌻蒜1，器ll、蕊綿ご，㍑：濡1
一 タロガーの装着と。己録管川、展覧会で用いるために製イ’1する展示　　　　propeities　．such　a～b（）ok・1ice（Pso（oρtera），　black　beetles　or　cockr（）dche．s
ケース川内装材の化学的’b，1質の検査、などの保存不1学室が行なっ　　　　（B／attaiia）and　cave　c「lckets（R／t〔1ρノ71doρノiondae）・have　been　f（）und　ln
ているルーテ・ン・ワークも・例／l・・［，］様1・⇔たなお・2・・6年1月　：蕊1蒜1；ll，：11＝ll∵㍑鶯f隠1：蕊’竺1：贈
に塚田は東京国立博物館に転任したため、以降は」1常勤研究員の　　　　conditioning　system　work～2g　h。uls　a　daV　t。　malntaln　a　50一弓5％
高鴫美穂が引き継いだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　humidlt、　le～el　m　the　buildlng．s　book　llce　are　not　present　ln　laige
・ ノ∫で減・働としては・・鞭から引き続き2・・5・｝・5月まで　惣1鷲㌫、蕊e㌶n蕊、1器蒜＝∴1；蒜
の問、塚田は回立四洋丈術館W外研究員制度による助成を受け、　　　suited　to　bookhce　This　medns　that　．special　care　must　be　taken　to　ensし1re
Umversity　College　London（英国）において、近代絵llhl材‡1の化学　　　　that　tho「ough　cleanin9　is　ca「「led°ut　］n　dll　corners，　and　edge～°f「o（）Ms，
r酬に関して酬lr究をZ・なった具体的には・18‖［｝・油　1愁ldlll∴麗’∵ごll蕊e；1ご。1蕊蒜，ll嘘
絵只に川いられるようになった顔料のうち、おもに無機顔利について　　　　dnd　whr］e　the｝come　from　out．side、　lt　ls　llot　easy　to　completely　prevent
ラマンスペクトルライフラリーをイil成した　また、前イ1度に塚川か在　　　　theit　entgdnce　Pd「tlculailx　m　the　Ld．se　of　cock「oacheg　Theie　Ls　d　need
「（）
for　aPpropriate　measures　irl　this　reg〔1rd　ill　the　futul’e．
　　This　fiscal　year　also　saw’acoIltmu～ltion　of　the　Secti（）n’s　routirle　w（．）rk、
sllch　as　the　nコanagelnellt（．）f　tempe［’ature　and　humidit．y　il）gaileries　and
storage　areas，　the　iilstal｜ation　of　and　c（．）llection（．）f　data　from　teml）erature
and　hulllidity　data　lo99ers　attached　to、～’orks　sent　on　l（，an、　and　the
scientific　analysis　of　the　m（1tet’ials　used　on　the　interior（．）f　disl）lay　cases
nコade　for　the　gaMel’ies，　h｜Jal．luary　2006．　Masahik（．）Tsukuda、vas
translerred　to　t｝｜e　Tokyo　Nahonal　Museum，　and　hen（：e　special
researcher　MihoTakashima　continue（．l　the　routine　work　aftel’that　date，
　　ln　terms　of　the　research　carried　out　dl．lring　the　fiscal　year、　contil）uillg
ol）from　the　previous　fiscal　year　and　ending　in　May　2005，　Tsukuda　was
fしmded　by　the　NM“ノA　Overseas　Research　Program　alld　c（）llducted　a
study　on　the　chen〕ical　al’1alysis　of　modern　Paillting　inaterials　at
じnivel’sity　CoUege　Lond（．）n．｜n　partic］ular，　Tsukuda　created　a　Ralnan
spectra　libra　ry　of　pign．］ents、　particularly　in（：）rganic　piglllents，　used　ill　oil
paintings　from　the　l8th　centul〔oIlwこlrds、　Furthe｝’、　Dr．　Marcel｜o　Pic（．）ll（）、
of　the　lstitut⊂）di　Fisica　APplicata　L‘Nello　Carrara．’“whel’e　Tsukuda
c｛．）nducted　research　il］the　previous　fiscal　year、　visited」apan　an（：l　spellt
aPproximately　one　month　at　the　National　Research　Institute　of　Cultural
Properties．　T（）kyo，　During　that　tillle　Tsukuda　al）ci　Picollo　c（）nducted
loint　research（．）rl　nol1－invasive　inx’estigation　meth（．）ds　usirlg　3D
fluorescence　spec’trometi’］，’and　X－ray　flu〔．）rescen（：e　s　pectvometl“．r　with
Portal．）le　devices，　related　to　Tsukuda’：　study　l’egarding　n（．）n－ir’lveisive
investigation　methods　of　m（．）dern　painting　matet’ials　conducted　during
Tsukuda’s　pel’iod（）f　ovel’seas　research．　　　　　　　　　　〔Masahikf｝’rsukada）
「1
石ヲF究資米斗センター
The　Research　Library
研究資料センターは西洋美術史やそのほか関連諸学に関する資料　　　　の基本データおよび1珂像データ466件である：．画像データについて
を収集し、’］G館職員の職務の遂行に資すること、および外部の）ミ術　　　　は、本館デジタルギャラリーに蓄積されているデータを移行したほか、
館学芸員・大学tiJI：究者等の調査研究に資することをふたつの柱とし　　　　今lnl新たにカラーポジフィルム、モノクロ紙焼きなどからのデジタル化
て活動している　本年度の活動概要は次の通りである　　　　　　　　　も実施した　原本が4×5インチのカラーポジフィルムの場合、RGB・
　資料収集については、写真図版をいちはやく人々的に取り入れた　　　　1，000dpiで分解・入力した後にカラーマネジメントによる品質管理を
1866年創1二1」のドイツの）ξ術雑誌：ツァイトシュリフト・フユア・ビルデン　　　　行ない、インターネットや印刷等のさまざまな用途に利川ll∫能なマス
デ・クンスト』、イタリアの美術史家アドルフォ・ヴェントゥーリq856一　　　ター画像の作成に努めたまた基本文字データの再整備作業を継
194Pが1898年にミラノで創．「iJした「ラルテロマイクロ資料）等、ドイツ　　　　続し、版Vlilの基本データ処理を行なった
およびイタリアの・∫［要な）i術雑誌を｝1簿入した　またレファレンス・サー　　　　　所蔵作品データ公開については、今年度より本格的に稼働を始め
ビスの充実を図り、）ミ術分野の代表的な雑誌記事索引のひとつで　　　　た独、肩「政法人1玉いノ1矧’1「館所蔵作llll総合目録検索システムに版
あるアート・インデクス・レトロスペクティヴニオンライン版を導人した　　　　画データ3、594点、画像データ62件を追加した　また英語試行版の
財団法人西洋）3術振興財団からは「ヴィジュアル・リソーセズ』等の　　　　公開を開始した
雑誌バックナンバーをご寄贈いただいたこのほか国内外の）ミ術館、　　　　本館1階フリーゾーンに設置している資料コーナーでは、前年度
大学図lli二館等との資料交換を例年通り実施し、展覧会カタロ久研　　　　と同様、当館が刊行した過去10年分の展覧会カタロ久年報、紀要
究紀要、年報、ニュースレター等の積極的収集に努めた　　　　　　　　　のほか、）ミ術／｛一典等を’般来館者の1剃覧に供した、2006年3月末時
　図、1｝：整理については、今年度も遡及人力の外部委託を実施し、図　　　　点での配置数は、96タイトル（139点）各2セットである・同じくフリー
～｝：3，730件、マイクロ資料6件のデータを図，1｛：館システム「LVZ」に登　　　　ゾーンにあるデジタルギャラリーについては、前年度にり1き続き絵［llli
録した逐次1：1」行物については、延べ1，500余の全タイトルの総点検　　　　155点、素描24点、版llhi　lO点、彫刻15点、計204点の作lllll情報を提供
を行ない、データおよび雑誌架の刷新を図った　　　　　　　　　　　　　した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川ll雅力
　図ll｝：情報へのアクセスについては、2005年lo月から翌21Jにかけ
てNACSISへの一括所蔵登録を行なった．洋，ll：を含めた・括アップ
ロード作業の結果、蔵，ll・：の約3割にあたる図書約9．840件□逐次1二1」行　　　　「研究資‡：1一センター利川統計1
物約G30件の所蔵登録に成功した　作業実施の背景には、’ll館が　　　　開室II数：96H
書誌レコ＿ド作成に際して洋，li・をOCLC、和、li・をNACSISと区別して　　　　登録人数：139人［新規および更新）
いること、そのため漕が対・を、・1める当飾繍の土易合、ほとんど　蹴者数：13°5人　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レファレンスf卜数：41f’1パ電｜；1ξ・文　，ti：・電子メール等）
°CLCのみに所蔵が織良されているという縮がある．今1”1の辮1　出納、18。6点
は・Ili’：誌ユーティリティの本来の利用方法からは外れるものの・　　　複写：779件｛7、463枚）
Webcatを使用する国内利川者の便を図って実施したものである
なお今川NACSISに登録できなかった分を含む蔵，｛］：全体の検索は、
当館ホームページヒのOPACまたはALC）ミ術図書館｝9tt断検索　　　　Lii要収集撒［料：
（http：〃alc．opac．jl）／）で従来通りll∫能である　　　　　　　　　　　　　購入
綱；不川都・1け・）昭ミは、1｜1・イ｝渡とP1’］じく」［・」211（火、金曜ID実　　Z・it・c／i・“it｝　fiij’～bi／dei7de　Kun∫t…1・・1－65・1866－1932・S・Ppl・m・・t・9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by：Kuηst－　（’／vてonik：Beiblatt三〃γZε～～rsc1～1’ift　ftir　bildende　Kunst（1866一
施し・計9611間の開弓こIIにおいて）ミ術館学芸員・大学院生・官公庁　　　　1902）l　Mitteilungen（∫er　Gese〃scノ了ot）tlb－vervielfd／tigende　KL〃’lst
職員等、計305人の利JIJがあったレファレンス・サービスは計41件　　　　（1872－1878）；Monotsi’undschau　dei’　Zeitschrifi　far　bildende　Kunst
行なつたが、酬端野ので乍家や縮に関酬門1嚇問が　ぽ霊1巴㌫＝篇㍑蒜蒜㍑1㍑㍑
全国の大学図書hi’｛、公共図書館から寄せられることも多く、1．kl内唯　　　Zeitsc／ii’ift　tb’r　t）ildende　Kunst（1926－1932）
　・の西洋美術の1』［門1叉1書館に対する期待の大きさがうかがえる　　　　　ム初拒［microform］，vols・1－57，　third　ser・・issues　l－16，1898－1963・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968－1971
　施設llliでは・公開資料数の増加に対応するため・閲覧室のitl：架　　　　Al？Tnetvs［microform］．vols．1－58、1902－1960
を増設した　また、館内各所にあった写真原版収納庫を・箇所に集　　　　Ai’tforum［microform］．vols，1－43．1962－2005
約し、研究資料センターの機能のひとつとしてll｝：庫内に写真保管ス
ペースを設けた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄贈（財団法人西洋）こ術振興財団）
　昨年度より中長期1’1｛Jに取り糸1［んでいる作品情報のソC化にっい　　　　Vi∫ua／i’esottrce・　vols・1－17・1980／81－2001・
ては、囎システムとなる収，蔵1乍，1、ll酬！システムIA，，i、e　MA」の導　A「t　d°cumentati°n［mic「°f°「m］・v°1s・8－18・　1989’1999
入を行なった一初期登録データは昨年度整備した絵画・周多刻・ll芸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　ddtd　wds　entered　Il／RGB、1，000　dpl　tolmat　and　color　mandgement
The　Re～earch　Llbrary　collects　mdteridl．s　related　to　the　hl～tory　of　westem　　　　　wds　u～ed　to　control　quallty　This　pioduced　mdstet　ln｜dges　thdtし、1n　be
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教育普及に関わる活動報告
Report　on　Educational　Programs
1）Fun　with　Collectionファン・ウィズ・コレクション　　　　　　　　　1〔〕：00－17：00（8月7日｛Ct　13：30－15：30）
／瀬は・「いろいろメガネP…1あなたの見かた教えてくださ　蓼蕊＝1’学5°6年ノ1…3名
い」（詳細は「展覧会」参照）と題して、・来館者による当館のコレクショ
ンの見かた、楽しみかたをテーマに、それぞれの「メガネ」について　　　　「集まれにども審査員　　お気に人りに賞をつけよう！」
考えたり、お互いに「メガネ」を交換したり、自分とは違う作品の見か　　　　）こ術館の絵や彫刻を見て・自分が好きな作品や気になる作品に自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分で考えた賞をあげるプログラム・
た・感じかたを体験するプ゜グラムを実施した　　　　　進行、ゴウヤスノリ、ワークシ。ッププラ。ナー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「lll］：：8月9「1（りく）　13：30－16：30
「あなたがつづるこの1点」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：小学4－6年生8γ，
常設展示の中から気になる1点を選び、その作品について感じるこ　　　　参加費：無料
と、思い出、解釈など、個人の見かたで綴ったエッセイを募集した一
応募の中から各審査員がそれぞれに選んだエッセイ（計30点）は、　　　「ファインダー越しの美術館　　［i分だけの写真集を作ろう」
パネルにして展示室の作品横に掲示、さらに当館のホ＿ムペ＿ジで　　　yc一術館の建物や展示作品を写真で切り取り・各々の視点から見た
紹介した　また、応募エッセイ433点すべてを小冊子にまとめ、常設　　　　）3’：一術館の写真集を作るプログラム1・　iJじ作品を見ても視点の違いか
展示室の休憩椅子で来館者が白由に読めるよう設置した　　　　　　　　ら全く異なる写真集が完成した
応募期間・応募数：2005年7月llll－10月31［1433点　　　　　　　　　　講師：中，ll5占英（フォトグラファー）
公開発表：当館常設展示室とホームページ（2006年1－8月）　　　　　　　日時：8月20日（ll）・211｜（日）・2日間プログラム］10：00－17：00
審査員：内館牧子（脚本家）みうらじゅん（イラストレーター）青柳　　　　対象・参加者：高校生以ヒ10名
lE規（当館館長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：15001iJ
「みうらじゅんの大講評会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「li曜日の美術館　　私のメガネで見てみます？」
「あなたがつづるこの1点」で集まったエッセイから、審査員のひとり　　　各界からさまざまな講i師を迎え・各々の専門や興味を視点に）ξ待『作
であるみうらじゅん氏が白らのメガネで選んだ45点についてトークを　　　　品の見かた・楽しみかたを紹介するレクチャー・シリーズ
行なった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間・場所：14：00－15：30講i堂
講師：みうらじゅん（イラストレ＿タ＿）　　　　　　　　　　　　　　　　対象’参加費：’般無料
1時・場所：12月31－1（E）14：00－15：30講堂　　　　　　　　　　　9」“811（IP　高畑勲（アニメーション映画監督）　　参hl1－X－：54名
対象・参加者：・般145名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10Jj211（lP　林英哲（太鼓奏者）　　　　　　　　参加？’1‘：133名
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10Jjl61｜（ID舟H｛詠rl東i毎大学非常勤講師）　　参加者：56名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　JS611（1　V　森英恵・ファッション・デザイナー）　　参加者：129名
「君の名は？　あなたも作品の名づけ親」
毎月、常設展示から3点の作品を選んで題名を隠し、作品の前に用　　　　「）こ術館のクリスマス」
意したノートに、来館者が自由に考えた題名を書く自山参加プログ　　　　キリストの誕生を祝うクリスマスにちなんだプログラム・展示室で《キ
ラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスト降1誕》の絵を見ながらクリスマスの話を聞き、キリストが描かれ
実施期間：2005年7月lll－2006年5月28日　　　　　　　　　　　　　　たその他の絵画作品を家族で鑑賞　その後でクリスマス・ツリーの
場所：常設展示室内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飾りを作り、美術館入りlIロビーのクリスマス・ツリーに飾った・
「感じたままに詠をで竺！セイlli．　d・ハ・イ・ク（卿」　　籠箭㍗（∵㍍畔日プ。グラム］（4回とも同じ内容）
絵や彫刻を見て感じた気持ちを・俳句で表現一展小室で選んだ作　　　　・「前の部10：00－12：30’1：後のi・G：Bl4：00＿16：30
品について最初の1i文字を詠んだら・他の人と短冊を交換して人が　　　　対象・参加者：6－9歳のJiどもとその家族計68名
詠んだ7il文字からそれがどの作ll占かを想像して次のL文字をつな　　　　参加費：無料
げ、同様に最後の．五文字を詠み、3人でひとつの俳句を完成させた。
進行：ゴウヤスノリ（ワ＿クシ。ップ．プランナ＿）　　　　　　「クリスマス’キャ゜ル」
H時：7月24日（日）［半HIプログラム］午前の部10：30－12：30・P後　　　　イエス’キリストの生誕を祝うクリスマス・その季節に・聖歌隊が街
の部13：30－15：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角で：fftう楽しいクリスマスの歌を特集したアカペラ・コンサートを行
対象・参加者：中学生以上司ヂ20名　　　　　　　　　　　　　　　　　なった　自由参加プログラム
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画・進行：岡伊陽子、小島ll！枝r－、1宮由希（東京芸術大学大学院）
［1嚥洋麺いいとこ撮・）＝－f〈！」　　ll、1！1膓瓢請ぎ籠Ul3、。。．14、4。16、。。．16，4。
目分のお気に人り作品や場所を撮影して・国立西洋美術館の紹介　　　　k術館人［ロビ＿
ビデオを作るプログラム作品選び・シナリオ作成・ビデオの操作練　　　　対象・参加者：一般計約200名
習、撮影を3日間かけて行ない、完成したビデオ作品を最終rlに家族
や友人を招いて上映した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「サンタクロースの物語」
進行：山本良子（映像制作）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キリストの誕生を祝うクリスマスに・今では欠かせないサンタクロー
日時：7月30日（土〉、311｜（ID、8月1日（月）、7日（［1）　1411間プログラム：　　　ス絵llll『に描かれた聖ニコラウスが・現代のサンタクロースになるま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での変遷に関するレクチャー
「1
講師：葛野浩昭（聖心女」りく学助教授）　　　　　　　　　　　　　　［ロダンとカリエール］
日時・場所：12月23日（金）14：00－15：30講堂　　　　　　　　　　　　3月711（火）13：00－15：30参加者：83名
対象・参加者：中学生以ヒ34名　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ロダンと：偉大なる芸術家のアトリエ］」
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アントワネット・ル・ノルマン＝ロマン（パリ、ロダン美術館i：任学芸員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「19．　lll：紀フランスにおけるロダンとカリエール」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エマニュエル・エラン（パリ、オルセー美術館学芸員）
2）特別展関連プ゜グラム　　　　　　　　■ギャラiJ一トーク．スライドトーク
fl三31°U繊される特「ti　fi」展に1髄して実施される・講演会・シンポジウ　剛」．場所、18：00．18：40展示己ミあるいは講堂
ム、スライドトー久ギヤラリートーク、コンサートなど　　　　　　　　　　　対象・参加費：・般無料ただし展覧会観覧券が必要
■講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ジョルジュ’ド’ラ’トゥール　　光と闇の世界］
時間・場所・14…－15・3・縦　　　　　㌫駕設㌶㌧1跳i！㌫當程）
対象’参加費：－J般無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加X一二計532名
［ジョルジュ’ド’ラ’トゥール　　光と闇の世界］　　　　　　　　　　　　［ドレスデン国立美術館展　　世界の鏡］
　4H211（－D参加者：150名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7J」8日（金）、22日（金）、8月5H（金）、19日（金）、9月211（金）、16日（金）
　「アトリビュートから読み解く・ラ・トゥール作《聖トマス》」　　　　　　　　スライドトーク：落合桃一r－　（i“稲川大学大学院博士課程）
　木村三郎（口本大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計629名
　4月23日（D参加者：140名
　「私とラ・トウール：夜の1由i家二研究ノート」　　　　　　　　　　　　　［キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版1由i］
　Hlili英道（東北大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月14日（金）、28口（金）、ll月11日（金）、25日（金）、12月2日（金）
　4月3011（D参加者：1407，　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギャラリートークニ渡辺晋輔（当館研究員）
　「ラ・トウールとロレーヌ公国の）こ術」　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計120名
畑鮒情山学院女蜘賑学教授）　　　　　　［。ダンとカiJエ＿ル］
　5月7日（．b参加者：lll名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月24日（金）
　「見えないものを描く　171H：紀フランス思想とジョルジュ’ド’ラ’　　　スライドト＿ク：近藤真彫（駒澤大学非常勤講師）
　トウールの作旦世兇」　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：43名
　塩川徹也（東兄大学教授）
i堺狸言鵠1：155ζ1ヨ，レジユ．ド．ラ．ト。一ル展解題」　・コ・サート
　高橋明也（当館主任研究官）　　　　　　　　　　　　　　　　　「ラ’トウールの聴いた響きをもとめて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ・トゥールの絵にも描かれているヴィエル（手回し琴）などの占楽器
［ドレスデン国立美術館展　　ill：界の鏡］　　　　　　　　　　　　　　を交え、　tli謡集を中心としたプログラムによって、ラ・トウールの時代
　71］3rl（日）参加者：63名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の息吹を再／見した、
　「ピルニッツ城保管のH本製輸出漆器」　　　　　　　　　　　　　　日時：5月1211（木）、14日（ll）、1511（H）　〈3回とも内容は同じ）
　加藤寛（東京国立文化財研究所修復技術部長｝　　　　　　　　　　19：15－20：15（18：45開場）
　7J』24［1（U）参加者：124名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：企1由i展示ロビー（B2F）
　「ヨーロッパにとってのトルコ　　歴史的文脈から」　　　　　　　　　　企画協力：大橋マリ、冨田一｛紀f’
　新1卜政美（・東京外国語大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　lii［J作：アンフィニ
　8月14日（FD参加者：75名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：ル・ポエム・アルモニーク（仏の占楽アンサンブル）
　「ヨーロッパ近世科学機器とU本・中国への伝播」　　　　　　　　　対象・参加者：“般計300名
　中村lr（国立天文台助教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：3・800円（展覧会特別公開を含む）
　9月ll日（日）参加者：120名　　　　　　　　　　　　　　　　　　「オスマン・トルコへの恐怖と憧憬　　帝国拡張がもたらした音楽文
　「ドレスデン　世界の鏡：展覧会のコンセプト」　　　　　　　　　　化の多様性」
　佐藤直樹（当館主任研究官）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドレスデン展に関連してトルコ音楽に焦点をあて、べ＿ト＿ヴェンや
［キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版画］　　　　　　　　モーツアルトの楽曲にみられるトルコの軍楽の影響を紹介し・さらに
　10月15日（土）参加者：30　7，　　　　　　　　　　　　　　　　　　トルコ独特の楽器サズやダルブッカによる多様な民謡をベリーダン
　「ドイツのキアロスクーロ木版画」　　　　　　　　　　　　　　　　　スとともに演奏した・
　保井亜弓（金沢美術⊥芸大学助教授）　　　　　　　　　　　　　　H時：9J」9H（金）18：00－19：30（17：30開場）
　10月29日（土）参加者：33名　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：企lrt｜i展示ロビー（B2Fl　　　　．
　「オランダのキアロスクーロ木版画　　ホルツィウスを中心に」　　　　　企画・トーク：瀧井敬子（東京芸術大学演奏芸術センター助f－）
「㌔゜スクー三竺版Litliの技li一を推理する」　　　　　対象・参JJII・X－・一・lill：1・・名
　柄澤齋（版画家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
　ll月26日（土）参加者：34名
　「イタリアのキアロスクーロ木版画」
　渡辺晋輔（当館研究員）
3）ファミリープログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■職場訪問
ファミリープログラムは、常設展が無料観覧となる各月の第一1・第四　　　　修学旅行あるいは総合学習の環としてグループで来館する生徒
ヒ曜1｜に行なわれる．常設展示室で利用する家族向けの鑑賞用教　　　　を対象に・美術館の概要・学芸員の仕事など・各々の質問に教育普
材「びじゅつ一る」嚥糊そ・∫と、コレクシ。ンの鑑賞と創イ乍などの体　及室のスタッフが対nts・
験がセ・トになった「どようびじゅつ」カ・あり・いずれも教醐室と　恕潔㌶㌫校，｝三以目9名（6件）
ボランティア・スタッフによって運営、実施されている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■先生のための観賞プログラム
■びじゆつ一る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各特別展ごとに小・中・高等学校の職員を対象に、展覧会の趣旨や
美術のことをよく知らない・また美術館が初めてという家族を対象に　　　　おもな作品について展覧会担当者が講堂で行なう解説．、
作られたツールで、常設展にある絵や彫刻を、いろいろなノ∫法で楽し
むための道具やゲームなどが盛り込まれている　今年は5種類のッ　　　　「ドレスデン国立美術館展　　lll：界の鏡」
一ルを貸し出した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：7月15「1／金）18：00　－18：40q7：30受付開始）鵬ξ，6．臓の了どもと剛・ゆ大ノ、　　　　　　　馴」：憾噛（当脳側跣官）
館ll、2005年4月9H（－h）、2311（土）、5月1411（D、2811（ll）、9月　参臓：1（）2名
1011（D・24日CD・1（）1」81｜（D・22日（十）・11JJ121｜（D・26日（・tl）・　　　「キアロスクーロ　ルネサンスとバロックの多色木版lllli」
轍轍蒜曇P　　　　　l懲騨跳川働開女台）
■どようびじゅっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ロダンとカリエール」
常設展示室の作品鑑賞とそれに関連する創作や体験がセットにな　　　　川時：3Jl17［1（金）18：00－18：40（17：30受付B目始）
った扮約制プログラム．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：大屋芙那いi4館下任研究官）
伴度は、2種類のプ。グラムを実施した，　　　　　　参脳：96名
「暑中お見舞い巾し一Lげます」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■夏期研修
常設展示室の中から気に人った作品を探し出し、その作品の写真　　　　武蔵野市小1」」学校美術liJl：究会研修会
を撮ってカードを作り、美術館から家族や親戚、友達などへ暑中見　　　　H時：71J25日cJl）10：00－17：00
舞いを送った（内容は8回とも同じ）、　　　　　　　　　　　　　　　　内容：作品鑑賞、鑑賞についてディスカッション、ドレスデン展のギャラ
対象：6－10歳の子どもと同伴の大人　　　　　　　　　　　　　　　　リートークおよびFun　with　CollectionいろいろメガネPart　lの概要
日1時：2005年7月9日（ll）、23「1（⊥1）、8J］13rl（」二）、27日Uコ　’i・前　　　　説明などを実施した
10：30－12二30午後14：0（）－16：00　　　　　　　　鵬《°参脳：14名
参加者数：計131名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都図画」二作研究会東京ll（位近代美術館国立西洋美術館
「キラキラ色のヒミツ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合同研修会
㌻㌫蕊蓼；謬㌫1隠：（1；㌶㌶；（　繋ill鋤羅騰㌶螺潔麟」灘
た最後に・金色の地のヒに思い思いに絵を描いた（内容は4回とも　　　ついてディスカッションなどを実施した
同じ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者・人数：16名
対象：6－10歳の子どもと同伴の大人
日時：2006年2月11LI（－il）、25日（Il）午前10：30－12：；30’1：後14：
00－16：00
参加者数：計73名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）ボランティア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’il館では、2004年にボランティア制度を立ち上げ、その年の後Lトか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら活動を開始した，19名CO5年現在）のボランティア・スタッフは、ファ
4）学校関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミリープログラムとスクール・ギャラリートークを中心に活動を行なっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている　また、活動に必要な知識や技術を身につけるため、年間を
■スクール’ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通じて随時研修にも参加している．、
当館の常設展示作品について、ボランティア・スタッフが中心となって
実施している予約制のギャラリーツアー・　　　　　　　　　　　　　　■2005年度の活動内容
2°°5イ！1度：1214名（41　f’t：　）、、　　　　、　　　1フ・ミリープ・グラム…フ・・V一プ・グラム　鯵照
滞竃舗；；聯＝696名（16件）’働＝293名ζ；；：：鑓蹴成されたフ・ミリー向け一材「び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・どようびじゅつ：体験型プログラム「どようびじゅつ」におけるトーク
■オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や創作の進行、およびプログラムの企画。
大人数の団体を対象に・教育普及室のスタッフが講堂で行なう常設　　　　2スクール・ギャラリートーク＊4）学校関連プログラム欄参照
展あるいは特別展についての｝約制の解説・　　　　　　　　　　　　　学校の児童生徒向け対話型トークの実施，
2005年度：689名（12件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3その他
小牲＝178名（2「D・lll桝＝2°2名（31牛）謝交’k川・＝3・9名（71牛）　・Fun　wi・h　C。11ecti。n　2005「L・ろいろメガネP、，t、1あなたの見か
s6
た教えてください」のプログラム補助＊1）Fしln　with　C・llecti・n欄　　　8）出版物
参照
・ 1月2日に行なわれた「～美術館・博物館へ行こう～　ADay　in　the　　　■展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）
Museum」での一般に向けたギャラリー・トーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■展覧会パンレット
■20054渡の研修　　　　　　　　　　展覧会の8・E要と，II品作，1、11リストを含む無料配布のパンフレ，ト
14月7［］（木）　桜井美術鋳造見学　　　　　　　　　　　　　　　　　［ドレスデン国、ゾ美術館展　　世界の鏡］A4（4頁）
24月21H（木）「修復について」河「1公夫（当館一i：任研究官）　　　　　　［キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版画］B5（4頁）
36月ll日（木）どようびじゅつ「暑中お見舞い申し上げます」模擬　　　　「ロダンとカリエ＿ル］A4（4頁）
　　　　　　　　　　　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
t　6J－J25　L］（’71〈）「ソンマ鋤；発掘継について情柳．IE蜘館鏑　　■ジュニア．，、スポート
59月1口（木）　活動の評価と反省
、9J」22囮、）rFun　wi，h　C。ll。，，i。，1・ついて」鵠i羊子el］齢　　麟会の入嚇を兼ねた小゜中学生を対象とした興会ガイド
　　　　　　　　　　　任研究官）　　　　　　　　　　［ドレスデン国ヒ美術館展　世界の鏡］B4（4つ才JTり）
汀0月611（木）「保存利．学について」塚田全彦Cl］館1：任研究官）　　　　　［キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版画］B4（4つ
、10月29日（木）r、・i－ii　J，－i　：生と美術」水野谷憲郎（棘学芸大学教育　　折り）
　　　　　　　　　　　学部附属小金Jl・中学校教諭）　　　　　　　　　　　　［ロダンとカリエール］B4（4つ折り）
912月151］（木）どようびじゅつ「キラキラ色のヒミツ」模擬練習
lb　3月30H（木）活動の評価と反省　　　　　　　　　　　　　　　　　■ゼフユロス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季刊（年4回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のニュースレターc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年度：No．23－No．26　A3　Eつ折り）
6）インターンシップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時島洋．f．）
当館では、西洋美術に関心をもつ人材の育成と、当館の活動をより
広く理解してもらうことを目的として、大学院生以ヒを対象としたイン
ターンシップを実施している、当館職員の指導のもと、研修生は所
蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、それぞれ
が．希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携わる、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）Fun・tvith・Co〃ection
［綱及室］　　　　　　　1隠瓢㍑；1麗1蒜霊麗ll、ご。1㍑
指導二寺島洋子・藤田千織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　details）．　This　program　focused　on　the　theme　of　how　visitors　to　the
インターン：海老名熱実、斉藤佳代　　　　　　　　　　　　　　　　　inuseum　view　and　enj（）y　art　w。rks．　The　program　enc。uraged　visitors　t。
期間：2005年5月1日一10月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exchange　their　viewpoints　or　their　ways　of　enjoying　art　works．　and　thus
内容：1ジュニア・パスポート（小・中学生対象の特別展ガイド）の改　　　　they　experienced　different　ways　of　looking　at　and　experiencing　artwork．
　　　　　　善調査とキアロスクーロ展のジュニア・パスポート作成
　　　　　　＊詳細は、「2005年度インターンシップ報告，1｝・」参IK｛　　　　　　　　　“Write　About　Your　Special　Art　Work”
2＝C°11ecti°n「いうし’ろメガネPart　1」関連プ゜グラiil⊇≧鷲⊇き…竃・繍曙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　perspective．　Judges　then　chose　a　total　of　30　essays　from　those
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　submitted：the　texts　were　displayed　on　panels　near　the　art　works
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　involved　and　were　also　posted　on　the　museum’s　website．　All　4330f　the
7）他繊との麟　　　　　　　蒜；ll㍑ご膿；「：rぽi，臨、；㌫：ぽ＝臨ll惣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　galleries，　allowing　visitors　a　chance　to　free［y　enjoy　these　interesting
■東京都立飛鳥高校課外授業への協力　　　　　　　　　　　　　　texts・
［」時：5月20日（金）28日（Jt：）、6月18日（土）24日（．金）、7月1日（金）　　　IJuly－31　Octobe「・2005
R纏＿＿、＿と描画技法、彫刻作品と鋳撫三燃i憲・G・11・r・　and・NMW・w・b・・・・…m
造技法、美術館建築について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Judge；Makiko　Uchidate（playWright），Jun　Miura（lllustrator），　Masanori
参加者二7名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aoyagi（Director，　National　Museum　of　Western　Art）
■国立科学博物館主催「上野の山ミュージアムクラブ」への協力　　　　　“Jun　Miura　Lecture”
縢：㌫ぽ支㌫灘絵具作り）　　灘瓢㍑；蒜t隠蹴＝譜蠕罐
対象参賭：中学生23名　　　　　　　　Declmb，，3（S、，．）14，。。－15、3・Lec，、，e　H、ll
・鯨大学大学院人文社会系研究科文イヒ資源学研究専攻の教育・ 　；：蒜1；㍑認II；；t「at°「）
　　研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge
期間：2005年4月1日一2006年3月31日
内容二文化資源学研究専攻の一層の充実と、当該研究科の学生の　　　　“What　is　Your　Name？You　Become　the　Titler　of　Art　Works”．
韻向一ヒを図り・相互の教育・石Ji’究の交流を促進した・　　　＝：1忠ぽ惣「1、：＝㌶1：le蒜謬1㍑蕊霊
ST
the　names　on　paper　available　near　the　art　works．　　　　　　　　　　　　　　　　Hanae　Mori（Fashion　Designer）
July　1、2005－May　28，2006　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：129
Permanent　Collection　Gallery
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Christmas　at　the　Museum”
“Composing　Just　What　We　Feel！－Haiku　at　the　NMWA・　　　　　　　　　　This　program　was　held　during　the　Christmas　season，　the　holiday　that
Thi・p・・g・am　h・d・i・it・・s　u・e嫌・P・etry・t…p・e・・th・i・feeli・g・　　h・n・・s　th・bi・th・f　Ch・i・t・　Th・Ch・i・tmas　st・ry・w・・t・ld　i・th・g・11・ry
when　they　viewed　art　works．　One　person　would　write　the　first　five　　　　　next　to　a　depiction　of　the　Nativity　scene，　and　the　participating　family
character　Iine　about　a　selected　art　work　on　o　tanzaku　card　made　for　　　　members　looked　at　a　number　of　works　in　the　gallery　depicting　Christ．
P・et・y　t・an・c・ipti・・，　and・then・hand・d　the　ca・d　t・…th・・p・・s・n．　Then　th・g・・up　m・d・Ch・i・tm・…n・ment・and　dec・・at・d・Ch・i・tm・・
B・・ed・・th・t　fi・st　line，　th・・ec・nd　p・・s・n　w・・ld　im・gine　whi・h　a・t　　t・ee・et・p　i・the　ent・an・e　l・bby・
work　was　being　discussed　and　added　their　own　second　seven－character　　　　December　l7（Sat．）and　l8（Sun．），10：30－12：30，14：00－16：30［Half－day
line．　The　card　was　then　handed　to　a　third　person，　who　would　write　the　　　　program］
third　five－character　line．　Thus　this　unusual　program　had　three　people　　　　Facihtator：NMWA　volunteer　staff
write　a　single／iaiku　poem．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：6－9．　year－olds　and　their　family　members
J・ly　24（Sun．）10・30－12・30，・13・30－15・30［H・lf－d・y　p・・9・am］　　　　P・「ti・ipant・・68
Facilitator：Yasunori　Gou（Workshop　Planner）　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge
Target：Over　the　age　of　l3
P・・ti・ipant・・20　　　　　　　　　　　　　　“Ch・i・tm・・C…1・”
F・ee・f・h・・g・　　　　　　　　　　　　　　Thi・p・・g・am　w・・h・1d　d・・i・g　th・Ch・i・tmas　sea・・n・D・・mg　this　sea…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　it　is　traditional　for　choirs　to　stand　on　street　corners　and　sing　Christmas
“Let’s　Film　the　Great　Places　at　the　NMWA－The　Dispatch　of　the　Kid　　　　carols・　This　accapella　concert　presented　a　selection　of　carols・
Video　Troops！”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　December　l7（Sat．）and　l8（Sun．），13：00－13：40　and］6：00－16：40，
This　program　had　participants　shoot　video　footage　of　the　art　works　and　　　　　Entrance　lobby
areas　of　the　NMWA　that　appealed　to　the　participant　in　order　to　create　　　　Organizers：Yoko　Oka，　Rieko　Kojima　and　Yuki　Ninomiya（Tokyo
their　own　introductory　video　of　the　museum．　The　project　took　three　　　　　National　University　of　Fine　Arts　and　Music）
days　and　involved　choosing　art　works，　making　a　script，　practicing　the　　　　　Choir：Students　and　graduates　of　the　Tokyo　National　University　of　Fine
use　of　the　video　cameras　and　actual　filming．　A　screening　was　held　of　the　　　　Arts　and　Music
completed　videos　on　the　final　day　and　friends　and　family　members　　　　Participants：approx．200
were　invited　to　attend　the　screening．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge
July　30（Saし），31（Sun．），August　1（Mon．）and　7（Sun）［4－day　program］
10・00－17・00（A。g。，t　7，13，30．15、30）　　　　　　　　　“Th・St・・y・f　Sant・Clau・”
Facilit・t…Ry・k・Y・m・m・t・（Vid・・M・k・・）　　　　　　　　Santa　Cl・・・・…wi・di・pen・ab1・p・・t・f　th・Ch・i・tm・・h・1id・y
T・・g・t・Ilan日12year－・ld・　　　　　　　　　　　cel・巨・ati・g　th・bi・th　pf　Chri・むThi・lect・・e・・ve・ed　th・t・an・f・・m・ti・n・f
P・・ti・ip。nt，，3　　　　　　　　　　　　　　St・Nlch・1・・，・・d・plct・d　i・p・i・ti・g・・t・hi・current　manif・・t・ti・n　a・
P・rti・ip・ti・・fee・1，500　yen　　　　　　　　　　　Sant・Claus・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　December　23（Fri．）、14：00－15：30，　Lecture　Hall
“Gather　One　and　All！一　Kid　Judges　Award　Prizes　to　Their　Favorite　Art　　　　　Lecturer：Hiroaki　Kuzuno（Associate　Professor、　University　of　the　Sacred
Works！”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Heart、　Tokyo）
In　this　program，　children　selected　the　art　works　they　liked　from　among　　　　Target：Over　the　age　ol　13
the　paintings　and　sculptures　on　display　and　awarded　them　prizes　that　　　　　Participants：34
they　made　up．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge
August　9（Tue．）13：30－16：30［Half－day　program］
Facilitator：Yasullori　Gou（Workshop　Planner）
Target：10－12year－olds
Participants：8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）Programs　Related　to　Special　Exhibitions
Free　of　charge
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Lectures
蒜，㍑um　Th「°ugh　the　Viewfinde「：Making　Y°u「°wn　Ph°t°　R・1…d…heexh・b・…n・・…g・d・L・T・u・・
Thi、　pr。9，am　had　p。，・i。ipan・s　c。t。。・ph。，。g，aph、，、f　m。，eum　　14・00－15・30⊥ecture　H・ll・　F・ee・f・h・・g・
buildings　and　art　works　and　create　their　own　photo　collection、　While　　　　　April　2（Sat・）Participants：150
some　included　the　same　art　works，　the　different　vantage　point　of　each　　　　　　”La　Tour　and　l7th　Century　Iconography”
participant　resulted　in　completely　different　photo　co11ections．　　　　　　　　　　　Saburo　Kimura（Professor，　Nihon　University）
August　20（SaL）and　21（Sun．）10：00－17：00［Two－day　program］　　　　　　　　　　　April　23（Sat・）Participants：140
1nstructor：Kohide　Nakashima（Photographer）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Research　Note：Myself　an（i　La　Tour’s　Nocturnes”
Target：16years　and　older　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hidemichi　Tanaka（Professor，　Tohoku　University）
P・・ti・ip・nt・・10　　　　　　　　　　　　　　　Ap・il・30（S・t）P・rti・ipant・・140
P・・ti・ip・ti・n　fee・1・500　yen　　　　　　　　　　　　”L・T…and・th・Art・・f・th・Duchy・f　L・rraine・
・
Sund。y　A，，　M。、eum、　Want　t。　L。。、，h，。ugh　M，　Glasse、？・　　　Y°shiki°n°（P「°lels°「・A°yama　Gakuin　W°men’s　Juni°「C°Ileg・）
Thi・1ect・・e・e・i・・by・peci・li・t・f・・m。wid。，ang，。f　fi。ld、　feat。，ed　　May　7（Sat・）Pa「ticipant・・111
each　lect・・e…1・・k・t・・t　w・・k・f・・m・th。i，。w。　p。rticul。，　p，。fessi。na1　　“Painting　the　Unseen・17th・cent・ry・F・ench　phi1…phy　and　the　a・ti・ti・
・・p・・s・n・lvant・g，　p。i，t，　　　　　　　　　　　w°「ld°fG…g・・d・L・T・ur”
ll＝；蒜・・ll・…g・…ve・・heag・・f・16，・・ee…h・・g・　蒜a忽：蕊niverSity°fT°ky°）
1・a・T。k。h。・。（A。i孟。・。d　M。。i。　Di，ec，。，）　　　　　　　ILa　．lrgy「’r　Light　and　Shad・w・E・pl・i・i・g　th・G…g・・d・L・T・u・
＝㌫）　　　　　　昊＝ha・h・（…a・・r，・T・・N…－al・M・・eum・・W・・…n・Art）
Eit・t・u　H・y・・hi（T・ik・D・umm・・）　　　　　　　　　　　R。1。t。d　t。　th。・exhibiti。n・D，e，den．Mirr。，。f　th。　W。，ld・
Pa「ticipan‘s：133　　　　　　　　　　　　14・00－15・30，　Lect・・e　H・ll，・F・ee。f，h、，g，
蹴撒一T・k・iU・iVe・Si・y）　　　欝ぎ謡酷e・S…h・C・llec・・一・…h・Pill・…
November　6（Sun．）
58
　　Hiroshi　Kato（．Head　of　Restoration　Technique　Department．　National　　　　■Concert
　　Research　Institute　f（）r　Cultural　Properties・Tokyo）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Related　to　the　exhibition・℃eorge　de　La　Tour”
　　July　24（Sun．）Participants：124　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Seeking　the　Sounds　Heard　by　La　Tour”
　　』‘Turkey　from　the　Eしlropean　Point　of　View：A　Hig．　torical　Colltext”　　　　　　　　This　concert　was　a　contemporaly　relldering　of　the　music　of　George　de　la
　　Masami　Arai（’Profes　sor、　Tokyo　Uni、ersity　of　Foreign　Studies）　　　　　　　　　　Tc）ur“s　l）eriod，　focusing（）　n　ancient　music　played　on　such　antiqLle
，x、gu　s．　t　1　－1　（．　Sun，）　Par・i。iP・・…75　　　　　　　　　inst・umellt・・s　th・Hu・dy－Gurdy（ba「「el（°「I」alコ）depicted　in　La　T°u「’s
－
M。der。　Eu，。P。Em　S。i。。tifi。　Eq。il）me・t　and　Thei・T・・ns，・issi・・t…　　P・il）til］8’s・
　　」apan　and　China”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　May　ll）（ThLirs．）、14（SaL）and　l5（Sun，）
　　Tsuko　Nakam川’a（Associate　Professor，　National　Astr（，nomical　　　　l9：15－2（．）：15．　Lobby　of　the　Special　Exhibition　Gallery
　　Obsel、Fatol｝▼ofjapan）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organizers：Mari　Ohashi　and　Mikiko　Ton）ita
S。ptemb。・11（S・・．）P・・ti・iPa・t・・120　　　　　　　　P「°du・e「：U”fini、
D，e，clen　一　Mi…r。f　the　W・・ld・Oll　th・E・hibiti・・C・1）（1ept”　　　　竺usicialls：Le　P°en〕e　Hal：m°niquC．　　一、．一．
Na。ki　S。t。（C。，at。r、　Th。　N。ti。n。I　M、lseum。f　W。s・。，n　A・t’）　　　　Tlck・t・3・800　ye・（mcl・dmg・dlmssl・・t・）the　exhlbln°n）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　Participalコts：300
Related　to　the　exhibiti（）バChiaroscuro　Woodcuts　from　the　Frits
L。gt　C。11，、ti。n　i。　P。，i、・　　　　　　　　　　R・1・t・d　t・th・　・Fhib．iti・バD・e・den’Mi「「°「°f　the　W°「！d”　．
14、・・．15、3・．L。、t。，e・H。｜L　F，。。。f。h。rg。　　　　　　　　ELF・．ar　an｛．1　L・nging　f・・th・Ottgma・Tu「ks：The　Dlve「slt）’°f　Mllslcal
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Culture　Brought　About　by　Imperia］Expansion
　　October　l5（Sat・）Partic：iPants：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1n　relati（．）n　to　the　Dresden　exhibition，　this　concert　focused　on　Turkish
4℃hiar・scur・W・・dc・t・i・Germa・y『『　　　　　　　　mu，i，　a。d　i。t，。〔luced　th。　i。fluence。f　Turki・h・milit・ry・m・・i・…uch
Ayu　mi　Y・・ui（Ass・ci・t・P・・fess・「・　Kanazawa　C°11eg　e°f　A「t）　　　c（）mP。se，s　a，　Beeth。ven　a。d　M・za・t　The　c・nce・t・1・・featured・b・lly
　　October　29（Sat．）　Participants：33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔lallcing　demonstration，　accompanied　by　a　diverse　array　of　folk　music
　　℃hiaroscuro　Wo（）dcuts　ill　the　Netheriands：Featut’hlg　Hendrick　　　　played　oll　the　llniquelyTurkish　instruments，　the　saz　and　the　darbuka．
G°ltzius”　　　　　　　　，　　　　　S。pt。ml・e・9（F・i．）18・00－19・：ハ0、　L・bby・f　the　Speci・I　E・hibiti・・G・llely
Aki・a　K・f・k・（H・・d　Cu「at・「・N・ti°nal　Museum°f　XN’estern　A「t）　　　O，ga。i，e・　and　L・・t・・e・・K・ik・T・kii（T・ky・N・ti・nal　U・i・・e・・ity・f　Fi・e
　　November　l2（Sat．）Participants：65　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arts　and　Music）
　　“tDetecting　Chiaroscuro　Woodcut　Techniques”　　　　　　　　　　　　　　Special　Guest：Mitsuru　Saito（Res．　earcher　of　Turkish　Music）
　　Hitoshi　Karasawa（Printmaker）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Musicians：Fujii（Saz），　Junzo　Tateiwa（Darbuka）and　students　from　the
N。．emb・・26（S・t．）P・・ti・ipant・・34　　　　　　　　　T・k）・N・ti・・al　U・ive・sity°f　Fine　A「ts　and　Music
・℃hiar。・cu・・W・（・dc・t・in　lt・ly”　　　　　　　　　B・Ily　Dance・s・Nenuph・・a・d　Yumi
　　Shinstike　Watanabe（Curator、　National　Museurn　of　W’estern　Art）　　　　　　　ParticiPants：100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　charge
Related　to　the　exhibition“Rodi［コand　Carriさre”
11S：00－15：30，　Lecture　Hall、　FI’ee　of　charge
March　7（Tue．）　Participams：83
　　・・Rodin　and　The　G］・eatest　Painter・s　Atelier・・“　　　　　　　　　　　　　　　（3）Family　Program
　　Antoinette　le　Normand．Rolnain（Head　curatort　MusCe　Rodin）　　　　　　　　　The　Family　program　is　a　free　program　held　on　the　2nd　and　4th　Saturdays
R。di。　and　Carrie，e、　An　a，ti、ti。　f，iend、hil、　i。　Pari、、t　the　end。f　・f・vei“r　m・・th・・im・d・t・hild・en　ag・d〔6－　10　and　acc°mpanying　adults・
　　nineteenth　century”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Twf）different　programsご’Biju－too「’and“Doyo　Bijutsu（Saturday
　　Emmanuelle　H6ran（Curator．　Mus6e　d’Orsay）　　　　　　　　　　　　　　　　w（．｝rkg．　hop）、　are　conducted　by　members　of　the　Education　Department
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　staff　aIld　Volunteei’Staff　meInbers．
■Gallery　Talk
Related　to　the　exhibition・Chiaroscuro　Woodcuts　from　the　Frits　　　　■Biju－tool
Lugt　Collection　in　Paris”　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Biju－tool　kit　is　a　viewillg　aid　for　Iコ（）vice　visitors．　specificaUy　those
l8：00－18：40，　Special　Exhibition　Ga）leries．　Admission　fee　　　　　　　　　　　　families　with　children　aged　6　to　lO．　It　includes　tools　and　games　to　help
October　l4（Fri．）、28（Fri．）、　November　l　l（FrL），25（FrL）and　December　　　　them　to　enjoy　art　works　ill　the　museumcollection　galleries．　Five　types　of
2（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kits　were　lent　to　farnilies　this　year．
Speak…Shi…k・W・t・・abe（Curat・r・N・ti・Ilal　Mu・e・1・・f　W・・tem　　April　9（S・t）23（S・t）、　M・y　l4（S・t．），28（S・t），S・ptell・be・10（S・t．）、24
A「t）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sat．），　October　8（SaL），22（Sat．），　November　l2（Sat），26（Sat．），2005，
Total　participants：120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　l　I（Sat），25（Sat．），2006．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00－19：00、Permanent　Collection　Galleries，　lree　of　charge
■Slide　Talk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　number　of　borrowers：755
Related　to　the　exhibition“George　de　La　Tour”
18：00－18：40，Lecture　Hall，　Admission　fee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Doyo　Bijutsu（Saturday　art　workshop）
April　l（FrL），15（Fri・），29（Fri・）・May　l3（Fri・）and　20（Fri・）　　　　　　　　　　　This　program　consists　of　art　apPreciation　in　the　Permanent　Collection
Speaker：Kumi　Otani（Keio　University）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Galleries　and　creative　activities　in　the　workshop　room，　Two　programs
Total　participants：532　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　run　during　this　fiscal　year．
Related　to　the　exhibition　“Dresden－Mirror　of　the　World”　　　　　　 　　“Summer　Greetings”
18：00　－18：40，Lecture　Hall，Admission　fee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants　enjoyed　viewillg　art　work　in　the　Permanent　Collection
」uly　8（Fri．），22（Fri．）、　August　5（Fri．），19（FrL），September　2（Fri．）、　and　　　　Galleries、　and　photographed　the　art　work　which　appealed　to　them．　With
l6（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　those　photos、　they　made　Summer　Greeting　cards　and　sent　them　to　their
Speaker：Momoko　Ochiai（Waseda　University）　　　　　　　　　　　　　　　　relatives、　colleagues　or　lriends　fr〔）m　the　museum．（Same　I）rogram　held　8
Total　participants：62g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tlmes）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Julv　9（SaL）、23（Sat），August　13（Sat．）、27（Sat．）
Related　to　the　exhibition“Rodin　and　Carriere”　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　10：bo＿12：30、14：00＿16：00
18：00－18：40、Lecture　Hall，　Admission　fee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum　Collection　Galleries、　Free　of　charge
March　24（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：131
Speaker：Mahori　Kondo（Lectu　rer、　Komazawa　University）
Total　participants：43　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Secrets　of　Twinkling　Color”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　focused　on　the　paintings　that　have　gold　color（gold　leaf）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mtheir　in〕agery，　Participants　enloyed　looking　closely　at　the　pair）tings
「9
lmder　both　day　and　cand［e　lights，　alld　then　touching　thinsheets　of　gold　　　　　　August　29（Mc川．），10：00－17：00、　Free　of　charge
leaf．　Then　they　painted　their　own　pictures　on　a　gold　groulld．（Same　　　　Corltent：Presentation　of　seminar　topic，　practicing　the　act　oドseeing，”
program　held　4　times）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、which　forms　the　basis　for　art　work　apl〕reciation、　explanation　of　the
February　l　l（SaL），25（Sat．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inethodology　used　by　art　historians　ill　their　research　on　art　works・
10：30＿12：30．14：00＿16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　followed　by　a　discussion　of　art　al）preciatic）n　and　how　schools　call　utilize
Museum　Collection　Galleries，　Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a「t　museums・
Total　participants：73　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0rganized　w’ith　Tozuken　and　the　National　Mllseum　of　Mo（lem　ArL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokvo，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPants：16
（4）School　Program
．S，h。。I　G。ll。，y　T。lks　　　　　　　　　（5）V°luntee「Activities．　　　、　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AVoluI．lteer　Program　was　established　at　the　NMWA　m　2004　and　thls
＝㍑a認馴嵩謬瓢＝lll馴㌫：e「manentご…・；惣1＝，II）1，！蕊㍑1、三ご。ご蕊1蒜
Pa「ticlpants：㍑悉：膿漂lr言）、696（1、9，。。ps、　　Famlly　Pr・gl・m・・．・；・・h・・！G・・・・・…lk・・・・…The・e　v・1・ln・ee・・a1・・
　　　　　　　　　Juni・・High　S・h・・1（・g。d　l3t。15）、293（15gr〔）。ps）　　　Pa「hcipate　m　t「alnlng　sess1°ns　held　th「°ugh°ut　the　yea「ln°「de「t°
　　　　　　　　　O・e・ag・・f　l6・177（79…p・）　　　　　　　　acq・i・e　the　kn・wl・dge　and　tech・ique・・ecessaly　f・・thei・acti・iti・・at
　　　　　　　　　Total：1，214（41groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　museum・
■School　Slide　Talks　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Activities
This　program　requiring　reservations　involved　Education　Department　　　　Family　Program　tSee”（3）Family　Progl’am”
staff　members　presenting　lectures　explaining　the　works　oll　display　in　the　　　　　　’Bilu－tool：Loan　service
Permanent　Collection　Galleries　or　special　exhibitions，　These　talks、、ere　　　　　　’D（）yo　Bijutsu：Program　facilitat（）r　and　program　PlaIming．
・im・d・t　j・・ge－scal・a・dience・a・d　h・ld　in　th・lectur・h・ll・　　　　　S・h・・I　G・ll・ry　T・1いS・。・・（1）S、h・。1　P・。9，、m・・
Participants：Primary　Sch（．）c）1（aged　7　to　l2）：178（2　gl’oUI）s）　　　　　　　　　　　Others
　　　　　　　　　　JuniorHigh　School（aged　l3to　l5）：202（3　gr（，ups）　　　　　　　　　　・Assistance　for　the　prograIns　of　Fun　with　Collection“Various
　　　　　　　　　　Over　age　of　l6：309（7groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Colc）red　Eyeglasses　Part　l：Tell　me　about　how　you　see”・Seピ（1）Fun
　　　　　　　　　　Total：689（12groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、vith　Collectiorゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Gallery　talks　for“A　Day　in　the　Museum”（January　2，2006）
■Museum　Visits　for　Extracurricular　Activity
These　group　viSitS　involved　middle　school　and　high　school　students　in　　　　■Training　and　Meeting
…rdin・ti・n　with　th・i・1・t・g・at・d　C・u・se・at・ch・・L　The　E・1u・・ti・・　　Ap・．7（Th・．）Vi・it　t・th・S・kur・i　A・t　F・L・ndry
Staff　lnembe「s　gui；e望these　g「・・p・・and　p・・vid・d　va・i？u・i・f・・m・ti・n　Apr．　21（Th・．）Lecture・・O。　C。。se，vati。。・・by　Kimi。　K。w、19uchi
「ega「dlng　a　cu「at°「sJ°b・a「t　w°「ks・and　the　a「t　m・・eum　lt・elf・　　　　　　　（C。n，e，、，r。t。，、　N。ti、m、I　Museum。f　W。、t，，n　A，t）
Participant・・Juni・）r　High　S・h・・1（・9・d　l3t・15）・95（209・・し1P・）　　　　Ju・」1（Th・．）T・i・1・f　D・y・Bij・tsしl　pr・gl・aln‘・S・mm・・G・eeti・9・・
　　　　　　　　　　Ove「age°tJ．si：49（69「°・ps）　　　　　　　Ju・，25（Th・．）Lecture・E・・av。・i・）・…he　S。mm。　Vesしlvian。　i。　1・。ly・
　　　　　　　　　　T°tal：144（269「°ups）　　　　　　　　　　　　by　M・・an。・i　A・y。gi（Di，ect。，，　N。ti。nal　M、、eum、、f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Western　Art）
■Teachers’Program　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sept，1（Thu．）　Review　of　the　actMties
This　program　has　been　designed　for　elementaly　middle　school，　and　　　　　Sept．22（Thu．）Lecture℃n　Fun　with　Collection”by　Yoko　Terashima
high　school　teachers．　The　program　includes　a　brief　overview’of　the　　　　　　　　　　　（Educator，　National　Museuln　of　Western　Art）
exhibition’s　contents・discussi〔〕ll　of　a　few　works　on　disPlay　and　free　　　　　Oct．　G（Thu，）　Lecture”On　Conser’vation　Science・bv　Masahiko
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uentry　to　the　exhibition・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tsukada（Associate　c（mservator，　National　Museum　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VVestern　Art）
Related　tr　the　exhibiti°n“D「esden≡Mi「「°「°f　the　W°「ldi’　 　…．29（・rhu．）L・・…e“」ulli・…High　S。h。。I　S・。den・、　and　A，ドby　N。ri、）
J・ly　l5（Fr・）18・00－18・40・　L・・！E・rr　H・1］・　F・ee・f・harg・　　　　　　　　Mi・un・y・、（K。9。n⑪。i。r　High　S。h。。D
；1蕊1；霊at°（Cu「at°「．　Nati°nal　Museum°fWestemA「t）　Dec・15（T…）㌫pf　D・y・・B・」・t・・p・・9・am“S…e・…Tw・・kli・9
Related　to　the　exhibition・Chiaroscuro　Woodcuts　from　the　Frits　　　　Mar・30（Thu・）Review　of　the　activities
Lugt　Coliection　in　Paris”
October　21（Fri．）18：0（）－18：40，　Lecture　Hall，　Free　of　charge
Lecturer：Shlnsuke　Watanabe（Associate　curator．　National　Museum　of
Westem　Art）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）Internship
Participants：104　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　Part　of　its　mission　of　developin．g　hllman　resources　in　areas　related　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　western　art　and　also　as　a　way　to　further　garner　and　br（，aden
R・1・t・dt・the　exhibiti・n“R・din　and　Carriさ・e”　　　 　　　u・d・・standi・g・l　th・m、seum・、　acti．iti，、、　th，　m。、eum　invit。，　th。
Ma「ch　l7（F「i・）18：00－18：40・　Lecture　H・IL　F・ee・f・harg・　　　　　participati…fi・t・・n・at・the　g・aduat・・t・de・t　level　and　high。，．　U。d。，
Lec　t．”　1’e「：Mina　Oya（Cu「at°「・　Nati°nal　Museum・f　W・・ter・A・t）　　　・h。　di，ec・i。。。f、、・、ff　m。mb。，，，h，、e　i。，。，n、　h。1，　wi，h、、＿，。f
Pa「tlclpants：96　　　　　　　　　　mし1・eum、・・w。，k，　a，d　assi、・w・th，h，　planni、g。f　exhibi，i。n“　and
■Tea，h。，s・S。mm。，　S。minar　　　　　　　　　　educati°nal　p「°9「ams・with・ach　i・t・・n　t・ki・g　P・「t　i・ha・ds－…w・rk　i・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　theirown　specific　area　of　specialization．
July　25（Mon．），10：00－17：00．　Free〔，f　charge
Contents：Discussjon　held　about　viewing　art　works，　gallery　talks　for　the　　　　　［Education］
D「esden　exhibiti・n　a・d・xplan・ti・n　and・ve・vi・w・f　the　Fun　tvith　T，ai，、i。g　P，。9，am，
勲鶯駕鷲総蒜・1島゜　a；im・・yS・h…・and　l儒ごぽ1蹴　㍑＝；蕊漂
P・rti・ipant，，14　　　　　　　　　　　　　　2・　Assi・tance　with　p・・9・am・・el・t・d　t・Fu・with・C・llecti・）・励・us
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cθ／o’でdε｝1e81α∬esρωτ1
（）｛〕
Term：Mav　l－October　i31、2005
Supervisors：Yoko　Terashima、　Chiori　Fujita
Interns：Atsumi　Ebina、　Kavo　Saito
（7）Cooperation　with　Other　Institutions
■Off－campus　Course　f（）r　the　Tokyo　Metropolitan　Asuka　Senior
　　High　School
May　2｛｝（Fri．）、28（Sat．），」ul’］e　l8（Sat．）、24（Fri，），July　l（Fri．）
Colltents：Overview　of　the　NMVVA．　oil　paintings　alld　oil　techniques、
sculpture　and　castmg　techniqし1es、　am　d　discussion　（）f　mLIseuTn
architect川’e、
Pa　rtic　’1　pa　1’lts：7（．aged　IGto　l8）
■Cooperation　with　the　program”Museum　Club　at　Ueno　Hills”by
　　National　Science　Museum
July　18（Mon．）9：30－16：00
Contents：Oil　paintil19　alld　oil　techniques（art　work　viewing　and
piglnellt　Inanipしilatioi）alld　l）ro（lu（．’tiOn）
Participants：24（aged　l：3　to　l5）
■Cooperation　with　Graduate　School　of　Humallities　and　Sociology，
　　the　University　of　Tokyo
Terln：APril　l．2005－Mai’ch　31，2006
Contents：This　program　sc）ugl〕t　to　ftirther　deepen　the　unders　t～｜ndil｜g　of
Cultural　Materials　Research　specialists　in　this　progran〕alld　carlふout
rnutual　exchange　On　researCh　an（1　eduCatiOn．
（8）Publications
■Exhibition　brochures
“Dresden－Mirror　of　the　WOrld”
＾℃hiaroscuro　Woodcuts　h’om　the　Frits　Lugt　Colle（：tion　in　1’at’is“
LbRodin　and　Carriさre”
■Junior　Passport
Exhibitioll　guide　for　prima］1’sch（）ol　aTid」unior　High　School　students
“Dresden－Mirl皐or　of　the　Vv，iorld”
Chiaroscur〔）Vゾoodcuts　from　the　Fri亡s　Lugt　Collection　il）Paris　”
“Rodinand　Carriere”
■Zephyros
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展覧会貸出作品一覧
List　of　Loans
「梅原龍三．三郎最後の境地　　晩年の造形と愛蔵品一一」展
2005年4月5日一5月15n
渋谷区立松濤美術館
P．1974－002ピエール＝オーギュスト・ルノワール《横たわる浴女》
S．1978－OO　1ピエール＝オーギュスト・ルノワール1勝利のヴィーナス；
P．1977－005ジョルジュ・ルオー《エバイ（びっくりした男）1，・，
S．1975－003不詳《キュクラデス彫刻〉
「描かれた禁断の果実：りんごの秘密
　　デューラーからセザンヌ、劉生へ　　」展
2005イド4月23n－6月511
財団法人ひろしま美術館
Pl959－059ギュスターヴ・クールベ《りんご》
P．199．　1－005アンドレ・ドラン《果物》
「よみがえる須磨コレクション　　スペイン美術の500年」展
2005イド4月23EI－6J－JsH
⊥ξll｜奇り良美…術：負官
P」974－001エル・グレコ《1▲字架のキリスト》
Permanent　exhibitiorl
October　lO－December　l　l、2005
Le　Musξe　Toulouse－Lautrec
P．1959－106　Paul　Gauguin，7「Uo　Breton　Gii’／s／元v’／？（～∫（ヲ〔～
常設展
2005年10月10日一2005年12月lli－｜
アルビllパ日・ウールーズ＝ロートレック美術館
P．1959－106ポール・ゴーガン《海辺に）Zつブルターニュの少女たち》
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新収作品一覧
List　of　New　Acquisitions
彩ミ1由i：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98×77、5c［n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lメミ｝苗］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Attributed　t（．）Simon　Vouet［1590－1649，　］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5σ～ηrCath（～がη（ぞ
ポール・ランソンLl861－1909・」　　　　　　　　　　oil（on　canx・as　　　　　　　　　　　　　　　　　アレクサンドル・ガブリエル・ドウカンLl803－18（jO］
ジギタリス＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　98×775Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《法”」：：者に囲まれたキリスト＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．20〔｝5－5
189il｛卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1833fドL∫i
テトランフ、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙に透明水彩、グアッシュ
15〔｝×70cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　380×・183　mm
Ii　1“iご署名’年liLl：冊∫’～sf醐・　　　　07°ヨルダーンス［1593－1678：　　Alexand，e　G、b，i，I　Decam，，［18・、3．186・］
Pa・I　Ran・・n［1861－19（）9］　　　　　《1縁族》　　　　　　　　Ch・rist。。，（m．g　th。　Scribes
Les　Z）～lgitロ／es　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　620イトヒS’l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1833
｜89g　　　　　　　　　　　　　l］ll彩・カンヴ・ス　　　　　　　　　　W・t・・c・1・urand　fg・）uache・・l　p・pv・
？？？？？on　CEI［IN．as　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　I6×76　c｜11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38〔）×483　mm
忽㍑d、，。dl、＿1、＿＿，、，，，，」　　」…b．Y・rdaens［159・3－1678］　　　D2°°5’l
P．2005＿1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃olV　Eam↓4V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cil．IGL）O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）il　on　can、’as
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll6×76　CII1
ピーテル・ブリューゲル（1’・）［1564－1638：　　　　　「’2005－6
眠のある冬景ω　　　　　　　　　　　　　　　［版］llli］
汕彩、板
40、6×56．8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギュスターヴ・ドレ［1832－18831
Pi・…B・ueghel　the　Y・ung・・【1564－16・38］　1・ラ’シエ7・　“・スペインの思いill；　　　ケーテ．コルヴィ。ツ［1867．1945］
溜忽d　輌’醐輌　　 ‖謬。。ス　　　　　〔耕す酬側幽・のり綱
40．Cl・5G．8Cm　　　　　　　　　　　　278、囲91．8Cm　　　　　　　　　　　　l907年
P．2〔1｛｝5－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左ドに‘著：名：Gve．　Dore『　　　　　　　　　　　　　　　　エッチンク：ドライポイント、アクアテfント、ソフトグラウンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gustave　DorC［1832－1883］　　　　　　　　　　　　　　　315xJ54　mm
フランチェスコ．ボ。テ，チー二　　　；蕊s’α・』γ゜fSpain　　　Ka・h・K・llw…［1867－1945］
1フィレンツェ1446－1498］　　　　　　（．）i［。n、、。，、、　　　　　　　　　Tlle　Pl・・ωers　（Pt・te　1・t’　‘’Tl・e　Pe（1・・〃・’s尺…の
輌㌘，賢；㌶＝rア　　　　　　　撫；・㌫・・－1一
テンヘラ、板｛ベニヤに移し換幻　　　　　　　　　　　　　アードリアン・イーゼンブラント　　　　　　　　　　　G・2〔｝05－l
ll5・122．5。m　　　　　　　　　　　　［活動：1510－1551］に帰属
F・a・ce・c・B・tti・i・i［Fi・enze幽6－1498］　　1□人i｛の聖1靖
Saint　iVico／os　ana，　Saints　Cathei’ine，　Lucy，　　　　汕彩、板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケーテ・コルヴィッツ［1867－19451
V14a〃gcn’et　and・Aρ0〃onia　　　　　　　　　　　　　35×35・ICm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《刃を研ぐ者・（連作（農」民戦争）の第3菓）》
Teii）p－n　panel　　　　　　　　イ1塚1弧よ：11｛」：ll’i’ls　　　　　　　　l9。5・1・q9。8年の　川
ll㌶5cm　　　　艦51；＝1・e・b・a・t　　圭：1，IIIi　lt3ドライポイント・アク〔・ソフト　ンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ThρA4adonno　oη（ブChi／d　enthi’ot］e∫　　　　　　　　　　　297×297　mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oil　oii　paliei　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kathe　Kollwitz［1867－1945］
ボニフ・一チ・：デ’ピターティ・通称ボニ7了　　・5×・・…　　　　　　　　　L・Vf・etting　the　S・v〃・・撒・3。／・・7ア，、・燃。。’S
一 チョ・ヴェロ不一ゼLヴェローナ1487年頃一　　　D・na8（l　by　Mr・lshizuka　Hir・shi　　　　　　　　　　Ret・〈）／t”）　　　〆ヴェネツィア1553年］　　　　　　P．2°1）；”8　　　　　　　　　19。5、P．b，、，h。d　in　19。8、
．聖家族、トビアスと大天使、聖ドロテアと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchillg、　dtyp・int、s・ft－groUlld　etcl｜ing
幼い洗礼者聖ヨハネ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　297×297mm油彩、カ、ヴ。ス　　　　　　　ジ・ヴ・ン・アン1・ニオ・㌻レグリー二　　　G．2°°5’2
114．5×152．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ヴェネツィア1675－1741」に帰属
　　，　　　、．　　　　．　　　．　　　　　　《アレクサンドリアの聖カタリナ♪麟懸糠篇1∴＿，P。ll。grini難認醗一
〇”／～eCot77わeyoηol　　　　　　　　　　　　　　　　　［Venice　1675－1741］　　　　　　　　　　　　　　　　1909－10年q954年のマーグによる刷りi
Oi1・・c・・V・s　　　　　　　　　　　Saint　Catherine　ot－A／exondt’ia　　　　　　エ・チング
ll4．5×1r）L）．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130×195n一［「n
　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OilOTI　callvas
P・L）°°：”－1　　　　　　　　99・・L・・cl・　　　　　　　　G，。，g，，　B，aque［1882．1963］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P20°5”9　　　　　　　　　　〃’〃e・Cu～）ist　G・～t・t・（’G・itai’・n（I　T（、わ1∂
・モ・・ヴーエ［159。－1649］に1，，｝属　　　　　　　　　　　㌫，；q）ublished　byMaeght　in　l954）
アレクサンドリアの聖カタリナ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130×195mm｛image）・250×322　n〕m（sheet）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2（［05・3
｛山彩、カンヴ’rス
6s
アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　　　　　　　　C／ovis　cmd　ClOtitda　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20（）5－17
《最後の1晩餐》　　　　　　　　　　　…1｛150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchりlg
贈　　　　　　　㌫i㍗・・　　　　　《かなめ順表細》
21・1×3〔｝〔｝mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αノρ～η9－∫toノ～ρ
Albrecht　DU・e・［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　　　G2°°5－18
771（・　Last　Suρρei’　　　　　　　　　　　　　　マリー・ローランサン［1885－19561
㌫1。、t　　　　　　　《イフィジェニー・あるいはWのiflllりD　　ルイ．リーガル［1889．1955］
；1㌫｝1）m・　　　　　1；］，1㍑ツ棚テート）　　　　《現代1櫟装飾芸術国際博・覧会記念デ・プ叫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　265×207mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜925イ「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Marie　Laurencin［1885－1956］　　　　　　　　　　　　　　　　　　．IL）o×600　mn1（1川i、」・1、538×743　mn｜（糸氏」’｝
アルブレヒト・デューラー「1471－ltb28］　　　　　　　　　／pノ碑（ii’lie　ou　Les　trois　dat？seLises
ll引・の夢：l　　　　l；1　1、1㍗d－・　　　　震㌫…；1、麗㍑＿。、。，。t’，。tills’　et
ll98年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　265×2利7　m［τ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　indusn’i（～／∫modernes，　D～ρ／δme
エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　G2005－le　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COiηrnefn（）t’atil’
188×　｜19mn〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1925
＝＝＝8］　　フエルデ，ナ。ト．オリヴ，エ［1785，1841］　繍・1，］－nmag…538・74・一・・1p…
1498　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ザルッブルクとベルヒテスガーデンの7つの
隠晋。n、　　　　　　　地ノJ一週胸711に合2・せて吟9点のうち
G．2005－5　　　　　　　　　　　　8，1∴・⊃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISIS／2：yl　：．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグ’ラフ
ペ＿タ＿．イルステ。ド［1861－1933］　　　K・ll）3’275×i？（］8≡：37i）　mm　／　］由卜」’1i　・　ls7L）×i）3・1　mm紙’1＾‘
《お客を待ちながら》　　　　　　　　　　　　　　　Ferdilland　Olivier［1785－1841］
19 1年．　　　　　篇跳蒜㌶∫㍑c；罐罐カフー’メソチント（ア◆ラ’プペ） 　　　　　　〃，。晒々（8。f　9、heet、）
335×387mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1818／23
Peter　Ilsted［1861－1933］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithograph
1・L・aitinL」　fbi’　the　Guests　　　　　　　　e・・h　l　93－275×268－375　mm日・n・lg・）・372×53．l　mn・
　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　（PaP¶［『）
］911
NleZZotil］t　in　C（）IC）UrS　on　Chine　aPpliquで
335×387［11m
G2005’6　　　　　　　　　　　　　　　　　《日曜：ベルヒテスガーデンの教会まいりtt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5t～nd（7v．　Go～’78’o　C／ILIIでノi　neat’　Be’℃／itesgat’den
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G21｝05甲11
ペーター・イルステッド［1861－1933］
《白い椅∫’》
1915年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ月曜：ザ1ルツブルク丁・前のローゼネッカー
カラー・メゾチンFCア・ラ・フペ1　　　　　　　　　　　ガルテンy
430×325nun　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡4θ1～oF〔／y．　R「o∫ρηη（≡～（、々ρプ（；（i〃プρノ～／）（？／biてe　Sθ／ごわUl：g
Peter　Ilsted［186］－1933］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20（｝5’12
7γ～ρレレ7？ite　Chaii－
1915
Mezzotint　incolours　r）n　Chme　appliqu6　　　　　　　　《火曜：南側から眺めたザルツブルクの城塞》
（1欝mm　　　　　5瓢、77・・C・・’1・・t’・S・ltt．bLnlg」ei“　s’eei・　fi’om
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G20〔｝5－13
ドメニコ・ベッカフーミ［1486－1551］
（ふたりの男）　　　　　　　　　　　　　　　　《水曜：ザル・ソブルク近郊メンヒスブルクの小径＞
1537年頃　　　　　　　　　　　　1・Vedtiesd（ハ・．品・tpath　on　the　，Wo”nc／isberg　near
エッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　50た力（∫理
272×170mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2005－14
Domenico　Beccafumi［1486－1551］
Ttvoル1と1／e　Nudes　in　o　Landscaρe
ca．1537　　　　　　　　　　　　　　　　　《木曜：ベルヒテスガーデンとヴァッッマン》
；三1漂1：1：119「a”in9　　　　　　η・1・’蜘・8…ノ・’・∫9・’∂一・d〃・・14ね・一・
G．20〔｝5－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．20（15－15
ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］　　　　　　《金曜：ザルツブルク近郊アイゲンの～1’［原》
《クローヴィスとクロティルド》　　　　　　　　　　　F「ida：　・’．　Meadoω　bef（）「e　Aigen　near　Sαlzbut’g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2（105－IG
l〔；50イドヒ頁
工ッチング’
297×21．lmm
・・・・…d・11・B・11・［1・1・－1・6・］　　㍊蹴Z㌫忽瓢｝蕊三鷲
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客員研究員・スタッフ・覧
List　of　Guest　Curators／Staffs
客員研究員：
マーサ・マクリントク
　情報、広報‘1渓における英語表記の助言、指導
　JF　I」文17f1三4月ll－1－’1勺戊18｛1三3Jj31日
佐藤厚f
　k術館教育に関する調査研究
　’ド成17年4月ln－’ド｝茂18年3月3111
瀧井敬子
　「ドレスデン国z［tl美術館展」コンサート企画協力
　’ド成17年6月IU－7Jli3111
一 スタッフ1
■研究資料センター
事務補佐員：佐藤志緒、高橋悦f－、門田園子、植野素美」二澤里イ・E、三浦敬f
インターン：山中淑r一
■教育普及室
‘j　1・務補佐員：酒調・享k子、前陳｜茂宏
ボランティア・スタッフ：安藤まりえ、石川佐知子、磯川岬∫二、Jl：・ヒ直子、
ル原裕里］＼榎戸礼j’一、栗森苑」t－、里広江、柴田若菜、白田詠子、
鈴木由紀、竹下雅美、長月・靖」㌔檜谷釜吊子、平賀恵）ご別所恵fk、
：好美智f、山本良」≡横畠ミサコ
■保存修復・科学室
邊牟木尚美、高嶋美穂
■アルバイト
ドレスデン国立美術館展二落合桃子、三田順
ロダンとカリエール展：近藤真彫
松方・1’：：次郎および松方コレクションに関する文献調査、収集：小熊佐智子
科学研究費：宮崎匠
版画素描室：大森弦史、新藤淳
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研究活動
Research　Activities
大屋美那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビストルフィ彫刻洗浄処置
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前庭彫刻メンテナンス処置《弓を引くヘラクレス》《アダム》《エヴァ》
眼覧会企画端成・監イ｜多］　　　　　　　　　　《考える人》《カレーの、眠》e也獄の門》
国、ヒ西洋．美術館：「ロダンとカリエール」展、2006年3JJ711－6月4日
（オルセー）ξ術館、7月ll日一1（）月1日）　　　　　　　　　　　　　　　　「執筆］
「フランク・ブラングィン版画展」（2006｛1三開催予定）企lllli　　　　　　　　　「ロヒール・ファン・デル・ウェイデン派《ある男の肖像》修復・その理
「フランク．ブラングィン展」（1踊、、2009年開f野定）企1、hi　　　　念と糸課∫ll粒西洋k術館｛i」1：究紀要」N・・10・2006年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マニュアル「展示品における’封件’IF故対応」
［研究活動］
論嬬：r慨実の幻視劃、・ダンとカリエール」「・ダンとカuエー　　［研究発表1
ル』展カタロ久国、k西洋美術館、2006年3月　　　　　　　　　　　　　「《地獄の門》の免震化と川題」東京ll〔1立文化財研究所防災研究
作IITil解説（ロダン）、．ヒ記カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　　会・2005年12月611・於’東京匡位文化財研究所
翻訳等：1ロダンとカリエール』展カタログ作品解説翻∂｛（カリエー　　　　［作品貸出1
岬　　　　　　　　　　　　渋谷1、：嚥拳舗館ビエール．オーギュスト．」レノワール作品他3点
［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財’団1去人ぴうしま美術館　ギュスターブ・クールベ作品他1点
展1覧会調査：「フランク・ブラングィン展」（仮称、2009年開催予定）の　　　　長崎県）ミ術館　エル・グレコ作品
ための調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルビ市川・ウールーズ＝ロートレック美術館　ポール・ゴーガン作vit1
他館等調査ニロダン彫刻調査、損保ジャパン東郷1【f児美術負官、2005
イド10Ji20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［出張］
情報・資料収集：松方・P次郎および松方コレクションに関する文献調　　　　石台座製品検査、中国福建省アモイ、福州
査、収集
［教育活動］
’般への講演等：「ロダンとカリエール」展記念講演会（A．ル・ノルマ　　　　川ll雅Jt－Masako　KAWAGUCHI
ン＝ロマン、E．エラン講演）li」会進行、国立西洋美術館、2006年3月
7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室の活動］
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究資料センターの公開述用巨咋及活動］
繍グループ，。本酬クラブ、1昔座「。ダ。とカリエール週、っ、、　1臓作品酬システムの綱導人
て」1正け西洋美術館、2006年3月10H　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵作品データ再整備（版画基本データ）
先生のための教育プログラム「1ロダンとカリエールVj－8“について」国　　　　写真原版収荊勺庫の整理
、1臼｝q洋k，術館、2006年3月17日　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIIII像データ変換および作成
東京都博物館協会講演「ロダンとカリエール」展、いいノ：西洋）鋳1寸館、　　　69いヒ行政法人国、ヒ美術館所11；1災作品総合目録検索システム英語試
2006イ113月28日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ了旧元夕＞1旧
執筆記事等：「ロダンとカリエール」国立西洋美術館ニュース「ゼフ　　　　資料コーナーおよびデジタルギャラリーの公開運用
ユロス』2006年2月20日
「「ロダンとカリエール」展」新）き術新聞、2006年3月1日　　　　　　　　　　［研究i舌動：
「［ロダンとカリエール1展1うえの」2006年3月IH　　　　　　　　　　　「独、lil行政法人国立美術館IEは西洋）ミ術館研究資料センターの活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動と課題」：びぶろす一Bib10sl国、1／lllミ1会図書館総務部発行、’1ξ成17
［社会貢献］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年4月り’（～Ufi化28号）
各種委員会委員等：静岡県、ン：美術6「｛専門委員、静岡県、乞）こ術館、　　　「［「Guide　to　the　Literature　of　Art　History　2』の糸召介」『アート・ドキュメ
2005年10月13日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンテーション通信』66号、2005年7月、PP25－26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共著）「独i71行政法人国立）ミ術館所1歳作品総合目録検索システム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の公開について」『アート・ドキュメンテーション通信』67｝弘2005年10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月、PP．8－9
河lI公夫Kimio　KAWAGUCHI　　　　　　　　　　　　　　　アート・ドキュメンテーション学会第16回年次大会研究会第・分科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会（アート・ライブラリー、ミュージアム・ライブラリー）コーディネーター、
［絵llhi修復処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年6月4　Ll
ロヒール・ファン・デル・ウェイデン派《ある男の肖像》
ほか汕彩画3舗蜘点　　　　　　　　［調紺動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）こ術史学会東支部大会シンポジウム「）ミ術館・博物館の新たな公共
「彫刻処置1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性を求めて」参加、於・東京都）ミ術館、2005年4月16日
ロダン作《国の護り）免震化設置1事計画　　　　　　　　　　　　　　アート・ドキュメンテーション学会第47回研究会全史料協関東部会
舳彫刻の免鮒り支承による過殴験　　　㌶㍑1瓢§1蕊湿謝1：霊㌶ξ1隙類とどう
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アート・ドキュメンテーション学会関西地区部会第96111｜研うど会「奈⊥’Q　　　佐藤直樹Naoki　SATOH
国立博物館の美術情報システムと資料室について」参加、於・奈良
国立博物館、2005年ll月5日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暁塁覧会企lllln
東京国、1元博物館主催「博1物館情報処理に関する公開研究会」参加、　　　国、ヒ西洋）こ術館：「チューリヒIl科大学版Plii素描コレクションイタリ
於・東京国e／1博物負i‘｛、2005年ll月ll日　　　　　　　　　　　　　　　　ア版画展」渡辺晋輔研究員の補佐、2007年3｝］開催］勺じ
第5111｜情報保存1砺議会オーフンセミナー「文化遺産デジタルコンテ　　　　「ヴィルヘルム・ハンマースホイ」企画・構成・監修、2008年9月開催扮
ンツ利活用のII∫能性と課題．参加、於・日本教育会館、2005年ll月　　　IE（ロンドン、ロイヤル・アカデミー12007年6月24日一9月71　D
25日
平成17年度博物館指導X一研究協議会情き1乏部門参加、於・東京llこ位　　　　［調査活動］
博物館、2006年1月19－20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会調査：「ハンマースホイ」展開催準備のためコペンハーゲン国
ニユーヨーク近代）こ術館図」汚ミ、ブリック・アート・レファレンス・ライブ　　　　立美術館・オードラップゴー美術館・ピアシュプルング・コレクション・
ラリー、メトロポリタン）ミ術館図書室て苧、米国美術図，li：iilVi視察、2006　　　デイヴィッドコレクションでハンマースホイを中心にデンマーク19・iH：紀
年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）こ術に関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ド成15年度科学研究費基盤1り『究（B）「16，17世紀西欧における版
1社会貢献］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画出版と古代の受容」ドイツにおける版画と占代の関係について
展覧会カタログ等の取扱いに関する検討会議委員（国立情報ゾiζ：研　　　　　　　　一t
究所設置）、2005｛卜lolj．2006年：3Jj　　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動！
研究資料センター視察受入れ（茨城県1陶芸美術館）、2006年2川4日　　　　一般への講演等：「ドレスデン　　〈世界の鏡〉としてのコレクション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演、兵庫県）ξ術館、2005年3月271－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン国立美術館展のコンセプト」コミュニティ振興事業コミュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニティ・カレッジ「ドレスデン国立美術館の魅力」、講演、江東区古石
幸福輝Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場文化センター・2005年5月9日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン国、ヒ美術館をめぐって」ドレスデン国立美術館を楽しむ1、
1著II｝：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演、朝1｜カルチャーセンター横浜校、2005年5月1111
1キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版lllli』展カタログ　　　　「ドレスデン1五い元美術館のコレクション」講演、朝Hカルチャーセンタ
（共著者：エリク・ヒンテルディン久渡辺晋輔）、ll〔1、ltl西洋）ξ術旬㌃、　　　一新宿校、2005年7月511、7Jj12日
2005年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン　　世界の鏡：展覧会のコンセプト」講演、ll三け西洋美術
一 、．／．、，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館講堂、2005年g月llll－tiHH又＿
莞攣兜ネサ涜蹴膓z蒜ア（劉緩1瓢1η・7㌫き声のコンセ酬》1臓女酬
川1榔繊術負↑｛・2・・5｛1洲・PP．　：L）　7－・32　　　　響呈叉三蜷391蒜曇塁綴罐4、‖1：界゜）鏡⊥につい
1調査活動1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育目的の放送：TBS「llir界遺産」ドレスデンのエルベ川流域、監
展覧会調査：2006年ll｝1催j　・，tのベルギーE、Dミ術館展および同展　　　　修・2005年7JjlOII放送
に川品〕杉じのピーテル・ブリューゲルCイカロスの墜落》に関する　　　　．　　．
調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．社会貞献］
購入作品調査：2005年度購人作品ピーテル・ブリューゲル（」勺の　　　　新聞雑誌θ）エッセーなど：「ウィーンで出会いたい凸点」・オーストリ
・鳥罠のある冬景色）に関する、調査｛ill：究　　　　　　　　　　　　　　　ア航空機内誌「オブラ1特別版・2005年6月15日・PP24－25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドレスデン国立）こ術館展・－lll界の鏡」2、『デンタル・トリビューンーl
l教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年、No．2，　Vol．2（インタビュー記事｝
ノ（学教育：慶臆i義塾人学文学部非常勤講師、女r庭術大学）こ術学　　　　「ドレスデンlf．け※術館展　　ll」：界の鏡　　」1うえの］No．555、2005
剖～」卜’‖ζ堕カll｜Vi　rltlj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii三7H号・
講演など：「ドレスデンのレンブラント　ーンガニュメデス》を中心に」
朝日カルチヤー横浜、2005年7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　［版1画素描室の活動］
rオランダのキアロスクーロ木版画：ホルッィウスを中心に」国、ヒ西洋　　　　新館地下21隼苧・版画素描閲覧室の開室（2005年11JJIIIIより毎月第
美術館、2005年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・4金曜Hオープン）
「ピーテル・ブリューゲル：ナショナル・アイデンティティのゆくえ」　　　版画素描作ll』1購人に関する業務（6月と12月）
（〈）211il）、朝1－1カルチャー新宿、2006年1－2月　　　　　　　　　　　　　　　、　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［石Jf究｜舌重力」
譜及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著，彗：：iドレスデン国立）こ術館展　　1［lr界の鏡』展カタロ久カタログ
エッセイ：「版画の作制「キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの　　　　篇・エッセイ篇（共著者：コ戊レドウラ・ビショッフ・ヴォルフガング’ホラー・
多色木版画』展カタログ1国立西洋）こ術館、2005イト10月、PP．65－66　　　　ペトラ’クールマン＝ホディック）・国立西洋）C’　Tdti館・2005年
「ティツイアーノの風財・版1由1」．1・，｛己カタ・久PP．144－145　　　　D「e・den“Spi・gel　de「Welt・Die　Staa！lichen　Kunstsammlung〈n
　　　．、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　Dresden　in　Japan，　hrsg．　von　Cordula　B［schoff　und　Naoki　Sato，　The
「銅椥All　’6（ヘンドリク’ホルツイウス」1・・1己カタ゜ク｝P・143　　　　N。ti。nal・M。，eum。f　W。、ter。　A，t，　T。ky。，・2005．【rドレスデン国、ぱ
一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術館　　川：界の鏡」展ドイツ語版】
酬；飴一 　　　　　　　，　論文、r日イ興鮒、おけるレンブラ。トの難鏡の前の・附
科学研究費：’F成15年度科学研究費基盤研究（B）「16・17111：糸己西　　　　弊」『ドレスデン国立美術館展　　世界の鏡』エッセイ篇、国立西洋
欧における版画出版と占代の受容」研究代表者・2003－06年　　　　　　　）ξ術館、2005年、PP．89．96
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nakamura　Tsune　und　sein　Spiegelbild．　Die　Rembrandt－Rezeption
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　der　modernen　Kunst　Japans、　in：Dresden－Spiegel　der　Welt．　Die
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staatlichen　Kunstsammlungen　Dresden　in　Japan、　hrsg．　iv’・o　II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cordula　Bischoff　und　Naoki　Sato．　The　National　Museum　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Western　Art、　Tokyo，2005，　S．152－158．
（）一
高橋明也Akiya　TAKAHASHI　　　　　　　　　　　　　　　　川中正之Masayuki　TANAKA
〔口頭発表・講i演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企画・構成・監修］
展覧会開催記念連続講演会第7回「ラ・トゥールの光と闇　　ジョル　　　　「芸術家とアトリエ」国、ltl西洋美術館版画素描展示室、2006年3月
ジュ・ド・ラ・トゥール展解題」2005年5月21日　　　　　　　　　　　　　　7ロー6月41｜
青III義雄展開催記念i；薄演会「IIテlll義雄と両対1戦問のヨーロッパ　　　　　　、美術」茅ケ崎市美術館、200；年2月ll日　　　　　　　　　　　　　　　［研究活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文等：「アンドレ・ドラン《ジャン・ルノワール夫人（カトリーヌ・エスリ
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ング）の肖像》に関して」「国、ア西洋美術館研究紀要』No．10、2006イ1三、
ラ・トウール展関連講演会、ギャラリートーク、普及広報活動全般　　　　　　PP・6－24
㌶㌶繍繍欝3月）鋤i鐵㌘：∴㌘：li，1
いわさきちひろ美術館運営委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年6月12［（パネリスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際シンポジウム「アジアのキュビスム」国際交流基金フォーラム、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年9月10－ll日（セッション3「身体・ジェンダー・色彩・装飾」コメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンテーター）
高梨光・EMit・um・・a　TAKANASHI　　　　　　研究会、人文．社会丁・｝学振興プ。ジェクト研究（膵学i搬興会）
［蛤企画］　　　　　　　莞竺響己姦と瀧，4鑛謬1馳のインタラクティヴ」第1
国立西洋美術館：「パルマイタリア美術、もう’つの都」展（2007年
5月2911－8月26U開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査活動］
［研究醐　　　　　　　　聾燥鑛：；鳶論≒ンのアンドレ’ドラン作1脇ヤン’ルノ
鷲螺㌶霊響i総蕊壽究蕊籔蕊　厘搬蹴ムンク展の調査酬
き㌶麟瀦鰐鰐の関係に関する研蜘燃　［孝漸動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非’常勤講師等：武蔵野美術人学非常些戊」講師
［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学文学部非常勤講師
収蔵作品調査等：個人蔵旧松方コレクションの15～18iH：紀イタリア　　　　ー般への講演等：講演「西洋近現代美術作品の解釈とジェンダー
絵画および素描（テンペラ板絵3点および素描17点）の来歴調査お　　　　の問題について」（主催：埼1汰学＆With　Youさいたま）、With　You
よび作者同定を含む美術史的調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいたま、2005年12月1111
石塚博氏寄託シモン・ヴーエ、フランチェスコ・ボッティチー二、ボニ
ファーチョ・デ・ピターティ他の作品の様式分析、作者についての再　　　　1社会貢献1
検討および制作年代の特定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞雑誌のエッセー等：「展覧会はいつまで可能か」「あいだ』第ll7
Revisione　tecniche　per　la　mostra“Bramante　e　gli　altri：storia　di　tre　　　　iJ－、2005年9月20日、pp2－16
codici　e　di　un　collezionista”，　a　cura　di　Josef・□oder，　Gbinetto　　　「アジアのキュビスム」（展評）「美術］三llrli』2005年10月号、PP．122－127
Disegni　e　Stampe　degli　Uffizi，2006（ウフィッツィ）こ術館版1由i－．」’．C描室
展覧会「ブラマンテとその他：3点の手稿とある蒐集家の歴史」の出　　　　［その他］
品㈱の技法分析縫をt・E1当）　　　　　　　酬賠会学会誌蕊［委員
展覧会調査：「パルマ」開催準備のためパルマ・ピアチェンツァ歴史
美術民俗文化財監督局にて15｛Ilr紀から18世紀までのパルマ派の画
家に関する調査
麟霊漏㌫纏麟懸擶1瀦罐㌶繍6　田辺鞭助Miki…uk・TANABE
調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ等］
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドイツ・ルネサンスの木版画の色彩について」・幸福輝編著『キアロ
㌶i17・美術館版画継客員一2・・5年ll月1日一2・・6・F‡㌫、2ぱ緯㌫ツクの多色木版画』展カタ゜久踊
パルマ・ピアチェンツァ歴史美術民俗文化財監督局客員研究貝（国　　　　［その他の活動］
立西洋美術館在外派遣研修・2005年3月20日一8月31日）　　　　　　　　東京芸術大学非常勤講i師、2005年4＿8月
タピスリー研究会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本館常設展示の再構成
イギリス・ギャルピン楽器学協会員　　　　　　　　　　　　　　　　　寄贈作品、アードリアン・イーゼンブラントに帰属《玉座の聖母子》の
［外部詮の受託］　　　　　　　　　縮
平成17鞠文部科惚学芸購イ、三外派遣研倒、、2。。5・1、ll月1　国立西洋美術館名作選改iil版糠
日一2006年3月ll日
平成17年度鹿島美術財団「美術に関する調査研究の助成」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚田全彦Masahiko　TSUKADA
1研究活動］
保存処置：貸出作品保存処li苫（温湿度データロガーの設置）
68
学会発表：“Quantitative　comparison　of　the　derivatization　　　［キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色本版lllli．展カタログ
efficiency　for　drying　oil　paint　related　substances　using　different　　　　　　（戊ki暑二・共綱｝ID　d司、ア1塩i羊）Z・　iflill　fi1’i・2005イ1三
「eagents”’Second　meeting　of　the　Use「s’G「oしIP　fo　1’Mass　　　論文等：「キアロスクーロ木版Vlliと浮lilr絵IVえ画」ヒ記カタログ、
Spect・・m・try・and・Ch・・m・t・g・aphy（M・SC），　Van　g・gh　Museum・　PP．33－139
篇㌫㌶1＝1；1｝㌫隠霊（蕊≡、！ラフ・エ…パル1ジャニーノとIV，（1　［il・i家」ll記槻Pl・1・4－1・5
191　1－5J］181コ、U。ive，sity　C。11。g。　L。nd。。嘆II・D、1・け1・聯美術館　　べ・カフーミと版ll｝IL　hl己カタ゜ク1・PP・106－107
在外研究員制度による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「複製版［［lliについて」ヒ記カタログl　pp．108－109
．　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アントニオ・マリア・ザネッティの版画封llliコレクション」ヒ記カタログ、一調査活動一　　　　　　　　　　　P．182
保存環境調査：展・」こ室’収蔵庫σ）温湿度調査　　　　　　　　　　　「複製版1山iと批評　　ジュリオ・サヌート《アポロとマルシュアス》の
貸出作品の輸送・口ξ示中の温湿度調査　　　　　　　　　　　　　　　場合　　」’鹿島美術研うξ1年報第22り・別IR｝、財団法人鹿島）こ術
1腿設置彫刻の，也51鋤観測、i船　　　　　　　　　1！刑・2005年・PP・1－14
「ドレスデン国立）こ術館」展の垣～示具設営材料に関わる材・質li周査　　　　　翻訳：・キアロスクーロ1展カタログ作品解説
学会等参加：ICOM－Cominittee　for　Conservation　l4th　T「iennial　　　ll‖1］査活動l
Meeting，　The　Hague（The　Nethe「lands）・12－16　Septembe「2°°5　展覧会1；船、「例ア．ルネサンスの1阪順」の　　齢1，・i、2。。7硲
：その他二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催」フ定）
文化‖蹴修復学端・・｝集委員　　　　　嘉；ビーノのヴィーナスリ迦称）°聯企lll｜1（2°°8イ1淵1｛｝1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ也6官1‖畠イミ（タト匡1）：1いヴC‖ヒ糸己上鹿（，1ヒ」1（）、2006イ1三1月2011
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワシントン・ナショナル・ギャラリー、2006年21j2：3－2511
・1三島洋f－Yoko　TERASHIMA　　　　　　　　　　　　　　　　　　オルセ＿）ミ術館、2006イ1三3月22日
：紺譜及活動：　　　　　　　　　　　　ルーヴ峠ll；r館・2006年：31」24－26H
Fun　with　Collection「いろいろメガネPart　l　あなたの見かた教え　　　　チューリヒ）／i術館・2006年：3月2811
てください」企ilhi・構i成・実施、2005年71Jl日一2006年31」131H　　　　　　バーゼル）ミ術館、2006イ｝三3月2911
「ドレスデン国立美術館展」ジュニア・パスポート　　　　　　　　　　　　　　llli会調査：国家文物局　　ll軍氏、北京、2006年1月201｜
インターンシップ・プログラム指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llillビ1‖：紀1∬｛館長　　E、股梅氏、北京、2006年1月20日
ボランティア・プログラム指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チューリヒll科大；’：版画素描コレクション　ミヒャエル・マティーレ
小．Ili学校教員のための夏期研修会の企1由i・実施　　　　　　　　　　氏・パウル’タンナー氏・2006年31」27－29i　1
ファミリ＿プログラム企画・実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミラノ市アキッレ’ベルタレッリ版1由iコレクション　ジョヴァンナ’モーリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！k、2006イド3月311｜
1報告｝讐：］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育活動：1
全国芙術館会議第19回学芸員研ll参会報告lli：「教育普及再考ltr術館の利用者とミッションをつなぐために」共同編集、2005年6月　　　　非常董力講師：武蔵野JC・術大学非常勤講師（2005年91」∪006年：3月）
発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　般への講演等：「ルネサンスの曙　　ジョットの絵画」ダイナーズ・
叩学・1：・高校生対象・）教frプ・グラム」平成16fl・1主17fl渡科学　　クラブ120〔）5年llll711
研究費補助金（基盤1り1究C）研究成果報；f「，1｝：、2006年3月、Pp．11－12　　　　「キアロスクーロ」展ギャラリートーク、計5川
　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先生のための鑑賞プログラム「キアロスクーロ展」概要説明、2005年
ll頭発表」　　　　　　　　　　　　　10」j21日
「鍛・）夢トーク怜剛・学校図1・lli　］：作孝始1里蹴会　胱発表（Eiit　r161H：紀イタリアの1蛎くたちの版1，峨略ラフ。エ。・とバ・レミジャ
浜lli教育文化センター）・2005年II月9日　　　　　　　　　　　　　　　二＿ノを中心として」、「キアロスクーロ」展記念講i演会、llミパノ：西洋芙
「デンバー美術館の資料コーナーについて」全国）3術館会1議第30　　　術館、2005年1　1　E2611
回会合c国立西洋美illj：館）、2005A｛12H8H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［普及活動］
1その他の活動1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来館者案内：2005年10月2011イタリア大使マリオ・ボーヴア氏
2006年Funwith　Collectionの準備’調査　　　　　　　　　　　　　　20（）5年10月2511文1‖1‡ll・学省‘lr務次官結城章夫氏
；iぽ罐i㍊・12～㍑欝麟1　！講；°5年12∫］麗繋9；1、∴正中央修鰍所ll参復耐一ビス酬部
東京大学人文社会系研究科併任ll力教授（2005年4月一20（）6年3月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［社会貢献⊃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞雑誌のエッセー等：「キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多色木版画」：うえの二第558膓1、2005年1（）月
渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他1
：展覧会企画・構成］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館内委員会委員：SD委員会委員
「キアロスクーロ　　ルネサンスとバロックの多色木版画　ブリッツ・ル
フト・コレクションの所蔵作11”iTによる」展、国、ltl西洋）ミ術館、2005年10　　　　［外部資金二
Jj8日一12JJl1LI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利・研引～二「16．1711．1：紀西1攻；こおける版画出版とll「代の・乏容」（共llf」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究）
：研究活動］
茗：ill：：ニジョットとスクロヴェー二礼拝堂二小学館、2005年5月
（“）
ll三ド’：1叫ハ…）ミi・ド］：角‘｛イド幸艮No．40
編集発行一匡｜、’汀用；1三美術館　2007年3月31日
制作一コギト
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ANNUAL　BULLETIN　OFTHENAT｜ONAL　MUSEUM　OF　WESTERN　ART，
No．40（April　2005－March　2006）
Pul）lished　by　The　National　Mus　eum　of　Western　Art，　Tokyo，　March　31，2007
（灼The　National　Museum　of　Wesleri）Alt，Tokyo，2007
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